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序章　バスティーユの怪物



　痩やせた、長い棒のような手足をした男だった。

　男は――薄暗い牢ろう獄ごくの中でうずくまり、じっと息をひそめていた。

　身を隠すためではない。まるで、巣に獲物がかかるのを待ち受ける毒どく蜘ぐ蛛ものように気配を殺している。

　かつて、男の痩せ細った指先には名誉があった。

　卓越した技巧のもたらす栄光があった。

　いま、その手は焼けただれ、熟うれすぎた桃のような甘い腐ふ臭しゆうを放はなっている。

　バスティーユ監獄。

　八基の塔と水堀を備そなえ、かつてはパリを防衛するための要よう塞さいであったこの城は、いまや第一級の政治犯を収容する監獄として利用されていた。

　絶海の孤島に建つ〈イフ城じよう塞さい〉、悪名高き〈倫敦ロンドン塔とう〉、海のバスティーユと呼ばれる〈モン＝サン＝ミシェル〉と並ぶ、大陸で最も堅けん牢ろうな監獄に、男は囚とらわれていた。

　バスティーユは本来、王室に叛はん逆ぎやくした貴族の政治犯を投獄するための監獄だ。

　しかし、なにごとにも例外というものはある。

　たとえば――並の監獄では心許ない場合。

　頑丈な石壁の地下通路。公式には存在しないとされている三十三号室に、数年前、パリの街を震えあがらせた伝説の怪物モンストルは繋つながれていた。

「ハ、ハハ、あなたほどの卓越した職人マイスターが、このような場所に囚とらわれているとは、世の中とは皮肉なものですね」

　と。床を叩たたく鉄靴の音と共に、通路の奥からしわがれた嗤わらい声が聞こえてきた。

　牢ろうの中の〈怪物〉は、むろん、その気配に気付いていた。

　ゆっくりと。異様に長い左腕を伸ばし、檻おりの格こう子しをつかむ。手足に繋がれた鉄球付きの鎖がじゃらじゃらとやかましい音をたてる。

「……なんだ、貴様は？」

〈怪物〉は獰どう猛もうに唸うなった。削そぎ落とされた唇の隙すき間まから、茶色く変色した乱らん杭ぐい歯ばが覗のぞく。

　揺らめくランプの灯あかりが、通路の奥からあらわれた人物の姿を照らしだした。

　上級将校の制服である紺のサーコートの上に、血のように紅い外がい套とうを羽は織おっているが――それはとりたててどうということはない。

　なによりもまず目を惹ひくのは――その首から上だった。

　男の顔は、無む貌ぼうの鉄仮面に覆おおわれていた。

「ほう……」

〈怪物〉の白はく濁だくした左眼が、ぎょろりと蠢うごめいた。

　訪問者に興味を抱いたようだ。異様に長い脚あしを動かし、這はいずるように格子に近づく。

「無貌の鉄仮面――なるほど。貴様があの男の後継者サクセサーというわけか。〈石の兄弟団〉の遣つかいが、この俺おれになんの用だ？」

「いえいえ。私は〈石の兄弟団〉の遣いなどではありません。あくまで個人的に、マイスターに彫刻を依頼しにきたのですよ」

　怪物が唇を醜みにくくゆがめ、乱杭歯を覗かせた。

「俺はもはやマイスターではない。堕おちた怪物モンストルだ。〈石の兄弟団〉の秘蹟アルカナを受け継いだ〈刻印〉も、見ろ、この通りだ」

　皮膚のめくれあがった右手を見せつける。

　かつては美しく精せい緻ちな〈刻印〉が彫り込まれていたはずのそこには、焼きごてを押しつけられた、醜い火傷やけどの痕あとがあった。

「ああ。これはまた、ずいぶんと雑な封印ですね」

　言いながら、鉄仮面卿きようは檻の中へ手を伸ばした。

　怪物の手をとると、なにごとか口の中でつぶやきながら、手袋に覆われた指先で彼の焼けただれた皮膚をなぞる。

　すると、焼き潰つぶされた皮膚の下から血がにじみ、輝く〈刻印〉が浮かび上がった。

「……お、おお、これは……」

〈怪物〉の白はく濁だくした左眼が大きく見開かれた。

「まさか、秘蹟アルカナの力が戻ったのか……!?　はは、は、く、ははは、戻った！　戻ったぞ、俺おれの彫刻師の手が！」

　赤い血の涙を流しながら歓喜の声を上げる。

「喜んでいただけてなによりです。では、彫刻の依頼を受けていただけますか」

「おお、よかろうとも。なに、報酬はいらん。この手の礼だ。どんな連中でも彫ってやる」

「それは頼もしい」

　鉄仮面卿きようはうなずくと、手袋に覆おおわれた手をすっと伸ばし、怪物を閉じ込めている牢ろう獄ごくに向かって一言、命じた。

「バスティーユ、牢を開けなさい」

　途端。信じられないことが起きた。

　十二個の錠前がいっせいにはずれ、三十三号室の扉が、いとも簡単に開いたのだ。

「はっ、うろんな奴だな。貴様は」

　怪物が嗤わらった。蜘く蛛ものような手足を持ち上げ、のっそりと牢ろうから這はい出した。

　拷ごう問もんで無数のねじ穴のあいた禿とく頭とうが、揺らめく灯あかりに照らされる。

　物音に気付いたのだろう。看かん守しゆが階段を駆け下りてくる音が聞こえた。

「おいっ、なにを騒いで……!?」

　通路にあらわれた若い看守の足が止まった。

「お、おまえは、三十三号室の……！」

　その顔が恐怖に青ざめる。手にしたカンテラが床に落下した。

　鉄仮面卿がくぐもった声で嗤わらう。

「マイスター、あそこに、ちょうどいい素材が転がっています。ひとつ、あなたの腕前を見せてはいただけませんか？」

「ふん、あまりいい素材ではないな。まあ、いいだろう」

　怪物が唇の端を醜みにくくゆがめ、腕を振り上げた。

　カンテラの灯りに照らされ、異様に長い――蜘蛛のような手足が影をつくった。

　右手に刻まれた〈刻印〉が、紅く禍まが々まがしい輝きを放はなつ。

「あ、あああああああああっ！」

　看守の喉のどから悲鳴がほとばしった。

　呼び子を吹くことさえ忘れ、逃げ出そうとする――

　が、

「ひっ……足、足が……！」

　動かない。

　まるで、足が石になってしまったかのように。

「いっ、ひっ、どうして、ひ、いいいいいいいっ……！」

　啜すすり泣くような悲鳴を心ここ地ちよさげに聴きながら、鉄仮面卿きようが嗤わらう。

　ガリ、ゴリ、ガリ、ガリ――

　薄暗い牢ろう獄ごくに、哀れな看かん守しゆの悲鳴と石を削けずるような音が、いつまでも響いていた。



　　　　　　　◇



　王都パリの城門に朝あさ陽ひが昇る。

　門の外には石畳で舗装された街道が延びている。

　青く澄すみわたる空の下。

　目の覚めるような蒼そう髪はつを首の後ろで結わえた少女――ブランシェ＝エステワールは、拳けん銃じゅうを腰のホルダーに押し込むと、黒革の手袋に白い息を吐きかけた。

　拳こぶしを固く握り締しめ、ぎゅっと胸に押しつける。

（大丈夫。アトス隊長も銃の腕は銃士隊で一番だって言ってくれた）

　少女は、こくりとうなずくと、さっそうと愛馬にまたがった。

　二週間前に、バスティーユから脱獄した殺人鬼の捕縛。

　それが、彼女に与えられた、騎士として初めての単独任務だった。

　緊張に身が震える。それがたとえ、成果を期待されての任務ではないにせよ、だ。

（コゼット、アニス、ジャン、あの子たち、みんな元気にしてるかな）

　任務は緊張するが、ひさしぶりに帰る故郷のことを思うと、自然と顔がほころんだ。

　路地裏の落書き。なつかしい孤児院の建物。聖女の伝説を抱いた大聖堂。

「私は、あの頃ころ憧あこがれた、立派な騎士になれたかな……」

　澄みわたる青い空を見上げながら、少女は、懐ふところの銀時計を握り締めた。



    

  
    
      


第一章　派遣騎士の少女



「リンツ」

　こつん。

「……」

「聞いているのか、リンツ」

　こつん。こつん。

「シャトレア、痛いってば。〈城壁〉で頭を小突かないでよ」

「リンツが無視するからだ。か弱き〈城〉の懇こん願がんを聞くのは騎士のつとめだぞ」

「僕は騎士じゃないし、だいたい、か弱き〈城〉って言葉が矛盾してると思うけど？」

　ごつん！

「痛っ、〈城壁〉の尖とがった部分があたったよ」

「それは〈出し狭間はざま〉だ。突出させた胸壁の隙すき間まから敵に熱湯を浴びせることができる」

「そんな〈城〉の蘊うん蓄ちくはどうでもいいよ」

　フランキスカ王国北部。シャンパーニュ地方。

　灌かん木ぼくのまばらに生えたなだらかな平原を、二人の旅人が言いあいながら歩いていた。

　軽装の旅装束に身を包んだ、黒髪の少年の名は、リンツ＝レンハイト。

　十五歳。どこか幼さを残した顔には疲労の色がにじんでいる。

　力なく垂れ下がった彼の右手には、建築士の徒と弟ていの証あかし――測量機コンパスを象かたどった〈刻印〉が刻まれている。大陸最高峰の偉大な建築士グランド・マイスター――マイスター・ストランゼンの〈刻印〉だ。

　多少なりとも建築の世界に通じている者が見れば、驚嘆するにちがいない。

　なぜなら、マイスター・ストランゼンは、その栄光に満ちた経歴の中で、ただ一人しか弟子をとらなかったことで知られているからだ。

　そして、この少年こそ、かのマイスターがたったひとり選び出した弟子だった。

　だが――

　少年のかたわらを歩く少女のほうは、さらに驚くべき出自を持っている。

　少女は――輝く白銀の甲かつ冑ちゆうを身にまとっていた。

　両りよう脚あしを覆おおう鉄靴と鋭い剣のような具足。

　ゆるやかな曲線を描く、白鳥の図柄の彫刻された胸あて。

　平原を吹きわたる風に、青と白でデザインされた戦闘用のスカートがひるがえる。

　しかし、やはり彼女の外見――いや、外観でもっとも目を惹ひくのは、

　少女がその双肩に背負う〈城壁〉だった。

　小柄な少女の周囲を、宙に浮いた〈城壁〉がとり囲んでいるのだ。

　それは――まさに歩く〈城〉だった。

　要よう塞さいとしての機能だけではなく、類たぐいまれなる美しさもかねそなえた、白銀の城。



　シャトレア＝ノイシュヴァンシュタイン。



　それが、この〈城〉――少女の名であった。

　彼女は、人間ではない。

〈城姫ベルクフリート〉と呼ばれる存在だ。

　それは、崇高な建築物にのみ宿る城の化身。

〈城姫〉の宿る城は千の兵を打ち払い、万の軍を薙なぎ倒す――と、大陸ではなかば伝説のように語られている存在。

　――のはずなのだが。

「リンツ、私はとてもお腹なかが空すいてしまった。氷砂糖を舐なめたい」

　はあっ……とため息をつき、リンツは振り返った。

　湖面のように透き通った蒼あおい瞳ひとみが、懇こん願がんするように見つめている。

　淡く珊さん瑚ご色いろに色づいたやわらかそうな唇。白磁のようになめらかな白い肌。

　朝あさ陽ひを浴びてきらめく、蒼そう焔えんをまとった白銀の髪。



    

  
    
      



    

  
    
      　年とし頃ごろの少年なら、思わずくらっときてしまいそうな魅力的な容姿だ。

　しかも、それは彫刻めいた冷たい美び貌ぼうではない。

　なんというか、シャトレアは……、

（か、可愛かわいい……んだよな）

　とても〈城〉とは思えない可か憐れんさに、リンツはドギマギと目を逸そらした。

　だが。ここで押されてはだめだ、とリンツは思う。

「氷砂糖はもう残ってないよ。あと少しで街に着くはずだから、がまんしてよ」

　城主マイスターらしく毅き然ぜんとした態度で、きっぱりと首を横に振った。

　リンツが指さす彼方かなたには、旅の目的地である戴たい冠かん都市ランスの城壁と、その周辺に広がる広大な葡ぶ萄どう畑ばたけが見える。

　ただ、「あと少し」という表現にはかなり語弊があった。

（少なくとも、徒歩でまる一日はかかるだろうな……）

　じつは、リンツのポケットにはまだ氷砂糖が数かけらほど残っているのだが、いま最後の食料であるこれを食べてしまうと、あとで大変困ることになるのは目に見えている。

　だから、ここは心を鬼にして彼女の懇こん願がんをつっぱねなければならないのだ。

「どこがあと少しなのだ。リンツは私を兵糧攻めにするつもりなのか？」

　と、唇をとがらせ不満を口にする彼女。

「……いや兵ひよう糧ろう攻めって。そもそも、こんなことになったのは、シャトレアのせいでもあるんだからな」

「そ、それは……」

　リンツがジト目で指摘すると、シャトレアは気まずそうに口をつぐんだ。

　――三週間ほど前のことだ。

　リンツが、幼おさな馴な染じみの少女、エリッセを救うため、レティーツィア＝エーデルガルト率いる技師傭よう兵へい団だん〈土竜技師団マオルヴォルフ〉に身を投じて戦った、リール要よう塞さい攻略戦の後。

　旅の準備をするために、二人はリール近郊の小さな街に立ち寄った。傭兵団から受け取った報酬で、水や食糧などを大量に買いこんだのだが、そのあとがいけなかった。

　荷造りをはじめたリンツに、シャトレアがこう言ったのだ。

「リンツ、〈城〉である私は〈食糧庫〉の機能アビリティを備そなえている。重い荷物はぜんぶ私の〈食糧庫〉に預けるがいい」

　徒歩で旅をするのに荷物が軽くなるのはおおいに助かる。リンツは彼女の言葉に甘え、買いこんだ食糧を〈食糧庫〉にありったけ放ほうりこんだ。

　事件が起きたのは、一昨日の昼のことだ。

　だだっ広い平原の真ん中で、それまで問題なく機能していたはずの〈食糧庫〉の機能が、突然、使えなくなってしまったのだ。

　シャトレアが言うには、どうやら、二度にわたる〈城しろ姫ひめ〉との激しい戦闘によって、彼女自身も知らないうちに〈城〉の機能のいくつかが損傷していたらしい。

〈食糧庫〉のほかに、路銀の一部や大工道具なども彼女の〈倉庫〉に預けていたのだが、それらも取り出せなくなってしまった。

「ある程度時間が経たてば、〈城〉の機能は自動的に修復リカバリされると思う」

　と、彼女は言うものの、いつになるかわからないそのときを悠長に待っているわけにもいかず、目的地の都市をめざしてひたすら歩くしかないのだった。

　もっとも、水を溜ため込んだ〈井戸〉が壊れなかったのは、不幸中の幸いだったが。

「だ、だが、私のせいばかりにされても困る。リール要よう塞さいで、君が節操なく〈建奏術〉を使わなければ、このように私のお腹なかが空すくこともなかったのだからな」

　宙に浮かぶ〈城壁〉をずいっと寄せて、シャトレアは反論した。

「あ、うん……それは、そうだな。ごめん」

　ちょっと言いすぎたなと反省し、リンツは素直に謝った。

　リール要塞の副総監ヴォーバンとの戦いで、リンツは自分の能力以上の大がかりな〈建奏術〉をつぎつぎと使った。

〈城姫ベルクフリート〉と城主マイスターは〈刻印〉の絆きずなで繋つながっている。あのとき、リンツは知らなかったのだが、過度の〈建奏術〉を使ったことが、どうやら結果的にシャトレアの力を奪うことになっていたらしい。

　そのせいで、いま自分はとても空腹なのだと、彼女は主張しているのだ。

「……ところで、シャトレア、ひとつ聞いてもいいか？」

　と、リンツは真面目まじめな顔で訊きいた。

「なんだ？」

「〈城姫〉って、ものを食べないと、どうなるんだ？」

「不機嫌になるぞ。あと空腹のあまりリンツの頭に噛かみつくかもしれない」

「いや、そういうことじゃなくて……」

　リンツはこめかみを押さえてうめく。

　素朴な疑問だった。〈城〉の化身であるシャトレアは、べつに食物を摂とらないからといって、餓うえ死にするようなことはないと思うのだが。

　一昨日おとといから氷砂糖しか舐なめていないいまでさえ、少なくとも外見的には、ほとんど変化はないように見える。白磁のような肌も瑞みず々みずしくなめらかなままだ。

「それは君の言う通りだ。〈城姫〉は城の化身。腹が減ったからといって、べつに死ぬわけではない」

「……そっか。ひとまず安心したよ」

　リンツは、ほっと胸をなでおろす。

「ただ、力を失った〈城姫〉は、しばらくのあいだ〈城〉になってしまうのだ」

「……は？」

　眉まゆをひそめて訊きき返すリンツに、シャトレアは説明した。

〈城姫〉は大きく力を失うと、一種の防衛機能のようなものが自動的にはたらいて、自身を文字通り〈城〉に変化させてしまうらしい。通常の〈城砦化フォートレーション〉とは異なり、周囲の地形を巻き込んで、ちょっとした砦とりでのような建築物がいきなりそびえ建つというのだ。

　つまり、なにもない平原のど真ん中に、ある日とつぜん、奇妙な〈城〉が建っている――ということになる。しかも、そのあいだはずっと意識を失っていて、力が十分に回復するまではその状態を解除することはできないらしい。

「実際、アーレンダムの街でリンツと、その……別れたあと、私はしばらくその状態になっていた。〈モン＝サン＝ミシェル〉との戦いで力を消耗しすぎていたのだ」

　アーレンダムでリンツと喧けん嘩か別れしたことを思い出したのか、彼女は、こほん、と気まずそうに咳せき払ばらいした。

　なるほど。どうりで要よう塞さい攻略戦のときに見かけなかったわけだ――と、リンツは頭の片隅で納得する。

「あの状態になってしまったら、私はどうすることもできない。あるときなど、盗賊団の住すみ処かにされていたこともあったな……あれは屈辱だった」

　と、シャトレアは悔しそうに唇を噛かみ締しめる。

「だから、私はお腹なかが空すくとたいそう困るのだ。あのときは深い森の中だったからよかったものの、こんなところで〈城〉になっているのが見つかったら、きっと街の人間に取り壊されてしまうぞ」

「……」

　たしかに、シャトレアの言う通りだ。街の周辺に謎なぞの〈城〉なんてものが建っていたら、ぜったい壊されるに決まっている。

　事態の重大さに気付いて、リンツが青ざめた、そのときだった。

「……ん？」

　どこからか、低い地鳴りのような音が聞こえてきた。

　リンツとシャトレアは、同時に背後を振り返り――

「……!?」

　目を疑った。

　平原の彼方かなたから、数十頭の猛獣の群れが、土煙を上げて突進してくるのだ。

「……な、なんだ!?」

　リンツは思わず悲鳴を上げた。

　あまりの光景に、絶句して立ちすくむ。

　迫り来る猛獣は、なじみのある森の獣ではない。

　幼少の頃ころから大陸各地を旅してきたリンツでさえ、貴族の家に飾ってある絵画や彫刻でしか、その姿を見たことはなかった。

　獅子ライオン――その力強く威厳ある姿から、騎士の紋章の図柄に採用されている獣だ。

　大陸の南端から、地中海を渡りさらに南へ下った場所。かつて古代ロムルス帝国の版図であった暗黒大陸に生息するといわれる大型の肉食動物。

　大陸にまったく生息していない、というわけでもないのだろうが、少なくとも、こんな場所をうろついているような動物ではない。

「な、なんで、こんなところにライオンが!?」

　リンツが混乱して目を瞬しばたたかせていると、

「リンツ、誰だれか追われている」

「え？」

　シャトレアの鋭い言葉に、リンツは目を凝こらした。

　――と、気付く。

　立ち上る砂さ塵じんの中を、一頭の馬が駆けていた。

　その背にまたがっているのは、フード付きの外がい套とうをまとった旅人だ。

　顔は見えないが、体格からすると女性――あるいは、小柄な少年だろうか。

　猛獣に追われる馬は、明らかに暴走していた。

　手綱を握る騎手はよくこらえているが、いまにも振り落とされそうだ。

「シャトレア、助けるぞ」

「ああ」

　言われるまでもない、とばかりにシャトレアは地面を激しく蹴けった。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪が、逆巻く風を孕はらんでひるがえる。

　浮遊する〈城壁〉を前方に展開。疾風のように走り込みながら――無骨な籠手ガントレットに覆おおわれた右手を、胸当ての中心に添えた。

「〈城〉の〈武器庫〉を解放レリーズ――我が手に鋼はがねの剣を！」

　叫ぶや、胸当てがまばゆい光を放はなち、そこから一本の剣が抜き放はなたれた。

　腹に精せい緻ちな彫刻のほどこされた、大型の両手持ち剣トゥ・ハンド・ソード。

　両手に白銀の剣を構え、大地を蹴ってさらに加速。獅し子しの群れに飛び込むと、咆ほう哮こうを上げ襲いかかってきた一頭の顎あごを柄つか頭がしらで張り飛ばした。

　剣を振り上げ、ドンッ――地面に突き立てる。

　そして――

「愚おろかなる獣ども、ここから先はノイシュヴァンシュタイン城の〈領地〉だ。命の惜しくない者はかかってくるがいい！」

　大気を震わすような大声で告げた。

　ヴオオオオオオオッ！

　おそろしい咆ほう哮こうを上げ、牙きばを剥むいたライオンの群れが、いっせいに襲いかかった。

　旅人を乗せた馬は激しくいなないて向きを変え、あさっての方向へ走り出す――

「城主マイスター、馬のほうを頼む！」

「わかった！」

　大声で叫び返し、

（ちょっと荒っぽいけど――やるしかない、か）

　リンツは息を吐きながら、静かに目をつむった。

　頭の中で、造り上げるものの理想形態を想像イメージ――その構造を把握する。

　建材は地面の土。地層は石灰質。

　製図。縄張。構造計算。土台構築。骨組み構築。

　構造式は極きわめて単純。造り上げるは頑丈な――円形の土壁。

〈――汝なんじ、偉大なる建築士の王、四界の全すべてを測量し、設計した者よ――〉

〈――神殿の最さい奥おうに隠された秘技を盗みし、我ら石工の長たる者よ――〉

　激しい馬ば蹄ていの音が迫る中、落ち着いて〈建奏術〉の韻律コードを口ずさむ。

　頭ず蓋がいの奥で火花が散る。全身を力の奔ほん流りゆうが駆けめぐる感覚。

　右手の甲に刻まれた建築士の〈刻印〉――偉大なる師匠マイスターより授さずかった徒と弟ていの証あかしから蒼あお白じろい雷火がほとばしる。

〈――汝、大いなる墳ふん墓ぼの頂いただきより、全すべてを見そなわす〈眼〉也なり――〉

〈建奏術〉――建築士ギルド〈石の兄弟団〉に伝わる秘ひ奥おうの技。

　偉大な親方グランド・マイスター級の建築士が、思索と修練の果てに習得する究極の建築術アート。

　リンツは、わずか十五歳にして、その秘儀アルカナの使い手だった。

「建奏士マイスタージンガー――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

　叫び、リンツは雷火のほとばしる掌てのひらを、地面に叩たたきつける。

　第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクション〉。

　手を触れた建材を、べつの構造物として再構築する高度な〈建奏術〉だ。

　数秒間の沈黙。そして――

　ボゴッ――そんな音をたてて、目の前の地面が大きく盛り上がった。

　あらわれたのは、無骨な土盛りの壁だ。

　ボゴッ、ボゴボゴボゴッ――

　リンツの背丈の二倍ほどもあるその土壁は、暴走する馬の進路を阻むように生成され――そして、馬の周囲をぐるりと巨大な円形の壁で囲ってしまった。

（……よし。閉じ込めた）

　しばらくすれば、馬も落ち着きをとり戻すはずだ――安あん堵どしたリンツが額ひたいの汗をぬぐった、そのときだった。

「――リンツ！」

　シャトレアの澄すんだ声が平原に響きわたった。

　はっと顔を上げた視線の先――一頭のライオンが、リンツの眼前に迫っていた。

　シャトレアが最初に昏こん倒とうさせた一頭だ。意識を取り戻したあと、シャトレアにではなく、リンツのほうへ襲いかかってきたのだ。

　リンツの頬ほおが引きつった。一騎当千の〈城〉であるシャトレアと違い、リンツはただの建築士見習いだ。彼女の〈練兵場〉でしごかれ、剣の腕はそれなりに上達しているものの、あんな猛獣に襲われれば、無論、ひとたまりもない。

「……のっ！」

　目の前に城壁を造り出そうと、〈建奏術〉の韻律コードを口ずさむ。

　が、遅い。

　ライオンは地を蹴けって跳躍。信じられない脚力で距離を一気に詰めてくる。

　本能的に身を守ろうとして、リンツはとっさに両腕を前に構えた。そんなことをしたところで、腕ごと引き裂かれるだけだということは知っていたが。

　刹せつ那な。

　パンッ――乾いた音が響いた。

　眼前の地面が小さく爆はぜる。

　音に驚いたのか、ライオンが跳びすさった。

（なんだ!?）

　無ぶ様ざまに尻しりもちをつきながら、リンツは音のしたほうに目をやった。

　と。先刻、リンツが〈建奏術〉で造り出した、土壁の上に――

　フードをかぶった馬の乗り手が立っていた。

　手にしているのは一丁の拳けん銃じゅうだ。銃口から細い煙がたなびいている。

　貴族が護身用に持っているような華美な装飾のついたものではない。もっと実用的な――シンプルな外見に複雑な機構を備そなえた、正式な叙任騎士シュヴァリエの武装。

　腰のホルダーに拳銃をしまうと、土壁から軽かろやかに飛び降りた。

　一切の無駄もない、訓練された身のこなし。飛び降りた勢いのまま――拳げん骨こつを構え、牙きばを剥むく猛獣に肉薄する。

「……っ！」

　リンツが声にならない悲鳴を上げた。

　ライオンがおそろしい唸うなりを上げて飛びかかる。

　旅人の小柄な身体からだが、ふっと沈み込んだように見えた――次の瞬間。

　ゴッ――骨の砕ける鈍い音がした。

　手袋に鋼鉄でも仕込んでいるのか――

　放はなたれた拳こぶしは猛獣の顎あごをいともたやすく打ち砕く。

（格闘騎士……!?）

　リンツは目を瞬しばたたいた。

　刀剣ではなく、己の拳を武器とする打撃専門の騎士。

　そういう騎士がいることは知っていたが、実際に目にするのは初めてだった。

　ライオンの巨体が、ぐらりとよろめいた。

　ズン、と音をたてて地面に横たわる。

　四肢を痙けい攣れんさせ、白目を剥むいていることを確認すると、旅人はきびきびとした動作で立ち上がった。身体からだの土を払うように軽く手をはたき、外がい套とうのフードを外す。

　フードの下から、あらわれたのは――

　細い柳りゆう眉びに縁ふち取どられた、紺こん碧ぺきの瞳ひとみだった。

　大人おとなびた雰ふん囲い気きの中に、どこか幼さを残した顔立ち。

　首の後ろで結わえた、目の覚めるような蒼あおい髪が、風になびくように揺れている。

（お、女の子……？）

　リンツは地面に尻しりもちをついたまま、ぽかん、と口をあけた。

　革製のブーツ。紺色の制服に身を包んだ、意外に華きや奢しやな身体からだつき。

　年齢はおそらく、リンツと同い年くらいだろうか。

「……あ、ありがとう。助かったよ」

　諸もろ々もろの疑問は差し置いて、とりあえず、礼を言って立ち上がろうとする――と、

　少女は素早く拳けん銃じゅうを抜き、リンツに馬乗りになって喉のど元もとにその銃口を突きつけた。

「……なっ!?」

「建築士ギルド〈石の兄弟団〉の秘蹟アルカナの使い手。あなたを逮捕します」

　少女は冷たい声でそう告げた。

「ちょ、ちょっと待……逮捕って、どういうこと!?」

　リンツが目を白黒させて言い返すと、

「とぼけても無駄です。あなたには逮捕状が出ている」

　凛りんとした表情でリンツを睨にらみつける少女。

「……ええっと、っていうか、君は誰だれ？」

「私はパリの派遣騎士、ブランシェ＝エステワール」

　そう名乗った少女は、懐ふところから、鎖のついた銀の懐中時計をとりだしてみせた。

　交差する二本の剣のような秒針が時を刻んでいる。

（派遣騎士……）

　少女の苛か烈れつな瞳ひとみに睨にらまれながら、リンツは息を呑のんだ。

　派遣騎士――別名を銀時計の騎士。

　騎士の名は冠されているものの、貴族の子弟から選ばれる、王室公認の叙任騎士シュヴァリエというわけではない。

　パリの治安を維持する銃士隊のエリートで構成されたその騎士団は、王国の治安を守り、政府に叛はん逆ぎやくする政治犯や凶悪犯罪者を取り締まるのが主な任務だ。

　派遣騎士は、フランキスカ領内の都市へ逃亡した犯罪者を捕らえるための様々な特権が与えられており、場合によっては都市の自治法さえ無視することができる。

（それが、なんで僕を逮捕……？）

　リンツは首をひねるが――

　じつのところ、心あたりが、まったくないというわけではなかった。

　――いまから、三週間ほど前。

　リール要よう塞さいの建設にたずさわった技師たちが、皆殺しにされた、あの日。

〈城姫〉となったエリッセの力で要塞から脱出した際、リンツは要塞の情報を握って敵軍に下ろうとしたという事実無根の罪を着せられ、フランキスカ軍に追われていたのだ。

　だが、まさかこのあたりまで手配書が出回っているというわけもないだろうし、いま、リール要塞とその周辺地域は、フランキスカ王国に敵対する〈諸侯同盟〉に占領され、あんな手配書など無意味になったはずだ。そもそも、王都の重犯罪者を追うはずの派遣騎士が、わざわざリンツを追ってここまでやってくる理由がない。

「忘れたというのなら教えてあげるわ」

　――と。そんなリンツの疑問に応こたえるように、ブランシェ＝エステワールは、懐ふところからとりだした手帳をパラパラとめくり、中の頁ページを読み上げた。

「――建築士ギルド〈石の兄弟団〉の秘儀アルカナの使い手にして、史上最悪の殺人鬼。体格は小柄なれど手足は異様に長く、剃そり上げた頭には拷ごう問もんの痕あと、かつて数々のおぞましい犯行を重ね、パリ中を震え上がらせたその右手には、マイスターの証あかしである〈単眼の蜥蜴バジリスク〉の〈刻印〉が――」

「痛っ――」

　ブランシェ＝エステワールは、リンツの腕を強引にねじり上げ――

　そして、見た。

　測量機コンパスの紋様が刻まれた、マイスター・ストランゼンの〈刻印〉を。

「……」

「……」

　短い沈黙がおとずれた。

「えっと、その……」

　蒼そう髪はつの少女は、こほん、と咳せき払ばらいして、

「……ごめんなさい」

「えー」

　組み伏せられたまま、リンツは抗議の声を上げた。

「異様に長い手足って、ぜんぜんちがうじゃないか。……それに、頭に拷ごう問もんの痕あと？」

「が、外見なんてあてになりません。凶悪犯の中には巧たくみに変装するやつもいますし」

「にしたって、限度があると思うけど」

「で、でも、調査書には怪しげなギルドの秘儀を使うって――」

「そりゃ、ギルドの秘儀なんて誰だれでも使うようなものじゃないけどさ」

　と、ぼやくように言いつのる。

　どうやら、派遣騎士がエリートだという認識はあらためなければならないようだ。

「と、とにかく、ごめんなさい！」

　少女が立ち上がったので、リンツは半身を起こした。

　と、その瞬間。

（……わ!?）

　リンツは顔を赤くして、あわてて目を逸そらした。

　派遣騎士の制服である丈の短いスカートから、白い下着が覗のぞいていた。

　リンツの視線に気付いたのか、少女はバッとスカートを押さえた。

「……～っ！」

　涙目になってリンツを見下ろし、いまにも引き金を引きかねない勢いで、ふたたび拳けん銃じゅうを突きつける。

「逮捕しますっ！」

「違う、いまのは不可抗力――」

「やっぱり見たんですね！」

　ブランシェ＝エステワールの顔がカアッと真っ赤に染まった。

（うわ、しまった……）

　リンツが死を覚悟して目をつむった、その時。

　ガシャン――甲かつ冑ちゆうの鳴る音がした。

「私の城主マイスターになにをしている」

　触れれば切れるような怜れい悧りな声。

「……っ!?」

　ブランシェは紺こん碧ぺきの目を見開いた。

　彼女の首筋に、背後から鋭い剣の刃やいばが突きつけられていた。

「シャトレア、大丈夫だ。この娘こは敵じゃないよ」

　リンツは、ゆっくりと立ち上がりながら言った。

　シャトレアはいぶかしげに眉まゆをひそめながらも、そうか、と剣を下ろす。

「あのライオンの群れは？」

「追い払った。最初に四、五頭ほど昏こん倒とうさせたら、あっさり逃げていった」

　風になびく白銀の髪をかき上げ、まるで野良猫を追い払ったかのように言う彼女。

　しかも、握った剣には血ち糊のりの一滴もついていない。むやみに血を流すことを嫌うこの〈城姫〉は、あの猛獣たちを、ただの一頭も殺すことなく追い払ったのだ。

　すさまじいまでの剣の技量だった。

「見たこともない獣だったな。リンツは知っているか？」

「ライオンだよ。ほら、シャトレアの首のブローチに描かれてるやつ」

「む、これか……」

　彼女が首もとにつけているブローチには、王冠を守護する二頭の獅し子しが彫刻レリーフされている。

　力強さの象徴であるライオンは〈城〉の紋章としても人気のある図柄なのだ。

　リンツは派遣騎士の少女に向きなおる。

「で、君はどうして、ライオンなんかに追われてたの？」

「馬を走らせていたら、突然、襲われたんです。それで馬が恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまって」

　ブランシェは肩をすくめて嘆息した。

「そうか。とにかく怪け我ががなくてよかったよ。馬も無事みたいだし」

「ええ。あ、そういえば、お礼がまだでしたね。助けてくれて、ありがとうございました。でも……」

　と、わずかに顔を赤らめながら、唇をとがらせる彼女。

「し、下着を見たので、おあいこですからね」

「……っ!?」

　途端。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　背後に〈城〉がそびえ建ったかのような威圧感が生まれた。

　おそるおそる振り返ると、シャトレアがじっと冷たい目でリンツを睨にらんでいる。

　その目は雄弁に語っていた。

　君は、私が猛獣と戦っているあいだ見知らぬ女の子とイチャついていたのか――と。

「リンツ＝レンハイト、君は――」

「ち、ちがうってば！」

　いまだリンツが見たことのない〈城〉の機能アビリティ――〈地下拷ごう問もん室しつ〉が解放されようとした、その時。

　かん高い馬のいななきが聞こえたかと思うと、リンツが〈建奏術〉で造り出した土壁の一部が崩れ落ちた。

　ぶるる、と首を激しく振りながら、少女の乗っていた馬がこちらへ歩いてくる。

「よかった。もう落ち着いたみたい」

　ブランシェは栗くり毛げ色いろの馬の背をぽん、と軽く叩たたくと、身軽な動作でひょいと鞍くらの上に跳び乗った。

「すみません。私は任務で先を急がなければならないので。またお会いする機会があれば、あらためてお礼を。では！」

　軽く一礼すると、馬に鞭むちを入れ、颯さつ爽そうと走り去っていく。

　その姿が平原の彼方かなたに遠ざかっていくのを、ぼんやりと見つめながら、

「リンツ」

「うん？」

「剣を振るったら、ますますお腹なかが空すいた」

　つぶやくシャトレアに、リンツは小さくため息をついた。

（……っていうか、さっきのライオンはいったいなんだったんだ？）



　　　　　　　◇



　なだからな平原を見下ろす丘きゆう陵りようの上。

　十七、八歳ほどの少女が、少年と〈城〉の姿をじっと見下ろしていた。

　ゆるやかに波打つ、燃えるような赤い髪。

　奥に静かな焔ほのおをたたえた漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。

　肌も露あらわな革かわ鎧よろいは、身を守るためというよりは、観客を魅了する衣装のように見える。

　少女の周囲には、古めかしい円形の〈城壁〉が展開していた。

「固有兵装――〈獣群の咆哮ローア・オブ・ビースト〉解除」

　つぶやくと同時、平原を駆けていたライオンの群れが光の粒子となって消滅する。

「どうですか？　かのモン＝サン＝ミシェルを倒した〈放浪の城姫〉は」

　たずねた鉄仮面の男に、

「シャトレア＝ノイシュヴァンシュタイン。相手にとって不足はない」

〈城姫ベルクフリート〉――ビアンカ＝フラウィウスは、静かに告げた。



    

  
    
      


第二章　ランス大聖堂



　戴たい冠かん都市ランス。大陸有数の大司教座カテドラルを抱く、シャンパーニュ地方最大の都市だ。

　リンツとシャトレアがこの街に到着したのは、ライオンに襲われた翌日の昼ひる頃ごろだった。

　城門の前に着いた頃ころには、二人とも空腹で、いまにも倒れそうになっていた。

「シャトレア、大丈夫か？」

「リンツ、私はもうだめだ。このままでは〈城〉になってしまう」

「こんなところにいきなり〈城〉ができたら、街中大騒ぎだよ」

「……っ、兵ひよう糧ろう攻めは城攻めの最も効果的な戦法だというが、まさにその通りだな」

　剣一本で数十人の兵士を軽々と叩たたき伏せる〈城〉が、そんな弱音を吐いた。

　検問の長い列に並び、門の衛兵に、大陸通行証と同業者組合ギルドの組合員であることを証明する〈刻印〉を見せると、ようやく都市の中へ入ることができた。

　手配書がまわっていないか心配だったが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　城門を抜け、中央の大通りに出ると、レンガ屋根に石造りの建物が建ち並ぶ、ランスの立派な街並みが出迎えた。

　石畳で舗装された街路には、馬や人の闊かつ歩ぽする音がひっきりなしに響きわたっている。

　ちょうど大きな祭りがあるようで、街のいたるところに色鮮やかなタペストリーや花が飾られ、通りの両りよう脇わきには、軽食や土産物を商あきなう露店が軒のきを連つらねている。噴水前の小広場では、大道芸人が踊り、旅の楽団や吟遊詩人ミンネジンガーが、王都で流行の楽曲を奏かなでていた。

　都市ではありふれた光景だが、これほど大規模な祭りを見るのはリンツも初めてだ。

　――とはいうものの、祭りそのものよりも、歴史ある石造りの建物のほうへ目がいってしまうのは、建築士の徒と弟ていの性さがだった。

「やっぱりすごいな。デルラント王国領のアーレンダムも立派な都市だったけど、ここはそれ以上だ。街のなんでもない建物にも歴史の息吹いぶきを感じるよ」

　と。そんなリンツの背中が、くいくいっと引っぱられた。

「？」

　振り返ると、蒼そう焔えんを宿す蒼あおい瞳ひとみが、じっとリンツを見つめている。

「リンツ、私はあの串くし焼きが食べたい。野菜と挽ひき肉にく入りのパイも」

「わかってるよ。僕も腹ぺこだ」

　ほんとうは、空すきっ腹にいきなり消化の悪いものを食べるのはよくないのだが、露店からただよってくるうまそうな匂においの誘惑には、勝てそうにない。

「少ないけど、これで好きなものを買ってきなよ」

「リンツ、ありがとう」

　リンツが懐ふところから一枚の銀貨をとって手渡すと、シャトレアは白銀の髪をなびかせながら、ぱたぱたと露店のほうへ駆けていった。

　さすがに〈城壁〉を展開したまま街へ入るわけにはいかないので、いまは〈城砦化フォートレーション〉を解いている。この状態では〈城しろ姫ひめ〉本来の力をほとんど発揮できないとのことだが、まさか、街中でライオンに襲われることはないだろう。

　白を基調とした薄手のベストに、黒い肌着。腰巻きからのぞくすらりとした脚あしを紺のソックスが覆おおい、腰の剣帯には簡素なこしらえの短剣を吊つっている。とくに扇情的な衣装というわけではないのだが、大陸の標準的な服に比べると露出が多く、年とし頃ごろのリンツとしては目のやり場に困ってしまう。

　美しさと凛り々りしさをかねそなえた彼女の容姿は、道行く人々の注目をおおいに集めていたが、街の中心に大司教座カテドラルを戴いただき、敬けい虔けんな教会信徒の多いこの街では、そうあからさまに彼女に声をかけようとする者はいないようだ。

（まあ、もし変な連中に絡まれても、シャトレアなら大丈夫だろうけど……）

　そんなことを考えながら、リンツはふと、大通りの向こうに目をやった。

　視線の先に、今回の旅の目的地である、ランス大聖堂の塔がそびえ建っている。

　リンツとシャトレアがランスに来たのは、もちろん、観光のためではない。

　二人には共通の目的があった。

〈土竜技師団マオルヴォルフ〉の団長、レティーツィア＝エーデルガルトからは、各都市で優秀な技師をスカウトしてくるように、という命令をいちおう受けているのだが、それは表向きの理由でしかない。

　二人が旅をしている本当の目的。

　それは、二年前に失しつ踪そうしたリンツの師匠――シャトレアの秘密を握っていると思われる、マイスター・ストランゼンを捜し出すことだ。

　シャトレアは、二年前、大陸北部の森の中で生まれたとき、すべての記憶を失っていた。

　――自分は何者なのか？

　――なんのために生み出されたのか？

　それを知るためにこそ、彼女は放浪の旅を続けていたのだ。

　リール要よう塞さいで技師たちを殺さつ戮りくし、エリッセを〈城姫〉にした鉄仮面の男。

　あの男は、シャトレアを創り出したのが、マイスター・ストランゼンだと言っていた。

　大陸最高峰の建築士。尊敬する師匠には、リンツの知らない裏の顔があったのだ。

　そして、師匠を捜し出すための唯一の手がかりは――



　シャトレアの腕に刻まれた、七つの刻印。



　否。その〈刻印〉のひとつはすでに消滅していた。

　エリッセに刻まれていたものと同じ、五芒星ペンタグラムの刻印。それが、彼女が〈城姫〉として宿ったリール要よう塞さい――五芒星の軍事要塞を象徴していたのは間違いない。

　シャトレアの剣が、エリッセを〈城姫〉の呪のろいから解き放はなったとき、シャトレアの腕に刻まれたその〈刻印〉もまた、消滅したのだ。

　この〈刻印〉にこそ、マイスター・ストランゼンが、シャトレアに託した秘密があるにちがいない――そう考えたリンツは、抽象的な幾き何か学がく紋様から、なにか意味のある符号を見つけ出そうとした。

　その中で、たったひとつ手がかりになりそうだったのが、



〈王冠クローネ〉の〈刻印〉――だったのだ。



〈王冠〉にまつわる建造物は大陸に無数にあるが、最も関連が深いのは、やはり戴たい冠かん都市の名を冠するこのランスだ。フランキスカ王国の初代国王クロヴィスがこの地で洗礼を受けたことから、歴代の国王はランスで戴たい冠かん式しきをおこなうことが伝統になっている。

　また、マイスター・ストランゼンは、いまから五年前に、リンツとエリッセを連れてこの都市をおとずれたことがあった。教会の要請で大聖堂の改修工事を請うけ負おったのだ。

　なにか、師匠に繋つながる手がかりがあるかもしれない――確たる根拠はなにもない、細い糸ではあったが、あてもなく大陸をさまようよりはましに思えた。

（師匠……あなたはいったい、何をしようとしているんですか？）

　遠くに見えるランス大聖堂の威容を眺めながら、もの思いに耽ふけっていると、

「リンツ、露店の店主がたくさんおまけしてくれた」

「うわ、なにその量！」

　シャトレアが、屋台の食べ物を両手に山ほどかかえて戻ってきた。



　　　　　　　◇



「ところでリンツ、これはいったいなんの祭りだ？」

　野の鳩ばとの串くし焼やきをもぐもぐと頬ほお張ばりながら、シャトレアが訊きいた。

　歩き食いなどあまり上品とはいえないが、不思議なことに、彼女の立ち居振る舞いはどこか貴族のような品がある。〈城〉としての格式が高いのか――あるいは、〈城姫〉になる前の彼女が、貴族の令嬢だったのか、それはわからないが。

「ジャンヌ＝ダルクのランス解放を記念したお祭りだよ」

「ジャンヌ＝ダルク？」

　シャトレアは眉まゆをひそめて訊きき返した。

（ああ、そうか……）

　二年前に森の中で目覚めたシャトレアは、大陸の歴史をほとんど知らないのだ。

「聖女ジャンヌ＝ダルクは、フランキスカ王国の英雄だよ」

　リンツは歩きながら、シャトレアに説明した。

　オルレアンの乙女――ジャンヌ＝ダルク。

　大陸でその名を知らない者はまずいないだろう。

　かつて、海の向こうのロンディニア群島国とフランキスカ王国とのあいだで戦われた、百年戦争の時代。当時、フランキスカ王国側は劣勢に立たされ、ロンディニア軍に主要な都市のほとんどを占領されていた。それを救ったのが、ロレーヌ地方の片田舎で生まれた、たった十七歳の少女――ジャンヌ＝ダルクだ。

　白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだジャンヌは、みずから先頭に立っては戦旗を振り、味方の兵を鼓舞した。勇敢な少女の登場によって士気の上がったフランキスカ軍は連戦連勝を重ね、ついに敵軍に包囲されていたオルレアン、ランスを解放、当時まだ無冠であったフランキスカ国王シャルル七世を迎え、この地で戴たい冠かん式しきをおこなったのだ。

　しかし、最後は彼女の戦功を妬ねたんだ味方の裏切りにあい、ロンディニア軍に捕らえられて非業の死を迎えている。その悲劇性も人気の理由のひとつだろう。

　ジャンヌは祖国を救った聖女として、絶大な人気を誇っていた。

「――ま、敵国のロンディニアでは、いまだに魔女だなんて呼ばれているし、本当に聖女様だったのかどうかはわからないけど、たった十七歳の女の子が勇敢に戦ったのはすごいことだと思う。僕の育った孤児院の仲間は、みんなジャンヌ＝ダルクに憧あこがれてたよ」

「……リンツもか？」

　シャトレアはちらっと横目でリンツを見た。

「……え？　うん、まあ、ね」

「君は、甲冑を着て剣を振るうようなタイプの女性が、こ、好みなのか？」

「いや、べつにそういうわけじゃないけど、なんで？」

「なんでもない。気にするな」

　シャトレアはなぜか、ふいっとそっぽを向いてしまった。

　リンツは肩をすくめる。どうやら、歴史の話にはあまり興味がないみたいだ。

　――と、横を歩いていたシャトレアが、急に足を止めた。

　その視線は、広場に立つ露店のほうへ向けられている。

「また食べるの!?」

　いくら〈城〉だからって太るよ、とリンツはジト目で言いかけて、

（……？）

　それが、食べ物の店ではないことに気付く。

　露店に並べられているのは、様々な種類の髪飾りだった。

　珊さん瑚ごや象ぞう牙げを使った高級品ではない。小さな女の子が、祭りのときだけ身に着けて使い捨てにするような花の髪飾りだ。

　シャトレアは、立ち止まったまま、魅み入いられたように花飾りをじっと見つめている。

（……そっか。女の子、だもんな）

　リンツは無言で、露店のほうへ歩いていくと、

「えっと……すみません、これ、ひとつください」

　棚に並んだ品物の中から、小さな白しら百ゆ合りの花飾りを手にとった。

「なっ!?」

　シャトレアが目を見開いた。

「リンツ、君にはそういう趣味があったのか」

「なんで僕がつけるのさ!?　ほら、シャトレアにだよ」

「わ、私に……？」

　きょとん、とした表情でリンツを見つめるシャトレア。

「私は〈城姫〉だ。千の兵を薙なぎ払い、万の軍を打ち倒す城じよう塞さいの化身。そのような華美な装飾品に興味はない」

「だって、すごい見てたじゃないか。〈城〉だからどうこうじゃなくて、シャトレアは女の子なんだから、べつに変なことじゃないと思う」

「お、女の子ではないっ、私は〈城〉だ！」

　シャトレアはカアッと顔を赤くして怒鳴った。

　いまにも城砦化フォートレーションして剣を抜き放はなちそうな勢いだ。

「わ、私は、私はただ……その花がおいしそうだと思って見ていただけだ」

「なにその無む茶ちやな意地の張りかた!?」

「意地など張っていない。本当においしそうだと思ったのだ」

「わ、ちょっと、それお店のだから！」

　意地になって花飾りをつかんで食べようとするシャトレアを、リンツはあわてて羽は交がい締じめにする。

「……あー、あんたたち、そういうのはよそでやってくれんかね」

　露店の店主がとても迷惑そうな顔で言った。

「す、すみません、じゃあ……これひとつください」

　リンツはあわてて銅貨を支払う。

「ほら」

　ぽん、と花飾りを頭にのせると、シャトレアは恥ずかしそうにうつむいた。

「い、いらぬというのに……」

　怒ったように唇をとがらせるが、払い落としたりはしない。

　月光を梳すいたような白銀の髪に、白しら百ゆ合りの髪飾りはよく似合っていた。

「はは、嬢ちゃん、よく似合ってるよ。ところで、あんたたち、どこから来たんだ？」

　花飾りなどそう飛ぶように売れるものではない。暇をもてあましていたのか、露店の店主は気さくに話しかけてきた。

「北部辺境領です」

「デルラント国境のほうか。諸侯同盟戦争のせいで品物がずいぶん値上がりしててな、副業でこんな花飾りなんか売らなきゃならねえ。それじゃ、北部辺境領の拠点、リール要よう塞さいが陥落したって話はもう知ってるか」

「……はい、噂うわさに聞いた程度ですけど」

　リンツは曖あい昧まいにうなずいた。

　その攻略戦に、諸侯同盟側の傭よう兵へいとして参加していたとは、口が裂けても言えない。

　急速な領土拡張政策を続けるフランキスカ王国に対し、周辺諸侯が手を結んで起こした諸侯同盟戦争は、現在、膠こう着ちやく状態になっていた。

〈諸侯同盟〉は北部の重要拠点であるリール要塞を陥落させたものの、十分な補給線を整えることができず進軍に手間取っている。また、もともと強固なものではなかった同盟の結束にも、徐々にほころびが見えはじめていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　リール占領をもって王国側と交渉にのぞみ、有利な条件を引き出して講和しようという現実派と、あくまで戦争を続けるべきだと主張する、ロンディニア群島国を主体とした好戦派のあいだで対立が続いているらしい――と、レティから送られてきた手紙には、そう書いてあった。

　しばらくは大規模な城攻めの機会はない、ということで〈土竜技師団マオルヴォルフ〉は諸侯同盟戦争から早々に手を引くことも考えているのだそうだ。

「それだけじゃねえ。せっかくのジャンヌ祭だってのに、ここのところ、例の事件のせいで女子供がぱったり外に出歩かなくなってな。商売あがったりだよ」

「事件？」

　もちろん、この都市の住民でないリンツは知るはずもない。

　露店の親父おやじの顔がわずかに曇った。

　あたりをうかがいながら、声をひそめ、耳打ちするように言ってくる。

「誘拐事件さ。二週間くらい前から七人、この街で女の子ばかりが姿を消してるんだ」

　リンツとシャトレアは顔を見合わせた。

　誘拐事件。にぎやかな街の喧けん騒そうとはかけ離れた不吉な言葉に、思わず息を呑のむ。

「広場をよく見てみな。祭りにしては、女の子が妙に少ないだろ？」

「……」

　たしかに、広場を見回せば、遊んでいるのは男の子ばかりのように見える。

「人ひと攫さらい――ですか」

　都市には、人攫いを生業なりわいとする者たちがいるという話を聞いたことがあった。身寄りのない孤児や浮浪児を攫さらっては、貴族や金持ちの商人に奴隷として売り飛ばす連中だ。

「どうかな……街の人間は〈青あお髭ひげ公こう〉のしわざじゃねえかって噂うわさしてる」

「青髭公？」

　リンツは首を傾かしげた。はっきりとは思い出せないが、聞き覚えのある名前だった。

　たしか、リンツがマイスター・ストランゼンに引き取られる前、孤児院の大人おとなたちが、子供たちを寝かしつけるために〈青髭公〉の話をしていた。早く寝ないと〈青髭公〉が来ておまえを攫さらうぞ、とか、そんなようなおとぎ話だったと思う。

　店の親父はため息をつきながら、小さくかぶりを振った。

「ま、そんなわけないんだがな。〈青髭公〉はとっくの昔に死んだんだ。それに、明後日のパレードくらいは、さすがに子供たちも家から出てくるだろうよ。なにしろ、女の子の憧あこがれ、ジャンヌ様が街を練り歩くんだ。もっとも、去年のジャンヌはひどいもんだったがな。あの銀ぎん鱈だら亭ていの娘のプダラが剣術大会で優勝しちまって――」

　よほど退屈していたのだろう。親父の話は、なおも続きそうではあったが――シャトレアはそれ以上に退屈そうだったので、リンツは隙すきを見て露店をあとにした。

「人ひと攫さらい事件か……都市は恐いな」

　大通りを歩いて、しばらくしたところで――

「リンツ、その――」

　と、シャトレアがリンツの服の袖そでを引っぱった。

「ん？」

「ありがとう。……これ、気に入った」

「あ、うん、よく似合ってるよ」

　髪飾りに手を添え、はにかむシャトレアに、リンツは少しドキッとした。
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　街の中心部へ向かってさらに大通りを進んでいくと、広場の真ん中に、石灰岩質の凱がい旋せん門もんがそびえ立っていた。

「なぜあんな場所に門が？　……立派な門だが、あれではなんの意味もない」

　シャトレアが門のほうを指差し、不思議そうにつぶやいた。

　五年前にこの都市をおとずれたとき、エリッセが師匠にまったく同じ質問をしたのを思い出し、リンツは苦笑する。

「あれはマルス門。古代ロムルス帝国時代の遺跡だよ。フランキスカ王国が、まだガリアって呼ばれてた頃ころのものだ。いまは一部しか遺のこっていないけど、マルス門はロムルス帝国時代に造られた凱旋門の中では最大のものだったんだ」

　古代ロムルス帝国の建築といえば、真っ先に思い浮かぶのは首都ローマの円形闘技場コロッセオだが――かの帝国の遺跡は、数百年前のものであるにもかかわらず、いまの建築技術をしのぐものが数多く存在する。大陸全土に張り巡らされた街道や、各地に遺のこる浴場や下水道、水道橋の中には、いまなお使われているものもあるほどだ。

　建築士の徒と弟ていとして、あのマルス門にも学ぶべきところが多くあるはずで、リンツとしては、もっとよく見ておきたいところだが――いまはとりあえず、大聖堂で師匠の手がかりを探すことを優先する。

「しかし、あの門には、矢狭間はざまも石を落とすための張出し櫓やぐらも、上から煮えたぎった油を注そそぐための殺人孔マーダー・ホールもないではないか。あれではすぐに攻め込まれてしまう」

「いや、凱旋門はそういう門じゃないから」

　いらない心配をする〈城〉に、リンツは呆あきれてつっこんだ。

　そのマルス門を横目に見ながら、大通りをしばらく歩く。歩きながら見上げると、大陸屈指のゴシック建築の威容は、圧倒的な存在感を放はなっていた。

　透かし彫刻バー・トレーサリーをほどこした円形のステンドグラス――〈薔ば薇ら窓まど〉を嵌はめ込んだ中央の塔。その左右には二つの側塔が厳然とそびえ建ち、ランスの街を見下ろしている。ゴシック建築の最高峰であるとされる、シャルトル大聖堂、アミアン大聖堂は、塔の形が左右で異なるのだが、この大聖堂は左右の側塔が美しい対称形シンメトリー構造になっているのが特徴だ。

　聖堂前の広場までやってきたシャトレアは――

「……」

　蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみを見開き、絶句していた。

　ランス大聖堂――正式名称はノートルダム大聖堂。

　アミアン、シャルトルの大聖堂と並ぶ三大ゴシック建築の傑作だ。

　ここへ来た者は誰だれもがみな同じ反応をする。マイスター・ストランゼンに、初めて連れてこられたときのリンツとエリッセもそうだった。

　建築物として完かん璧ぺきに調和のとれた美しさと力強さに、ただ、圧倒されるばかりだ。

　詩人でも評論家でもないリンツは、語るべき言葉を持たない。

　もし感想を言葉にあらわすとするなら、それはただ、荘そう厳ごん――の一語に尽きる。

　たっぷり数秒ほど経たってから。

「……なるほど」

　シャトレアが感嘆の息を洩もらした。

「これは素晴らしいな。アーレンダムで見た教会などとはまるで違う」

「あたりまえだよ。ランス大聖堂は大陸のゴシック建築の最高傑作なんだから」

　無数の彫刻のほどこされた頭上の正面門ファサードを見上げながら、リンツは言った。

　遠目にはただの網目模様にしか見えないが、こうして近づいてみると、そのひとつひとつが、精せい緻ちを極きわめた第一級の彫刻であることがわかる。彫刻のほとんどは天使の姿を彫ったもので、中でも最も有名なのが、受じゆ胎たい告知をモチーフにした〈ランスの微笑〉と呼ばれる彫像だ。

　正面門ファサードの前には巡礼の旅人や見物人がひっきりなしにおとずれていた。

「この大聖堂には圧倒的な崇高さを感じる。それこそ、私のような〈城姫ベルクフリート〉が宿ってもおかしくない建築物だ」

「……ランス大聖堂に〈城姫〉が宿っているっていうのか？」

　リンツは驚いて振り向いた。

「いや、それはわからない」

　シャトレアは首を横に振った。

「私も建物に宿る〈城姫〉の存在を感知できるわけではないからな。〈城姫〉が宿る可能性のある、それほど格の高い建物ということだ」

「……」

　大聖堂の薔ば薇ら窓まどを見上げながら、リンツは息を呑のんだ。

（師匠は大陸の建築物に〈城姫〉を宿らせる儀式にかかわっていた……）

　それは間違いない。

　もし、ランス大聖堂が〈城姫〉を宿す建築物なのだとしたら――

　彼がなにか、ここに手がかりを残している可能性は高い。

「とにかく、中へ入って調べてみよう」

　壁に刻まれた彫刻群を眺めながら、リンツは正面門ファサードの中へ足を踏み入れた。
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　大聖堂の中に入ると、ステンドグラスを透過して射さし込む虹にじ色いろの光が、重厚な石の壁面を照らしていた。陽ひ射ざしのあたる時刻によって、その模様は刻々と変化する。

　アーチを組まれた高い天井は、見上げると、身体からだが浮遊するような感覚を覚える。

　靴音を響かせながら、二人は、左右に石柱の並んだ長い身しん廊ろうを歩いていった。

　すれ違う巡礼者が、露出度の高いシャトレアの恰かつ好こうに眉まゆをひそめるが、シャトレアは気にする様子もない。

「――ゴシック建築の主な特徴は、交差リブヴォールト、尖せん塔とうアーチ、それに飛梁バットレスの三つだ。とくに飛梁バットレスの使用は革新的で、これによって、高い天井と薄い壁を両立することが可能になったんだ」

　歩きながら、リンツはシャトレアに解説する。

　普通の女の子――たとえばエリッセなんかは、こういう話をするとすぐ眠たそうな顔をして、最後にはなぜか怒りだしてしまうのだが、なにしろシャトレアは〈城〉なので、建築の話には興味を抱くらしい。

「飛梁バットレスとは、どのようなものだ？」

「ヴォールトの推力――つまり、壁を横に開こうとする力が作用する身廊壁の外側に、こう、アーチを斜めに架けて推力を外へ逃がすんだ。これによって薄い壁でも背の高い天井を支えられるようになる。前に来たときは建築力学のことなんてわからなかったけど、いま見るとすごい勉強になるよ」

「なるほど。君は勉強熱心だな」

「うん。シャトレアの〈城〉を創るために、いろいろ勉強しておきたいんだ」

「……な!?」

　シャトレアはびっくりしたような顔で振り向いた。

「約束したじゃないか。シャトレアの〈城〉を創るって。城と聖堂の建築はまた別なんだろうけど、高い天井の組み方とか、建築力学の工夫はすごく参考になる」

「そうか……私の〈城〉のために、か」

　シャトレアはこほん、と咳せき払ばらいすると、照れたように目を逸そらした。

「僕が想像イメージした、あの城は、見たことのない建築様式だった」

　リンツは、床に映ったステンドグラスの光彩を見つめながら、つぶやいた。

　新しい石の白鳥――〈ノイシュヴァンシュタイン城〉。

　脳裏にひらめいたその名前。

　それは、ゴシック、バロック、ルネサンス、ロマネスク――古今に存在したあらゆる様式を複合させた建築でありながら、統一感のある美を備そなえた城だった。

　あのとき、なぜシャトレアの〈城〉を想像イメージできたのか、それはわからない。

　あのあと、何度も〈建奏術〉第一の韻律コード――〈構想イメージ〉を試してみたが、あの壮そう麗れいな白鳥の城の姿を再現することはかなわなかった。

（でも……）

　あのとき幻視したイメージは、いまも脳裏に鮮烈に焼きついている。

　翼を広げ、光り輝く剣を振るう、白銀の〈城姫ベルクフリート〉の姿と共に。

「――ここだ」

　ふと、リンツは足を止め、石柱の並び立つ身しん廊ろうの壁のほうへ歩いていった。

　化粧仕上げをほどこした石積みの壁。その真下に迷路模様の敷石が嵌はめ込まれていた。

「ここになにが？」

「建築士が銘を刻む敷石だよ。迷路の四隅に、改修工事を依頼した建築主と施工者の名前、真ん中には主任建築士の〈刻印〉が彫られてる。ほら、これ――」

　リンツは敷石の真ん中を指差した。

　そこには、リンツの右手に刻まれているものと同じ、測量機コンパスの刻印――マイスター・ストランゼンの署名が刻まれていた。

　五年前、リンツとエリッセを連れたマイスター・ストランゼンが、ランスに滞在した期間は、ほんの数週間ほどだった。あのとき、師匠は剥はく落らくした石壁の化粧仕上げとステンドグラスの〈薔ば薇ら窓まど〉の改装を請うけ負おっていたのだ。

（懐かしいな……もう、ずいぶん昔のことに思える）

　リンツは指先で敷石の〈刻印〉をなぞりながら、ひとりごちた。壁の石積みの配置ひとつをとっても、建築にたずさわった人間の込めた想おもいは伝わってくる。リンツが、マイスターの手がけた壁面を見つめながら、しばらく想い出にひたっていると、

「なにか、お探しでしょうか？」

　ふいに、静かな声がかけられた。

「……!?」

　驚いて振り向くと、背後に、司祭服を着た青年が立っていた。

　温厚そうな顔をした、二十代ほどの青年だ。

　不審なことをしているリンツを見かねて、声をかけてきたのだろう。

「す、すみません、えっと、怪しい者ではないんです」

　リンツはそんな説得力のない言いわけをしながら、あわてて立ち上がった。

「前にこの聖堂の改装工事を担当した建築士の徒と弟てい、リンツ＝レンハイトです。この敷石に師匠マイスターの署名があったので、つい」

「聖堂の改装工事を？」

　青年は一瞬、首を傾かしげ――

　それから、ああ、と思い出したように手を打った。

「かの偉大な親方グランド・マイスターの徒弟ですか」

「は、はい！」

　リンツはこくこくとうなずいた。

「よく覚えていますよ。では君は、あのとき彼が連れていた少年」

　リンツは覚えていなかったが、どうやらこの青年は、大聖堂をおとずれた頃ころのリンツを見知っていたらしい。

「ええっと、あなたは――」

「ああ、これは失礼。申し遅れました。私はユイス。ランス大聖堂の助祭の任をおおせつかっています」

　助祭の青年は年下のリンツに丁寧に頭を下げた。

　リンツもあわてて頭を下げる。

「そちらの女性は？」

「彼女は……えっと、僕の護衛をしてくれている旅の傭よう兵へいです」

　まさか〈城〉ですと言うわけにもいかないので、リンツはそう言った。

「む」

　シャトレアが不満そうに頬ほおをふくらませる。

「ああ、そうでしたか。まるでジャンヌの生まれ変わりのようなお美しさだ」

「見え透いた世辞は結構。それに、私は傭兵などではない。彼の〈城〉だ」

（シャトレア！）

　リンツが目くばせするが、シャトレアはつん、とそっぽを向いている。

　どうやら、そこはゆずれないらしい。

「城？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるユイス助祭。

「気にしないでください」

　リンツはあわてて言いつくろった。

「それで、かのマイスターの徒と弟ていが、なぜランスに？　彼はたしか……」

「はい。僕は失しつ踪そうした師匠の行方ゆくえを追ってきたんです。このランス大聖堂に、なにか師匠の残した手がかりがないかと思って」

「なるほど、そうでしたか」

　ユイス助祭は鷹おう揚ようにうなずいた。

　それから、少し考えたふうに指先で顎あごを持ち上げ、

「そういうことでしたら、どうぞこちらへ。マイスター・ストランゼンが手がけた礼拝堂へご案内しましょう」
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「残念ながら、五年前の改修工事のあと、マイスター・ストランゼンが、この大聖堂をおとずれたという話は聞きません」

「そうですか……」

　ユイス助祭のあとについて身しん廊ろうを歩きながら、リンツは肩を落とした。

　奥の身廊は一般の巡礼者の入場が制限されているらしく、静せい謐ひつな気配に満ちていた。

「そう気を落とさずに。ちょうどいまはジャンヌ祭の期間です。観光がてら、ゆっくりしていってはいかがですか」

「……そうですね」

（あんまり、ゆっくりもしていられないんだけどな……）

　相あい槌づちを打ちながら、リンツは胸中でぼやいた。

　ここに師匠の手がかりがまったくないのなら、次の場所を探したほうがいいだろう。こうしているあいだにも、師匠のかかわった〈城〉で、少女が犠牲にされ、新たな〈城姫〉が生み出されようとしているかもしれないのだ。

（けど、そうだな、数日くらいなら……）

　とも思う。

　旅の疲労も蓄積していたし、それに、長いあいだ、たった一人で放浪の旅を続けてきたシャトレアに、にぎやかな街の祭りを楽しませてあげたい気持ちもあった。

　自分が何者なのかわからない――

　他人には決して理解することのできない、〈城姫〉としての孤独。

　ほんのひとときでも、その不安をまぎらわせることができるなら。

　祭りのある三日間くらいは、この街に滞在してもいいかもしれない。

（壊れてる〈食糧庫〉も修復されるかもしれないし……）

　と、シャトレアの横顔をちらと見やりながら、そんなことを考えていると。

　重厚な木製の扉に閉ざされた、礼拝堂の前にやってきた。

　扉の向こうから、合唱の歌声が聞こえてくる。

「子供たちが、ジャンヌ祭で歌う合唱の練習をしているんですよ」

　礼拝堂の扉をゆっくりと押し開けながら、ユイス助祭が言った。

　ステンドグラスの薔ば薇ら窓まどを透過して、虹にじ色いろの光が薄暗い礼拝堂に射さし込んだ。

　中央の祭壇の前に、裾すその長い白い服を着た子供たちが並んでいた。

　子供たちはとまどったように顔を見合わせるが、ユイス助祭は、そのまま歌を続けて――と手振りで伝えながら、礼拝席の並ぶ真ん中の通路を歩いていく。

「教会の合唱団の子供たちですか？」

　リンツが小声で訊きいた。それにしては、あまり歌い慣れているようには見えないが。

「いえ。彼らは近くにある孤児院の子供たちですよ」

「孤児院の……」

　歩きながら、リンツはつぶやいた。ふいに懐かしい想おもい出が去来する。

　リンツも、五歳の頃ころにマイスター・ストランゼンに拾われるまでは、〈石の兄弟団〉の孤児院で育った孤児だったのだ。

（そういえば、僕たちも祭りの日は、近くの教会でこの歌を歌ってたな……）

　歩きながら、リンツもあわせてその歌を口ずさむ。

　小声で、そっと囁ささやくように。

　横を歩くシャトレアが、ほう、と感心したようにつぶやいた。

「君は歌がうまいな。とても心ここ地ちのよい声をしている」

　思いもかけず褒ほめられて、リンツは、ちょっとくすぐったい気持ちになった。

「師匠は、若い頃はバイエルンの有名な職人歌手マイスタージンガーだったから。建築だけじゃなくて、歌の技術も教えてくれたんだ」

　うなずいて、リンツはふたたび歌を口ずさむ。

　もっとも、マイスターはただ歌うための技術を教えたわけではない。韻律コードを紡つむぐ歌い手としての技能は、究極の建築術アートである〈建奏術〉を使うために必ひつ須すのものだった。

　いつのまにか――

　子供たちの歌声はぴたりとやんでいた。

　みんな目を輝かせて、リンツの歌に聴き入っていた。

（……あれ？）

　とまどい、歌を止やめかけると、ユイス助祭が柔和な微笑を浮かべて首を振った。

　そのまま続けてください、と目でうながす。

「リンツ、もっと聴かせてくれ」

　シャトレアが耳もとで囁いた。

（えっと……）

　リンツは顔を赤くして、大きく声を張った。

　本職の歌手のような朗ろう々ろうたる歌声が、大聖堂の壁に反響して響きわたる。

　子供たちはみなびっくりしたような顔で、リンツを見つめた。

（な、なんか、恥ずかしいな）

　思えば、職人歌手マイスタージンガーとしての歌声をこんなに大勢の人前で披露するのは、これが初めてかもしれない。

　というのも、子供の頃ころ、エリッセに、リンツの歌は私だけのものなんだから、私の前でしか歌っちゃだめだからね――と理不尽な約束をさせられていたからなのだが。

　リンツが歌の一節を歌い終えると、子供たちのあいだから盛大な拍手がわき起こった。

「すてき！」

　――と。黒髪の少女が、檀上から降りてこっちへ駆けよってきた。

　十歳くらい。黒い瞳ひとみの愛らしい女の子だ。

　段差につまずきながら、ぱたぱたと走ってくると、

「わ……！」

　リンツにぎゅっと抱きついた。

　リンツは驚いてたたらを踏み、少女の身体からだを抱きとめる。

　目をぱちくりさせていると、

「コゼット、よしなさい。リンツさんが困っていますよ」

　少女の頭にユイス助祭が、ぽんと手をのせた。

「むー。お兄ちゃんはいやがってないよ。ねー？」

「あ、いや……」

　にっこりと天使のように笑う少女に、リンツはたじたじと頭を掻かく。

　ユイス助祭は苦笑して肩をすくめた。

「この子はコゼット＝マルシェンです。まだ十歳ですが、孤児院の子供たちの中では一番年長なんですよ」

「そうよ。ブランシェ姉様がパリに行ってから、みんなの面倒はわたしが見てるんだから」

　エヘン、と小さな胸をそらす黒髪の少女。

「お兄ちゃんの歌、とってもすてきだったわ。わたし、パリで歌手になるのが夢なの。お兄ちゃんに歌のレッスンしてもらいたいな」

　にこっとまぶしい笑顔で抱きついてくるコゼット。

　リンツはどうしていいかわからずに、たじたじとあとずさる。

「リンツ＝レンハイト、君は――」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　背後で巨大な〈城〉の鳴動する気配があった。

　振り返ると、ノイシュヴァンシュタイン城が、冷たい目でリンツを見つめていた。

「君はそういう小さい女の子が好きなのか。なるほどな」

「ちょ、ちょっと、シャトレア、変な勘違いするなよ！」

「勘違いなどしてない。君が小さい女の子が好きだろうが、私にはなんの関係もない。べつに城主マイスターの趣味にどうこう言うつもりはない」

「だから違うってば！」

　リンツがあわてて叫んだ、その時。

　ギイ――と軋きしむような音をたて、礼拝堂の扉が開いた。

「……？」

　全員の視線が、いっせいに扉のほうを向いた。

　そこに立っていたのは――

　形のよい柳りゆう眉びに縁ふち取どられた、淡い紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。

　目の覚めるような蒼そう髪はつを頭の後ろで結わえ、尻尾しっぽのように垂らしている。

　平原でライオンに襲われているところを助けた、あの派遣騎士の少女だった。

（ブランシェ＝エステワール、どうしてここに？）

　リンツがきょとん、としていると――



    

  
    
      



    

  
    
      　扉の前に立つ彼女と目が合った。

　気付いたブランシェが「あっ」という顔になる。

　カアッと頬ほおを赤く染め、まっすぐにリンツを指差して、

「……えっと、私の下着を覗のぞいたひと！」

　リンツは思いっきりずっこけた。

「そっち!?　ライオンから助けてくれたひとじゃなくて？」

「リンツ？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　背後で、ノイシュヴァンシュタイン城がふたたび鳴動していた。

「濡ぬれ衣ぎぬだよ！　だいたい、あれは不慮の事故で――」

　いまにも〈城砦化フォートレーション〉しかけているシャトレアをなだめようとして、ハッと口をつぐむ。どうやら墓穴を掘ってしまったようだ。

　蒼そう焔えんを宿すシャトレアの瞳ひとみがすっと細くなった。冷たい声で、

「前から思っていたのだが――」

「え？」

「リンツ＝レンハイト、君は意外と、すけべだな」

「ち、ちがう、誤解なんだ！」

　あらぬ疑いを否定すべく、リンツが必死で弁解しようとしていると、

「ブランシェ姉様!?」

　コゼットが突然、声を上げた。

　リンツの腕をパッと離すと、こんどはブランシェのほうへ走っていき、彼女の胸に飛び込むようにして抱きついた。

「コゼット！」

　ブランシェはコゼットを受けとめると、すとん、とおろしてその頭を抱きしめた。

「しばらく見ないうちに成長したわね」

「ブランシェ姉様こそ、本物の騎士になるなんて、すごい！」

「……ん、まあ、ね」

　少女の無邪気な笑顔に、ブランシェは曖あい昧まいに言葉をにごして苦笑する。

（……姉様？）

　リンツは首を傾かしげた。コゼット＝マルシェンとブランシェ＝エステワール、二人の少女は、容姿も髪の色もまったく違う。とても姉妹のようには見えないが。

「ブランシェさんは、この子たちと同じ孤児院出身なんです。数年前にパリに出るまでは、孤児院で子供たちの面倒を見ていたんですよ」

　ユイス助祭が穏やかに微笑ほほえみながら説明した。

「ユイス助祭、おひさしぶりです」

　コゼットの頭から手を離し、ブランシェは顔を上げた。蒼あおい前髪がかすかに揺れる。

「おひさしぶりです。貴方あなたがパリで銃士隊に入隊したと聞いたときは驚きましたよ」

「はい。まだ未熟者ですが、このたび、王室より派遣騎士に任命されました」

　言って、ブランシェは懐ふところから鎖のついた銀時計をとりだしてみせた。

　子供たちのあいだから歓声がわきおこる。

　銀時計の騎士といえば、子供たちにとって一番の憧あこがれなのだ。

「ほんとうは昨日には到着していたんですけど、ここの自警騎士団といろいろあって、顔を出すのが遅くなってしまいました」

「こちらへは、休暇で戻ってこられたのですか？」

「残念ながら任務です。それも、あまり愉快なものじゃありません。ランスでもずいぶん噂うわさになっているはずです――子供を攫う青髭公のことは」

　――しん、と。沈黙がおとずれた。

　子供たちの表情が一瞬にして凍りつく。

　リンツは横に立つシャトレアと顔を見合わせた。

　露天商の親父おやじの話を思い出す。

　いま、ランスの街で起きている、少女ばかりを狙ねらった人ひと攫さらい事件。

　ブランシェは、しまった、というようにあわてて口をつぐんだ。

「……すみません。子供たちの前で話すことでは、なかったですね」

　しゅん、とうなだれる彼女。

　しっかりしているように見えて、やはりドジなところがあるようだ。

　だが、立ち直りは早いらしく、彼女はすぐに顔をキッと上げ、拳こぶしを握り締しめた。

「でも、安心してください。人攫い事件の犯人は、私が必ず捕つかまえてみせますから。この事件の犯人は〈青あお髭ひげ公こう〉なんかじゃない――マルキア＝ギイっていう、パリの殺人鬼です。私はそいつを追ってきました」

「マルキア＝ギイ？」

　リンツが声を上げた。ブランシェ＝エステワールが鋭く振り向いた。

「知っているんですか!?」

「うん……」

　その不吉な名前を――リンツは聞いたことがあった。

　否、聞いたことがあるどころか、リンツとは浅からぬ因縁を持つ男だ。

（いや、正確には、師匠マイスターとか……）

　彫刻師マルキア＝ギイ。

　過去に二十七人もの人間を殺害し、パリ市民を恐怖に陥おとしいれた史上最悪の殺人鬼。

　だが、リンツは、その殺人鬼の別の名前も知っていた。

　それは、〈石の兄弟団〉の高位の〈親方マイスター〉に与えられる二つ名だ。

〈石の兄弟団〉第五階位――神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ。

　十数年前、彫刻家として頂点を極きわめていた彼が〈石の兄弟団〉を追放され、殺人鬼に堕おちるに至ったきっかけは、マイスター・ストランゼンとの因縁であったと聞いている。

「でも、マルキア＝ギイは捕らえられて、バスティーユに収監されたはずじゃ――」

「脱獄したんです。二週間ほど前に」

「脱獄？　あのバスティーユから？」

〈バスティーユ要よう塞さい〉は大陸でもっとも堅けん牢ろうな監獄のひとつだ。監獄として使われるようになってから、いまだかつて脱獄に成功した囚しゆう人じんはいない、といわれている。

　マルキア＝ギイがいかに怪物じみた殺人鬼であろうと、脱獄など不可能なはずだ。

「脱獄を手引きした者がいるという話です。牢ろうの看かん守しゆは全員、彫刻されていました――額ひたいに〈王冠クローネ〉の刻印を刻まれて」

「……っ!?」

　リンツの表情がこわばった。

（マルキア＝ギイが〈王冠クローネ〉の〈刻印〉を？）

　ちら、と横のシャトレアに目をやると、彼女も驚きの表情を浮かべている。

　それが、シャトレアの腕に刻まれているものと同一のものかは、わからないが。

　偶然、だろうか？

　だが、マルキア＝ギイは、マイスター・ストランゼンとのあいだに因縁がある。

　偶然として片づけるには、あまりに――出来すぎていた。

「その話、くわしく聞かせてくれないか？」

　リンツは真剣な顔でブランシェに詰めよった。

「悪いけれど、理由もなく事件の情報を話すわけには――」

「僕はマルキア＝ギイと因縁のあるマイスター・ストランゼンの徒と弟ていだ。なにか手がかりになる情報を知っているかもしれない。それに、その〈王冠クローネ〉の〈刻印〉のことも、聞いたことがある」

「本当に？」

　リンツはこくりとうなずいた。嘘うそは言っていない。

　ブランシェ＝エステワールは、少し考えてから、小さくため息をついた。

「わかりました。私としても、いまはどんな些さ末まつな情報でも欲しい」

　でも――と、おびえた表情の子供たちを見回して、肩をすくめる。

「ここで話すことでもないですね。孤児院の近くに宿をとってありますから、そこで」

「わかった」

　リンツはうなずいて、シャトレアと目を見交わした。

（……解き放はなたれた殺人鬼と〈王冠クローネ〉の〈刻印〉、か）



　　　　　　　◇



　リンツが、ブランシェ＝エステワールの部屋をおとずれたのは、陽もすっかり暮れた夕刻のことだった。

　壁にネズミの出入りしてそうな穴はあいているものの、とりあえずは、清潔なシーツと、朝食にバターつきのパンくらいは期待できるような、そんな宿だ。

　リンツたちも、彼女と同じ宿の二階に部屋をとることにした。祭りでにぎわうこの時期、宿をとることは難しいのだが、ユイス助祭が口を利いてくれたのだ。

　いちおう、シャトレアには〈城〉の基本的な機能アビリティ――〈宿舎〉があるらしいのだが、旅のあいだ、それを使ったことは一度もなかった。

「リンツ、私はたしかに君の〈城〉だが、あの機能だけは使えない」

「どうして？」

「あの機能は〈城壁〉の中で、二人っきりで、その……」

「うん？」

「……っ、と、とにかくだめなものはだめだ！」

　と、シャトレアは顔を真っ赤にして怒り出すのだ。

〈宿舎〉の機能はほかの機能に比べて力の消耗が激しいのかもしれない。それを無理に使わせるわけにはいかなかった。

　――ちなみに、シャトレアはまだ宿へ来ていない。

　孤児院の子供たちにすっかり懐かれてしまった彼女は、彼らと遊んでやっているのだ。

　シャトレアは、子供の相手は不慣れなようで、たじたじになっていたのだが、子供たちはなぜか、シャトレアを妙に気に入ってしまったようだった。

（男の子も女の子も、小さい子はお城が好きだからな……）

　本能的にシャトレアが〈城〉であることを感じているのかもしれない――

　ぼんやりと、そんなことを考えながら、リンツは部屋の扉を叩たたいた。

「……」

　誰だれもいないようだ。

（……？　おかしいな。この部屋で合ってたはずだけど）

「ブランシェ？」

　個室に錠前のついているような上等の宿ではない。

　リンツは、なにげなく扉を押し開けた。

「……」

「……」

　静寂がおとずれる。

　紺こん碧ぺきの瞳ひとみが、驚いたようにこっちを見つめていた。

　下着の紐ひもに親指をかけ、膝ひざに下ろしかけた、ブランシェ＝エステワールだった。

「……っ、ご、ごめ――」

　あわててドアを閉めようとした、その瞬間。

　ブランシェは、ベッドの上の拳けん銃じゅうを素早く取ると、無言でいきなり発砲してきた。

　ドアにきれいな穴があいた。

　パンッ、パンッ――立て続けにもう二発。

「……！」

　命の危険を感じたリンツは、あわてて廊下を逃げ出した。



　　　　　　　◇



「信じられませんっ、女の子の部屋を勝手に開けるなんて！」

　ようやく落ち着いたブランシェが、顔を真っ赤にしてガーッと怒鳴った。



    

  
    
      



    

  
    
      「ごめん。ほんとに」

　あらためて通された部屋の中で、リンツは頭を下げて平謝りした。

「どうせ見られるんなら、あんな下着じゃなくて、もっと可愛かわいいのを……」

「え？」

「な、なんでもありませんっ」

　蒼あおいしっぽ髪がぶんぶん揺れる。

　彼女は派遣騎士の制服から、ゆったりとした私服姿に着がえていた。あたりまえだが、ずっと制服姿でいるわけではないらしい。制服を着ているときは凛り々りしくみえた彼女も、この恰かつ好こうだと、よくいる町娘の一人にしかみえない。

　苦にが味みの強いイラクサの茶を啜すすりながら、リンツはそんなことを思った。

「それで――」

　ブランシェ＝エステワールは、こほん、と咳せき払ばらいして、

「とりあえず、ランスで起きている〈青あお髭ひげ公こう〉の誘拐事件のことですが――」

　そう切り出した。



　――青髭公。

　それは、いまから半世紀ほど前に処刑された、伝説の殺人鬼の呼び名だった。

　フランキスカ王国軍元帥――ジル・ド・レイ公こう爵しやく。

　聖なる怪物モンストル・サクレ。

　その生涯は、輝かしい栄光と、そして――おぞましい堕落の歴史に彩られている。

　ジル・ド・レイ公爵は、かつてジャンヌ＝ダルクの副官として活躍した騎士だった。

　オルレアンの戦いにおいては大いに活躍し、民からは救国の英雄と賞賛された。

　だが。彼が崇すう拝はいしていたジャンヌの処刑から、すべてが狂いはじめた。

〈青髭公〉は精神に錯さく乱らんをきたして領地の城に引き籠こもり、黒魔術まがいの錬金術に没頭するようになったのだ。一説によると、錬金術の秘儀アルカナによって、処刑されたジャンヌを蘇よみがえらせようとしていたというが、真偽のほどは定かではない。

　やがて彼は、マシュクール城、ティフォージュ城といった城の地下に領地の子供を攫さらい、おぞましい錬金術の実験を続けるようになった。〈青髭公〉が捕らえられたとき、彼の城の地下からは、二百を超える子供の遺体が発見されたという。

　早く寝ないと〈青髭公〉がやってくるぞ――といえば、いまでは子供を寝かしつけるときの決まり文句になっているほどだ。

「――もちろん、この街で事件を起こしているのは〈青髭公〉ではありません」

　ブランシェ＝エステワールは静かに告げた。

「脱獄したパリの殺人鬼、マルキア＝ギイか――でも、どうして？」

　マルキア＝ギイがランスに潜伏しているという情報がたしかだとしても、彼がこの街で起きている人ひと攫さらい事件の犯人だと断定することはできないはずだ。

「ほかに、人攫い事件の犯人がいるのかもしれないし」

「いいえ。この事件は、たんなる人攫いじゃないんです」

「人攫いじゃない？」

「ええ。これはランスの自警騎士団が公表していないことなのですが」

　と、前置きしてから、彼女は静かに息を吐いた。

　手帳の頁ページをパラパラとめくる。

「ここ二週間ほどのあいだに、ランスで行方ゆくえ不明になった女の子は七人。そのうちの四人が、石の彫刻となって発見されたんです」

「石の彫刻……!?」

「はい。四人の少女は生きた彫刻として、わざと目立つように、ジャンヌ＝ダルク広場に棄すてられていました」

「〈石の兄弟団〉の秘蹟アルカナ――〈神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ〉」

　リンツは静かにつぶやいた。

「知っているんですね」

「そんなに詳しいわけじゃない。でも、師匠から聞いたことはある」

　神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ。

〈建奏術〉や、レティーツィア＝エーデルガルトの〈崩破の緋シャルラハロート〉と同じ〈石の兄弟団〉に伝承される秘ひ奥おうの技。

　かつて〈石の兄弟団〉の第五階位にいたマイスターならば、それを受け継いでいてもおかしくはない。

「広場に棄すてられていた少女の彫像には、バスティーユで彫像にされた看かん守しゆたちと同じ、〈王冠クローネ〉の〈刻印〉が彫刻レリーフされていました」

（また〈王冠クローネ〉の〈刻印〉か……）

　リンツは胸中でうめいた。

　少女の身体からだに刻まれた――〈城姫〉の刻印。

　同じように〈五芒星ペンタグラム〉の刻印のあったエリッセのことを、考えずにはいられない。

（マルキア＝ギイは、過去にマイスター・ストランゼンと因縁があった）

〈城姫〉とは無関係の事件のようだが、なにか奇妙な繋つながりを感じる。

「パリの機密局は、犯行をマルキア＝ギイのものと断定しました。それでランス出身の私が派遣されることになったんです」

「ランスの自衛騎士団は、なにか手がかりをつかんでないの？」

　リンツが訊きくと、ブランシェは首を振って肩をすくめ、

「残念ながら。ただ、マルキア＝ギイは、あるギルドを隠れ蓑みのにしているようです」

「ギルド？」

　一度、ギルドを破門された職人が入会できるギルドなど、あるわけがない。もっとも、噂うわさに聞く暗殺者のギルドなどは、そういった者を受け入れているのかもしれないが。

「〈廃園の使徒〉という名前に心当たりは？」

「……？」

　リンツは首を横に振った。

　大陸の職業ギルドは、ほぼ網もう羅らしているリンツだが、そんな名前は聞いたことがない。

「さまざまな理由でギルドから追放された者たちが集まった互助組織。ギルドというよりは、結社と言ったほうがニュアンスが近いかもしれませんね」

　職業ギルドの掟おきては厳しい。地位のある親方級マイスター・クラスの職人であっても、掟を破ったメンバーには容赦のない制裁が加えられる。

　追放、私刑、拷ごう問もん――ギルドの秘儀を売り渡すなどの重大な裏切りが発覚すれば、専門の暗殺者が差し向けられることもある。そういった、ギルドの掟を破って破門された職人たちが、身を守るために組織したのが〈廃園の使徒〉というギルドらしい。

　群れからはぐれた狼おおかみが傷を舐なめ合う場所。あるいは、

（爪つめを研とぎ合う場所か……）

　リンツは胸中でひとりごちる。

「マルキア＝ギイを脱獄させたのも、おそらくは〈廃園の使徒〉の仲間です」

　ブランシェ＝エステワールは息を継ぎ、

　そして、リンツにとっては衝撃的なことを告げた。

「〈廃園の使徒〉には、あなたの師匠も所属している」

「……っ!?」

　リンツは、空からのカップを取り落とした。

「いま、なんて……？」

「いくら最高の腕を持つマイスターでも、ギルドを追放された職人が、個人の力だけで生きていくのは難しい。これはパリの機密局の情報ですが、〈石の兄弟団〉を破門されたマイスター・ストランゼンは、二年ほど前に〈廃園の使徒〉に入会しているはずです」

（二年前……）

　それは、マイスターが失しつ踪そうした時期と一致する。

　そして、放浪の城姫が、森の中で目覚めた頃ころでもあった。

「その結社はどこに？」

「わかりません。機密局も、その実体はつかめていないみたいですから。でも、彫刻師マルキア＝ギイが〈廃園の使徒〉に匿かくまわれているのは間違いない」

（師匠の入会しているギルド、か――）

　殺人鬼マルキア＝ギイを捕らえれば、なにか情報を聞き出せるかもしれない。

　リンツは、テーブルの下で静かに拳こぶしを握り締しめた。
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　――リンツが宿の部屋に戻ると、シャトレアが〈城〉になっていた。

「……」

〈城砦化フォートレーション〉した状態で、部屋の隅で膝ひざをかかえたままうずくまっているのだ。

　浮遊する〈城壁〉が、彼女の全身を固く防御ガードしている。物理的攻撃手段に対しては鉄壁の防御力を誇る〈城姫ベルクフリート〉の〈籠ろう城じよう〉モードだった。

「……って、シャトレア、どうしたんだよ！」

　リンツはあわてて駆けよった。

「熱でもあるのか？」

〈城姫ベルクフリート〉が風邪をひくとも思えなかったが、リンツは心配した。

「……」

　シャトレアは卵の殻にこもった雛ひな鳥どりのように、じっとうずくまっている。

「えっと、シャトレア……さん？」

　リンツが遠慮がちに声をかけると、彼女はようやく顔を上げた。

「城主マイスターよ、気にすることはない。私は君の〈城〉にすぎないのだから、べつにのけ者にされても私はまったくかまわない。かまわないのだ」

　るー、るるるー。

　と、固く閉ざされた〈城壁〉の中で、なんだか寂しげな歌を口ずさんでいる。

　……どうやら、おいてけぼりにされたのを拗すねているようだ。

「ごめん。でも、子供たちはシャトレアと遊びたがってたみたいだし、ブランシェを待たせちゃ悪いと思って――」

「……む」

　派遣騎士の少女の名前を口にした途端、シャトレアの耳がぴくっと反応した。

　めずらしく、とげのある口調で、

「リンツ、君はあの娘を名前で呼ぶのだな。初対面にしては、ずいぶん親しいようではないか。それに、し、下着も見たと――」

「だから、あれは誤解だって！」

「私に花飾りなど贈っておきながら……」

「え？」

　シャトレアの声は、か細くてよく聞きとれなかったが――

「……とにかく、この件はレティに報告する」

「な、なんでだよ、関係ないだろ！」

　シャトレアは〈城壁〉の隙すき間まからぬっと首を出すと、部屋の窓にむかって囁ささやいた。

「――我は〈鳩きゆう舎しや〉也なり」

　すると、すぐに一羽の白い鳩はとが飛んできて、部屋の窓枠にとまった。

　シャトレアの持つ〈城〉の機能アビリティ――〈鳩舎〉だ。野生の鳩を瞬時に飼い慣らし、優秀な伝でん書しよ鳩ばとへ強化アップグレードすることができる。

　リンツはこの伝書鳩を、三日に一度ほどの間隔で〈土竜技師団マオルヴォルフ〉との定期連絡に使っていた。技師のスカウトの状況を報告するためと、いまだ昏こん睡すい状態のエリッセの状態を確認するためだ。

　シャトレアは、窓にとまった伝書鳩の足に、折りたたんだ紙をくくりつけた。

「無事にランスに着いたって報告か？」

「ああ。それと、リンツは小さい女の子に抱きつかれてデレデレしたり、年とし頃ごろの娘の下着を覗のぞいたりしているという報告だ」

「――ちょ、まて！」

　リンツはあわてて伝書鳩をつかまえようとしたが、すんでのところで、鳩はむなしく飛び去っていってしまった。

「ああっ！」

「自業自得だ」

　つーん、とそっぽを向くシャトレア。

　どうやらまだ機嫌は直らないらしく、また〈城壁〉の中に籠こもってしまった。

「おーい……」

　リンツは腰から木き槌づちをとりだして〈城壁〉をガンガン叩たたくが、カキンカキンとなんだか硬そうな音が鳴るだけだ。こうなっては投石機か破は城じよう槌ついでも持ってくるしかない。

「……」

「置いてきぼりにしたのは悪かったけど、なんでそんなに不機嫌なんだ？」

「……わからない」

「え？」

「わ、私にも、よくわからないのだ」

　固く閉ざされた〈城壁〉の中から、くぐもった声が聞こえてきた。

（……うーん、そんなこと言われてもな）

　リンツは困って頭を掻かいた。

　……こういうとき、エリッセの機嫌を直すにはどうしただろうか。

（ええっと、たしか……）

「シャトレア、あのさ」

「なんだ」

　と、不機嫌そうな声が返ってくる。

「えっと、せっかくだし、明日は一緒にジャンヌ祭を見てまわらないか？」

「……っ!?」

　ゆっくりと、〈城壁〉が開いた。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪がこぼれ落ちる。

　どうやら、籠ろう城じようを解いてくれたようだ。

「……む」

　シャトレアは、こほん、と咳せき払ばらいした。

「……そ、そうだな。〈城〉として見けん聞ぶんを広げておくのもいいかもしれん」

　いつもと変わらないクールな表情だが、蒼焔を宿す彼女の目は、やけに輝いていた。
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「はあっ、はあっ、はあっ……」

　建物の陰、月明かりもほとんど射ささない暗い夜道を、少女は逃げていた。

　背後から、おそろしい怪物の気配が迫ってくる。

　――青あお髭ひげ公こうだ。

　ああ、ちゃんとお母様のいいつけを守って、夕方に家に帰っていれば！

　怪物は足音もなく。だが確実に、近づいてきている。いつでも捕らえられるのに、まるで、少女が恐怖におびえるのを愉たのしんでいるかのようだ。

　遠く、祭まつり囃ばや子しの音色が聞こえる。

　もうすぐだ。もうすぐ……大通りに出れば、まだ大人おとなたちがいっぱいいる！

　少女の頭にかすかな希望の光が浮かんだ、そのときだ。

　影の中から伸びてきた黒い腕が、ぬっと少女の足首をつかんだ。

「……っ！」

　少女の足がもつれ、地面に引き倒された。

　異様に長い、蜘く蛛ものような手が、少女の四肢を捕らえる。

「いや……あ……ああ……ああああ！」

　振り絞った少女の悲鳴は、夜の静寂の中に消えた――

「うふふ……彫刻される人間の悲鳴はいつ聞いてもたまらない」

　蜘く蛛ものような影が、白はく濁だくした左眼をぎょろりと蠢うごめかした。

「完全に石化させてはだめですよ。〈適性者〉かもしれませんから」

　通路の暗がりの中から、もう一人の男があらわれた。

　冴さえ冴ざえとした月光に、にぶく輝く鉄仮面。

「わかっているさ。俺おれに指図するな」

　殺人鬼マルキア＝ギイは、鉄仮面卿きようを睨にらみつけた。

「パリの派遣騎士が、あなたのことをかぎ回っているようです」

「派遣騎士か。王室の犬になにができる？」

「あの男の徒と弟ていと彼の〈城〉も、予定通りこの街に到着したようです」

「それは本当か!?」

　マルキア＝ギイの声が喜悦にゆがんだ。

「おお、ついに、俺に生き恥をかかせてくれた、あの男の徒と弟ていを彫刻することができるのか！　可愛かわいい徒と弟ていの彫像を見たら、冷血漢のあの男はどんな顔をするのだろうな！」

「しかし、彼はあの男の創り出した〈城〉に籠ろう城じようしていますよ」

「はっ、そのために用意したビアンカ＝フラウィウスだろうが」

「ええ。彼女は失敗作ですが、対〈城姫〉の戦闘に特化した〈城姫〉――単純な戦闘能力だけならば、かのモン＝サン＝ミシェルすら凌しのぐでしょう」

「奴の〈城〉は貴様にくれてやる。だが、あの男の徒弟は俺のものだ。いいな？」

「ええ、かまいませんよ。私は〈青あお髭ひげ公こう〉の支援者にすぎません」

　両りよう脚あしの石化した少女の身体からだを抱き上げながら、鉄仮面卿はくつくつと嗤わらった。

　少女は白目を剥むいて気絶している。

　――二つの影は、人知れず、路地の暗がりへ消えていった。



    

  
    
      


第三章　ジャンヌ＝ダルク祭



　森の中にある湖面のそばに、白はく亜あの城がそびえ建っていた。

　翼を広げた白鳥を連想させる、美しい城。

　あらゆる建築の理想美を凝縮したような城だった。

　ドスン、ドスン、ドスン……

　リンツは――その〈城〉に、追いかけられていた。

　ドスン、ドスン、ドスン、ドスン、ドスン……

　宙に浮かんだ城が、ものすごい勢いで、リンツの頭上に落下してくるのだ。

　空の雲は吹き散らされ、森の木々が倒れ、舞い上がった土砂の雨が降りそそぐ。

　リンツは命からがら逃げていたが、とうとう、足がもつれて転んでしまった。

　巨大な影が頭上に迫り――

「……うっ、うわあああああああっ！」
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「う、うーん……」

　そこでリンツの目は覚めた。全身にびっしょりと汗をかいている。

　……どうやら、すごい悪夢を見ていたようだ。

　ゆさ、ゆさ……、

（……それにしても、シュールな悪夢だったな。城に押しつぶされるなんて）

　リンツは寝ぼけまなこをこすり、起きあがろうとして――

　ゆさ、ゆさ、ゆさ、ゆさ……、

（……な、なんだ？　起きあがれない!?）

「――ンツ、リンツ！」

「……わっ!?」

　頭上から聞こえてきた声に、リンツはハッと目を見開いた。

　毛布をかぶってベッドに寝ていたリンツの胸の上に、壮そう麗れいな〈城〉が乗っていた。

　朝あさ陽ひを浴びて、白銀に輝くノイシュヴァンシュタイン城。

〈城砦化フォートレーション〉したシャトレアだった。

「……って、シャトレア!?」

　リンツは目をまるくして跳び起きようとした。だが、リンツの上に乗ったシャトレアは岩よりも重く、まったく身動きをとることができない。

「……な、なにしてるんだよ、っていうか、どうやって部屋に入ってきたんだ？」

　リンツは身体からだをベッドに押さえつけられたまま、うめいた。小柄なシャトレアの体重はそれほど重くないはずだが、甲かつ冑ちゆうを着込んでいるためかびくともしない。

「〈城しろ姫ひめ〉はあらゆる建築物と同調できるのだ。鍵かぎを開けることなど造ぞう作さもない」

「うわ。便利だな！」

「そんなことより、もう朝だぞ。よもや昨日の約束を忘れたわけではあるまいな」

「……ん、約束？」

　リンツは、寝ぼけまなこを擦こすりながら訊きき返した。

「……う、い、一緒にこの街のお祭りに行こうと、言ったではないか！」

　シャトレアがちょっと涙目になった。

「ああっ！」

　思い出した。

　たしかに、そんなことを言ったような……、

「まさか、忘れていたのか？」

　蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみが、じっとリンツを見下ろした。唇をきゅっと噛かんでいる。

「い、いや、覚えてるよ。もちろん！」

　リンツは寝ぼけた頭でかぶりを振り、起きあがろうとして――

　胸のあたりに押しつけられている、やわらかな感触に気づいた。

（こ、これは……！）

「どうした、リンツ？　顔が赤いが、まさか熱でもあるのか？」

　と、シャトレアは心配そうな顔で尋たずねる。

「いや、えっと……」

（シャトレアの太ふと股ももがあたってるんだけど、な……）

　意外なほどふくよかなその感触に、リンツは、思わずドギマギしてしまう。

「えっと、も、もう起きたから……どいてくれないか」

「ああ、そうだな」

　シャトレアは〈城壁〉ごとゆっくりと立ち上がる。

　リンツは、圧迫されていた肺から息を吐くと、ゆっくりと半身を起こした。

　と、そこで初めて気がついた。

「シャトレア、その髪」

「あ、ああ、せっかくなので、な……」

　シャトレアは、つい、と照れくさそうに目を逸そらした。

　蒼焔をまとう白銀の髪には、昨日、リンツの買った花飾りがつけられていた。

「……わ、私には似合わないだろうか」

「いや、うん、似合ってる。可愛かわいいと……思うよ」

　上うわ目め遣づかいに訊きいてくるシャトレアに、リンツは素直な感想を言った。

　シャトレアの顔が真っ赤になって怒り出す。

「か、可愛いとはなんだ！　私は〈城〉だぞ！」

（……じゃあ、なんて言えばいいのさ！）
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「当然かつあたりまえのことだが、これはデートなどというものではないからな」

　露店の並ぶ大通りを並んで歩きながら、シャトレアは唐突につぶやいた。

　リンツに向けてというよりは、まるで自分に言い聞かせるように。

「うん」

　なにが言いたいのかよくわからないが、とりあえず、うなずいておいた。女の子はときどきよくわからないことを言う。それはエリッセだけにかぎったことではないようだ。

　通りでは大道芸人が火を噴いたり、長剣を呑のみ込んだりしていたが、ランスの住民はその程度の芸は見慣れているのだろう、もうしわけ程度の拍手が送られるばかりだった。

　まだ午前中ということもあってか、小さな子供たちも出歩いているようだ。

「しかし、すごい人ひと混ごみだな」

「ランスは大陸有数の大都市だからね」

　シャトレアは不安そうにリンツの服の袖そでをつい、と握ってくる。

　剣を握れば千の兵すら薙なぎ倒す〈城〉は、リンツの背中に隠れて縮こまっていた。

　こういう人混みは苦手なようだ。

　街の中心部に近づくにつれて、人のにぎわいはさらに騒々しさを増していく。露店には食べ物や民芸品が並べられ、通りはさながら市場のような活況だ。

　だが――そこに集う顔がみんな明るいわけではない。

　道行く人々のあいだから、不安そうに囁ささやき交わす声が耳に入ってくる。

「――ねえ、昨日の夜から、マルトーさんの娘さんが帰ってきてないって」

「また例の誘拐事件か。祭りの時期だというのに……」

「祭りの時期は人ひと攫さらいにとって恰かつ好こうのチャンスなのさ」

「〈青あお髭ひげ公こう〉はまだ捕まらないのか。くそっ、ランスの自警騎士団はなにしてやがる！」

「しっ、めったなことを言うんじゃないよ。〈青髭公〉なんているわけがない」

「そういえば、パリから騎士が派遣されたそうだ。中央もいよいよ重い腰を動かしたな」

　風にまぎれて聞こえてくる、そんな声を聞き流しながら、リンツはふと、あの派遣騎士の少女のことを考えていた。

（ブランシェ＝エステワールは、どうして騎士になりたいなんて思ったんだろう？）

　どう考えても、騎士に向いた性格ではないように思えるのだが――

「リンツ、どうした、心配ごとか？」

「……いや、なんでもないよ」

　とりあえず、なにかお腹なかに入れようということになり、あたりをきょろきょろ見回すと、露店でガチョウの炙あぶり肉を売っているお店を見つけた。皮をパリパリに焦がした肉に、ニンニクや刻んだショウガをまぶし、隠し味にワインを混ぜたソースをつけて食べるのだ。

　串くしに刺した肉を上品にほおばりながら、シャトレアが訊きいてきた。

「リンツは料理などするのか？」

「うーん、そんなに得意ってわけじゃないよ。いつもエリッセが作ってくれてたから。あ、でも師匠よりはうまいと思うな。師匠って、なんでもできるくせに、料理だけはものすごい下へ手ただったから」

　万能の天才、マイスター・ストランゼンが、じつは料理が苦手、なんてことを知っているのは、たぶんリンツとエリッセくらいのものだ。

　昔を懐かしむようにつぶやくリンツに、

「……そうか。エリッセ＝イストバラドの手作り料理、か」

　シャトレアは、なにか思案するようにあごに手をあて、つぶやいた。

　しばらく歩くと、建物の軒のき先さきに下がった酒屋の看板が、リンツの目に入った。

「そうだ。せっかくランスに来たんだし、シャンパンでも飲もうか」

「シャンパン？」

　シャトレアは知らないらしい。

「シャンパンはランスの特産品だよ。城壁の外に葡ぶ萄どう畑ばたけがあっただろ。シャンパーニュ地方の土壌は石灰質だから水みず捌はけがよくて、葡萄を作るのにちょうどいいんだ」

　いまでは人気が高まってほかの都市でも醸造されているが、本来はシャンパーニュ地方で作られるものだけをシャンパンという。ランスはもともとワインの名産地だったが、それを発泡酒のシャンパンとして完成させたのは、オーヴィレール修道会の食料係だった、ドン・ペリニョンという修道僧だ。

「シャトレアは、お酒飲めるのか？」

「ああ、酒はたしなむ。〈城姫ベルクフリート〉には〈酒蔵〉の機能もあるからな。いくら飲んでも決して酔うことはない」

（そういえば、森の中で初めて出会ったとき〈食糧庫〉にワインの瓶びんを入れてたな）

　と、そんなことを思い出す。

　リンツも酒はけっこういける口だ。師匠と、エリッセと、三人で旅をしていた頃ころは、マイスターの晩ばん酌しやくに付き合うことがよくあった。

　師匠はいい酒をちびちびとやるほうだった。

　エリッセは……一度飲ませてみたら、いろいろ大変だった。

　建築士の徒と弟ていとしての修行は厳しかったけれど、あの頃ころは、楽しかったなと思う。

　ふと、思い立って、リンツは口を開いた。

「シャトレア、せっかくだし、今晩、宿で飲もうか？」

「ああ、酒か、たまにはいいな――」

　シャトレアは一度うなずいて――突然、ハッと目を見開いた。

「リ、リンツ、君は私を酔わせてどうするつもりなのだ！」

「なんのことだよ!?」

　周囲を歩く人がくすくすと笑っている。リンツは耳まで真っ赤になった。

「ある堅けん牢ろうな城は、兵士たちが戦勝祝いの酒を飲んで酔っぱらっているところを攻め込まれ、あっさり陥落したそうだ。わ、私も〈城〉として気をつけなければならない」

「そういうことだけはやけに詳しいな……」

　リンツはあきれて肩をすくめた。

「じゃ、やめておく？」

「いや、大丈夫だ。君はそんなことはしないはずだ」

　シャトレアはあわてて首を横に振った。

　そんなことってどんなことだよ――とひとりごちながら、

「じゃあ、一本だけ買ってくるよ」

　酒屋に入りかけて――気づいた。

（……銀貨、もうほとんど残ってないんじゃないか？）

　ランスのシャンパンは葡ぶ萄どう酒しゆの中でも高級品だ。

　手持ちの銀貨だけではとても手が出ない。

（残りの銀貨は、壊れたままのシャトレアの〈宝物庫〉にあずけちゃってるしな……）

　だが、ランスほどの大都市ともなれば、建築士の仕事などいくらでもありそうだ。

　ギルドの地位は徒弟とはいえ、リンツの腕なら、それなりに稼げるはずだ。

「そうだな……せっかく街に滞在するんだし、ひと仕事するか」

　アーレンダムでやったように、〈建奏術〉を使うつもりはない。

　リール要よう塞さいから逃げ出してからは、〈土竜技師団マオルヴォルフ〉で攻城兵器の組み立てや塹ざん壕ごう掘りを手伝ってはいたが、普通の建築の仕事にはたずさわっていなかった。

　このあたりで仕事を請うけ負おえば、いい腕慣らしになるはずだ。

「シャトレア、シャンパンは、ちょっと待って――」

　言いかけた、そのときだった。

　広場のほうから、ドッとものすごい歓声がわき起こった。

「……なんだ？」

　歓声に混じって、激しい剣けん戟げきの音が聞こえてくる。

　リンツとシャトレアは顔を見合わせた。人ひと混ごみをかきわけ中に入っていくと、軽装の革かわ鎧よろいを着こんだ十代半ばの少女たちが、木剣で打ち合っていた。

「決闘騒ぎか？」

「ちがうよ。剣闘の見せ物だ」

　リンツは首を横に振り――でも、と眉まゆをひそめた。

　見せ物の剣闘にしては、どうにもレベルが低すぎるのだ。

　シャトレアと比べるのは論外としても、あれなら〈練兵場〉で剣を習いたてのリンツだって勝てそうだ。

　――と、そのとき。

　人混みの中に、昨日、花飾りを買った店の親父おやじがいるのに気がついた。

「あの、これは、なにをしているんですか？」

「ああん？」

　背後から声をかけると、親父が不機嫌そうな顔で振り向いた。だが、すぐに二人が昨日の客だと気づいたようで、

「お、あんたたちか」

　気さくに話しかけてくる。

　商売人だからというよりは、たんに話し好きな性格のようだ。

「これは明日のジャンヌ＝ダルクを決める大会さ。剣の腕におぼえのある娘が集まってる。優勝した娘は明日のパレードで、ジャンヌの仮装をして街を練り歩くんだ」

「へえ……」

　相あい槌づちを打ちながら、リンツが広場に立てられた看板に目をやると――強く美しい少女なら誰だれでも参加できますと書いてある。どちらかだけならともかく、両方の条件を同時に満たすのはずいぶんむずかしいだろうなと、そんな感想を抱いた。

　実際、広場を見ると、華きや奢しやで可愛らしい女の子のほとんどは、いかにも大柄で強そうな少女にこてんぱんにのされていた。

（ブランシェ＝エステワールは出場しないのかな？）

　ふと、リンツの脳裏に拳けん銃じゅう遣つかいの騎士のことが思い当たる。

（彼女は強いし、えっと、美人だと思うけど……）

　と、シャトレアが唐突に口を開いた。

「リンツ、私も出るぞ」

「シャトレア!?」

　リンツは驚いて振り向いた。

「どうしたのさ、急に」

「あれを見るがいい」

　と、シャトレアはジャンヌ＝ダルク像の建つ広場の隅を指さした。

　そこには、剣術大会の賞品らしき品物がピラミッド状に積み上げられている。

　積み上がった賞品の一番上に、上質の布でくるまれた一本のビンが載っていた。

　優勝者に与えられる賞品は、シャンパンの最高級品ドン・ペリニョンだ。

「……あ、なるほど。でも、シャトレアが出るのはさすがに反則だと思うけど」

　たしかに、〈城〉が参加してはならないという規則ルールはないのだろうが。

「なに、〈城砦化フォートレーション〉していなければ、私とてたいした腕ではない」

「ほんとに大丈夫？」

「もちろんだ。君の〈城〉に恥じない戦いをしてみせよう」

「……いや、相手に怪け我がさせないように、って意味だったんだけど」

　シャトレアが人ひと混ごみを割って歩いていくと、とんでもない美少女の登場に、広場の観客が全員どよめいた。

　審判役の若者があわてて駆けよってくる。

「ええっと、飛び入りですか？」

「ああ。だめか？」

「かまいませんよ。ただ、木剣とはいえ怪我をすることもあるので気をつけてください」

　渡された木剣を軽く素す振ぶりすると、シャトレアは眉まゆをひそめてつぶやいた。

「ずいぶん軽いな」

　そこへ――

「ははっ、綺き麗れいな顔したお嬢ちゃん、やめといたほうが身のためだよ！」

　シャトレアの前に、身の丈が広場のジャンヌ＝ダルクの彫像ほどもある巨漢――ではなく、大女があらわれた。

　だが、その筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体は、ジャンヌ像とは似ても似つかない。

　牛のような大女の登場に、広場から悲鳴のような歓声が上がった。

「プダラだ、優勝候補のプダラが出てきたぞ！」

「からんできた酔っぱらいを半殺しにした、血まみれプダラ！」

「いまだに嫁のもらい手がない、暴れ牛のプダラ！」

「嬢ちゃん、マジに殺されるぞ、逃げろおっ！」

「おお、ま、また去年の悪夢が再現されるのか！」

「だまりな、あんたたちっ、あたしは今年もジャンヌになるんだよ！」

　はやしたてる観客たちに向かって唾つばを吐きかける大女。

　どうやら、街では有名な人らしい。

　彼女は、棍こん棒ぼうのような木剣を、頭上でぶんぶん振りまわし、広場の石畳に叩たたきつけると、きょとんとしているシャトレアに向かって獰どう猛もうに牙きばを剥むいた。

「お嬢ちゃん、怪け我がしたくなかったら、さっさと帰って男でもくわえてな」

「君が私の相手か？」

「ああ、そうさ。暴れ牛のプダラとはあたしのことさ。はっ、あんたみたいに綺き麗れいな娘は、さぞかし馬ば鹿かな男どもにちやほやされるんだろうね。むかつくったらありゃしない。ルールだから顔は勘弁してやるけど、二度とその足で立てなくしてやるよ」

「……」

　大女の挑発を、シャトレアは涼しい顔で受けながした。

　無言で木剣を構える。

「はん、生意気な小娘だね。どうした、さっさとかかってきなよ」

「……」

「ああ、それともびびって動けないのかい。だいたい、なにさ、その安っぽい子供みたいな花飾りは。自分で買ったわけじゃないね。男からもらったんだとしたら、その男はろくな奴じゃ――」

「――黙れ」

　その瞬間。大気が震えた。

　大女の表情が凍りついた。

　冷たく透き通ったシャトレア瞳ひとみに、蒼あおい焔ほのおが苛か烈れつに燃え上がる。

「――すまない。君には最初に謝っておく」

　シャトレアが、静かにつぶやいた。

「我が城主マイスターへの侮ぶ辱じよくは、さすがに聞き流せない」

「あ？」

　――勝負は一瞬でついた。
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「……協力できない？」

　剣術大会のおこなわれている広場から、わずかに離れた場所にある建物。

　派遣騎士ブランシェ＝エステワールは、ランス自警騎士団の団長室にいた。

「ジャンヌ＝ダルク祭の期間中は我々も忙しい。明日はパレードの警備もあるのだ。〈青あお髭ひげ公こう〉の捜索に人員を割さくことはできんよ」

　自警騎士団の団長は、顔の脂あぶらぎった五十がらみの男だ。

　たくわえた髭ひげを指でもてあそびながら、面倒くさそうに首を振る。

　小娘がしゃしゃり出おって――そんな表情を露骨に隠そうともしない。

「青あお髭ひげ公こうではありません。パリの殺人鬼がこの街に潜伏しているんです！」

　彼女が、めずらしく声を荒あららげた。

「――昨日も、女の子が一人、行方ゆくえ不明になっているんですよ」

「ああ、ジャンヌ祭のときにはよくあることさ。子供が一人、二人、いなくなるのは」

「なっ……！」

　ブランシェはぎりっと奥歯を噛かみ締しめた。

（だめだ。ここでキレたら、昔のわたしとおなじになる……）

「だいたい、パリの殺人鬼なら、パリの自警騎士団が対処すべき問題だろうが」

　団長はぱたぱたと手を振った。まるで相手にするつもりがないようだ。

「そんなことを言っている場合では――」

　ブランシェはぐっと言葉につまった。

　騎士団長の意思はそのまま自警騎士団の意思だ。

　地方都市の自警騎士団は、往々にして中央政府への反発心が強い。

　彼らとて、人ひと攫さらい事件の犯人を捕らえたくないわけではないのだろうが、派遣騎士であるブランシェの手助けをするのは彼らのプライドが許さない。それに、事件の犯人がパリの殺人鬼だというなら、それはパリ自警騎士団の落ち度だ。非難されるべきはランスの自警騎士団ではない。

　――なにより、彼らは、地元の孤児院で育った十七歳の娘が、王都で銃士隊のエリートになったことを妬ねたんでいる。

　ブランシェが、うつむいて黙り込んでいると――

　騎士団長は、こほん、と咳せき払ばらいして告げてきた。

「まあ、その、なんだ、ブランシェ＝エステワール君、君が私と特別な関係になるというのなら、その件、考えてやってもいいが――」

　もう我慢の限界だった。

　ブランシェ＝エステワールは、執務机に騎士の誇りである銀時計を叩たたきつけた。

　おとなしい子羊のような娘が、突然、こんなことをするとは思わなかったのだろう。

　団長は口を大きくあけ、椅い子すからひっくり返りそうになっていた。

　……もうなにを言っても無駄だ。

　ブランシェはようやく見切りをつけた。

　結わえた蒼あおい髪を揺らし、無言で踵きびすをかえすと、靴音を響かせてドアを閉めた。

「調子に乗るなよ、薄汚い小娘が！」

　背後から、そんな罵ば声せいが聞こえてきたが、彼女はとくに気にしなかった。

　腰の拳けん銃じゅうを抜き放はなつ。ずっしりと重い。黒光りする銃身。

　王都の派遣騎士の正式武装――〈鋼の鉄槌アイゼン・ハンマー〉。工房で大量生産された粗造品ではない。ギルドの親方マイスターの造り上げた一品だ。

　軽快な動作。暴発の少ない機構。殴打武器としても使える頑丈な鋼はがねの銃じゆう把は。

（大丈夫。わたしにはこれがある。ジャンヌ＝ダルクだって、最初は孤立無援だった）

（街の子供たちは、私一人で守ってみせる……）

　紺こん碧ぺきの瞳ひとみに、強い決意の光が宿っていた。
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　プダラを瞬殺したシャトレアは、その後も挑戦者をつぎつぎと薙なぎ倒していった。

〈城砦化フォートレーション〉していない〈城姫ベルクフリート〉の力は大幅に制限される――とはいえ、街の腕自慢程度の腕では、シャトレアに勝てるはずもない。

　あまりの圧倒的な強さに、挑戦者がいなくなった頃ころ、シャトレアが大声で告げた。

「ひとりずつ相手にするのはめんどうだ、まとめてかかってくるがいい！」

　木剣を手にした、十数人ほどの娘たちは、いっせいにシャトレアに躍りかかった。

　土煙の舞う乱戦の中、木剣を捨てて噛かみつく娘までいて、いまはもう猫の喧けん嘩かというかなんというか、よくわからないことになっていた。

「や、あんっ……卑ひ怯きよう者ものっ、け、剣で戦え、おまえたち！」

「あら、貴女あなたってば、剣はめっぽう強いけど、ここは弱いのね」

「ひゃんっ」

「すごいおっきい胸。なにを食べたらこうなるのよ？」

「あっ、どこを摘つまんで――」

「憎たらしい胸、くのっ、くのっ、こうしてやるんだからっ！」

「んっ、あっ、痛い――」

（なにやってるんだ……）

　人ひと混ごみの中から、その様子をながめながら、リンツはため息をついた。

　途中から、剣術大会とはあきらかに違うものになっているのだが、審判、主催者をはじめ、広場に集まっている男たちはだれも止めようとしない。

「ううむ。素晴らしい眺めですなあ」

「いやはや、まことに」

　広場の中央で、群がる若い娘たちに襲われるシャトレアを見て、男どもはだらしなく髭ひげの下を伸ばしていた。いまにも涎よだれを垂らしそうだ。

　リンツはなぜか無性に腹が立ったが、怒る資格はない。両手で顔をおおってはいるが、指の隙すき間まからしっかりと見ているあたりは、リンツも年とし頃ごろの男の子だった。

（うわ、肌着がめくれて、あ、わ……）

　シャトレアのあられもない声や姿に、いけないと思いつつも、ドキドキしてしまう。

　シャトレアが本気になれば、全員をまとめて薙なぎ倒すことなど造ぞう作さもないはずだ。

　だが、少女たちに怪け我がのひとつも負わせたくないのだろう。ひとりひとりと格闘し、地面に組み伏せては気絶させていた。

（シャトレアは、優しい女の子……なんだよな）

　そんな彼女が、なぜ、望みもしない、戦うだけの〈城姫ベルクフリート〉の力を宿さなくてはならなかったのか――

「……」
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　――数分後、広場に立っているのは、シャトレアだけになっていた。

　衣服は引きちぎられてぼろぼろだ。白銀の髪はほつれ、彼女の白磁のようななめらかな肌には赤い噛かみ跡がついている。

　まるで、長期の攻城戦に耐え抜いた城じょう砦さいのようなあり様だった。

「……わ、私が優勝で、いいのだな？」



    

  
    
      



    

  
    
      　シャトレアが告げると、審判役の若い男がこくこくとうなずいた。

　それから、観衆のほうへ向きなおると、広場中に響きわたる声で叫ぶ。

「みなさん、彼女こそ、今年のジャンヌ＝ダルクです！」

　おおおおおっ――と、広場にひときわ大きな歓声がわき上がった。

「ジャンヌだ、今年のジャンヌが決まったぞ！」

「だれよりも強く美しい、彼女こそ、まごうことなきジャンヌ＝ダルクだ！」

「優勝、優勝だ、今年はなんて華やかなジャンヌなんだ！」

　広場の観客たちは口々にシャトレアの優勝を讃たたえる。

　広場に大量の花吹雪が舞い散った。

　そんな中、シャトレアは、きょとん、として立ち尽くしている。

「……私が、ジャンヌだと？」

「そうだよ。剣術大会で優勝したら、明日のパレードでジャンヌ＝ダルクの仮装をして街を歩くんだってさ」

　リンツがシャトレアのそばへ歩み寄って、言った。

「ま、待て、私はジャンヌ＝ダルクになるつもりなどない。私はただ、あのシャンパンを君と飲みたかっただけで――」

「いいえ。伝統ある剣術大会の優勝者には、ジャンヌの役を全まつとうする義務がありますよ」

「……？」

　聞き覚えのある声に、二人が振り向くと。

　そこに、孤児院の子供たちを連れた、ユイス助祭がいた。

「お姉ちゃん、すごい、今年のジャンヌになるなんて！」

　コゼットが、ぽーっと尊敬の眼まな差ざしを送りながら叫んだ。

　子供たちはみんな、憧あこがれの目でシャトレアを見つめていた。気絶から目を覚まして起き上がった少女たちも、晴れやかな顔でパチパチと手を叩たたいている。

「む……」

　シャトレアはうなった。

「どうかよく考えてください。聖女ジャンヌ＝ダルクは、ランス市民の希望であり憧あこがれなのです。明日のパレードで、美しく神こう々ごうしいジャンヌ＝ダルクの姿を見れば、いま街の子供たちをおびやかしている〈青あお髭ひげ公こう〉の噂うわさなどたちまち吹き飛んでしまいますよ」

　にっこりと微笑ほほえむユイス助祭。

「……う、し、しかし」

　ちら、と救いを求めるように、シャトレアはリンツに目を向けた。

「えっと……僕はやるべきだと思う」

「リンツ!?」

　この裏切り者っ、という顔でシャトレアが睨にらんでくる。

「ユイス助祭の言う通りだよ。ランスの人たちにとって、ジャンヌ＝ダルクは希望の象徴なんだ。それに、なんていうか……」

　リンツは一瞬、ためらってから、口を開いた。

「シャトレアの着飾った晴れ姿を見てみたいし」

「……っ！」

　真しん摯しな目で見つめるリンツに、シャトレアはカアッと頬ほおを赤くする。

「リ、リンツは、本当に、わ、私の……晴れ姿を見たい……のか？」

「うん。シャトレアが、どうしても嫌だっていうなら、仕方ないけど」

「お姉ちゃん、あたし、お姉ちゃんのジャンヌが見たいわ！」

「……」

　シャトレアは、しばし、うーっとうなっていたが、

　やがて、決心したように、こくりとうなずいた。

「……わかった。私は君の〈城〉だ。城主マイスターがそれを望むのなら、わ、私はジャンヌ＝ダルクになろうではないか！」

　ほとんど自や棄けのような叫びだった。

「――ところで、ユイス助祭は、どうしてここに？」

　リンツが訊きくと、

「子供たちと夕食の買い物にきていたのですよ。私は教会から孤児院の世話役も仰おおせつかっていますから。……そうだ。せっかくですし、リンツさんたちも、ご一緒に夕食をいかがですか？　シャトレアさんのお祝いを兼ねて」

「食事、ですか」

　リンツとシャトレアは顔を見合わせた。

「はい。この子たちも喜びますよ。もちろん、ブランシェさんも一緒に」

「ああ、ブランシェはこの子たちと同じ孤児院の出身でしたね」

　リンツがつぶやくと、シャトレアが「む……」とうめいた。

「あたし、シャトレアお姉ちゃんとお話ししたい」

「お兄ちゃん、僕たちに歌を教えてよ」

　子供たちが口々に言ってくる。

　断る理由はない。シャトレアのほうも異存はないようだ。

「じゃあ、ごちそうになります」

　リンツが頭を下げると、ユイス助祭は穏やかな笑みを浮かべてうなずいた。

（そういえば、大勢でご飯を食べるなんて、孤児院にいた頃ころ以来だな……）

　はしゃぐ子供たちを見つめながら、リンツはひとりごちる。

（ジャン、アルカ、ライラット……みんないまごろどうしてるかな……）

　建築士ギルド〈石の兄弟団〉の経営する孤児院は、入所した孤児を建築士の徒と弟ていとして育てることを目的としているが、施設の子供全員が、リンツやエリッセのように、マイスターに拾われるというわけではない。子供たちの顔を見ながら、リンツは同室で仲のよかった、懐かしい仲間たちの顔を思い出していた。

　と。ぼんやりと上げた視線の先――広場から離れた建物のそばに。

　見覚えのある、紺色の制服を着た少女の姿があった。

　ちょうど、建物の中から出てきたところのようだ。

　その表情は険けわしい。なにか思い詰めたような顔をしている。

「……えっと、シャトレア、さ」

「どうした、リンツ？」

「ちょっと用事を思い出したんだ。みんなと先に戻っててくれないか？」

「……用事？　君ひとりでは危険だ。私も一緒についていくぞ」

「心配ないよ。ちょっとギルドの支部に寄っていくだけだから。規則ルールでメンバー以外の人は建物に入れないんだ」

　とっさにリンツは嘘うそをついた。ランスに〈石の兄弟団〉の支部はない。

「む、しかし、私は君の〈城〉としてだな――」

　言いかけて――シャトレアはハッと口をつぐんだ。

「……そ、そうか。わかった。いくら君の〈城〉とはいえ、個人的なことにまで口を出すのはよくない、な」

　もじもじと口ごもり、なぜか顔を赤くしていた。

「当然のことだ。マ、城主マイスターも年とし頃ごろの男子なのだからな。お祭りの日には、その、えっちな……版画が売られていたりするのだろう？」

「シャトレア……ちがうからな。っていうか、なんでそんなことは知ってるんだ!?」

「レティが教えてくれた」

（まったく、あの人は……）

　悪戯いたずらっぽく笑う猫少女の顔を思い出しながら、ひとつため息をつき――

（……っ、まずい！）

　路地の陰に消えたブランシェの姿を見失いそうになって、リンツはあわてて駆けだした。

「あ、リンツ――」

「またあとで！　暗くなる前には戻るから！」



    

  
    
      


第四章　襲撃



「ブランシェ――」

　建物の建ち並ぶ陰気な裏路地に入り、リンツが背後から声をかけると、

「……っ！」

　ブランシェ＝エステワールは半身をひねり、リンツの手首をつかんだ――そのまま素早く背後に回り、逆手にねじりあげる。訓練で身についた格闘騎士の基本動作だ。

「痛いててっ……あ……ぐあ……！」

「……リンツ君!?」

　派遣騎士の少女は驚きの声を上げた。ようやく、関節を極きめているのが知り合いの少年であることに気づいたようだ。

　ブランシェがあわてて手を離すと、リンツは肩を押さえながらうめいた。

「う、腕がちぎれると思った」

「ごめんなさい、いきなり背後に立たれるとつい反射的に」

　しっぽ髪を下ろし、しゅん、とうなだれる彼女。

「一人で事件の捜査をしてたのか？」

「え、ああ、うん……」

　ブランシェは気まずそうに目を逸そらした。

「ランスの自警騎士団は？」

「あ、あんな人たちの手なんて借りません。わたし一人で十分です」

「……？　でも、自警騎士団の駐屯所から出てきたんじゃ――」

　リンツが言いかけると、ブランシェは、むっとした顔で黙り込んだ。

（なんかトラブルがあったみたいだな……）

　中央から派遣された若いエリート騎士と地元の自警騎士団。なにがあったかは、なんとなく想像がつくけれど。

「リンツ君こそ、どうしたんですか？　連れの女の子とお祭りに行ったんじゃ――」

「あれ、なんで知ってるの？」

「今朝、宿の廊下で彼女と挨あい拶さつしたときに。私はリンツとお祭りに行くのだ――って言ってましたよ。すごく嬉しそうに」

「……そうなんだ。シャトレアなら、さっき広場で別れてきたよ」

「別れた……ハッ――まさか痴ち情じようのもつれ!?」

「なにが、ハッ――なのかわからないけど違うからね」

　リンツは半眼でつっこんだ。

（なんか、ブランシェって、ぜんぜんエリート騎士って感じがしないなあ）

「ああ、なるほど。普通に別れてきたという意味ですか……でも、どうして？」

「ん、なんていうか……」

　リンツは口ごもった。それほどたいした理由があったわけではない。

　だが、なんとなく、さっきのシャトレアを見ていて――思ったのだ。

　自分の存在理由をもとめて、長いあいだ大陸をさまよってきた〈放浪の城しろ姫ひめ〉。

　自分のことが知りたい――

　彼女はずっと、そんなあたりまえのことを求め続け、剣を振るって生きてきたのだ。

　あんなふうに、普通の女の子みたいにはしゃいだのは、初めてなんじゃないだろうか。

　表情はあいかわらずクールで、いつもとそんなに変わらないようにも見えたけれど。

　でも、屋台で食べ物をほおばっていたとき。同じ年とし頃ごろの女の子たちと剣術試合をしていたとき。少女たちにもみくちゃにされていたときでさえ、シャトレアは、はしゃいでいるように見えた。

　いつも自分は〈城〉だなんて言ってるけれど。シャトレアはきっと、彼女自身が思っているよりもずっと、普通の女の子なんだと思う。

　今日、彼女をジャンヌ＝ダルク祭に誘って、本当によかった。

　彼女には、このまま――楽しい気持ちのまま、今日という日を終えてほしかった。

　マルキア＝ギイのことを話せば、彼女は力を貸してくれるだろう。

　リンツ＝レンハイトの〈城〉として。

　あるいは、今後、彼女の力を借りなければならない状況になるかもしれない。

　でも、せめて今日くらいは。

　宿に帰って、子供たちと一緒にご飯を食べて、そのあとは、部屋でシャンパンをあけて。一騎にして千の兵を打ち倒す、伝説の〈城姫ベルクフリート〉などではない、普通の女の子として――普通の一日をすごしてほしかった。

　そんな、リンツなりの城孝行のつもりだったが、

（……って、シャトレアが聞いたら怒るだろうな）

　ブランシェは、喧けん騒そうの聞こえる大通りからますます離れ、人通りのほとんどない、薄暗い路地へと進んでいく。リンツはその背中を追いかけた。

　日のあたる場所のない路地は、湿った空気が漂ただよっていた。大陸のどの都市にも、こういった場所は存在する。そしてたいていは、浮浪児たちのたまり場になっている。

　ブランシェ＝エステワールが、おもむろに歩みを止めた。

「えっと……さっきから気になっていたんですけど」

「……？」

「どうしてついてくるんですか？」

　蒼あおいしっぽ髪が揺れ、彼女が振り返った。

「マルキア＝ギイの調査をしているなら、なにか手伝いたいんだ。捕つかまえれば、師匠が所属している〈廃園の使徒〉に繋つながる情報が得られるかもしれない。それに――」

　と、リンツは頭を掻かきながら、

「女の子が、一人でこんな路地に入るのは危ないよ」

「……」

　リンツの言葉に――ブランシェは、しばらく迷っていたようだったが、

「わかりました。もしかしたら、同じ建築士ギルドのメンバーにしかわからない手がかりなどもあるかもしれませんし。よろしくお願いします」

「うん、よろしく」

「暗くなる前には戻りますよ。このあたりは、あまり治安もよくありませんから」

　言うと、ブランシェは懐ふところから銀時計を取りだした。

　時刻を見ようとして――あっ、と小さく叫ぶ。

「どうしたの？」

「……壊れてる。さ、さっき団長の執務机に叩たたきつけたとき……」

　ブランシェは顔を真っ青にしてうめいた。

　銀時計の文字盤に大きな亀き裂れつが入っていた。針は完全に止まっている。

（団長の執務机に叩きつけた？）

　なんだか物騒な言葉が聞こえたような気がするが。

「ううっ、どうしましょう……」

　地面にガクッと膝ひざをつき、涙目になるブランシェ＝エステワール。

「えっと、もしかしたらそれ、直せるかもしれない。ちょっと貸してみて」

　リンツが手を差し出すと、ブランシェはうなだれたまま首を振った。

「修理なんて無理ですよ。ほら、完全に壊れてる」

「たぶん大丈夫だと思う。貸して」

「……う、うん」

　ブランシェは、小さくうなずくと、銀時計をそっとリンツの手に渡した。

　ずっしりと重い。

（本物の純銀だ……）

　銀細工の加工や歯車を使った機構の仕組みは、師匠に教わっていた。

　大きさはぜんぜん違うが、昔、市庁舎の時計塔の修理を手伝ったこともある。

　――イメージさえ明確ならば、修復するのはそれほど難しくはないはずだ。

　リンツは、〈刻印〉の刻まれた右手に、銀時計をしっかりと握り締しめた。

　――内部の構造を把握するために、意識を集中する。

（……ずいぶん複雑な機構だな。さすが親方級マイスタークラスの時計職人の作品）

「なにをする気ですか？」

「〈建奏術〉だよ」

「ギルドに伝承された秘儀、ですか――」

　ブランシェが息を呑のんだ。〈刻印〉に継承される職人の技術アート――ギルドの秘儀などというものは、普通の人にとっては、あやしげな魔術にしかみえない。それでも、派遣騎士の彼女には、ある程度の知識はあるようだった。

〈――汝なんじ、偉大なる建築士の王、四界の全すべてを測量し、設計した者よ――〉

　つぶやくように韻律コードを口ずさみ、精密な構造式を組み上げる。

〈建奏術〉第八の韻律コード――修復レストレーション。

　構造物をもとの形に修復する韻律コードだ。

　第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクション〉で造り上げた構造物が、ある程度の時間が経たつと自壊してしまうのに対し、修復されたものは、もとの構造物とほぼ同じ強度を保持することができる。

「――修復レストレーション」

　バヂッ――右手の〈刻印〉から、一瞬、蒼あお白じろい火花が散った。

　手の隙すき間まから小さな煙が上がる。

　リンツがゆっくりと、指を広げると、すっかりもと通りの姿になった銀時計があった。

　針もきちんと動いている。もっとも、時刻は数十分ほど遅れたままだが。

「……すごい」

　ブランシェが紺こん碧ぺきの目を見開いた。

「はい。時刻は自分で合わせて」

「……あ、ありがとう」

　リンツがもとに戻った銀時計を手渡すと、ブランシェは口元をほころばせた。

　その表情は、ちょっとドキッとするほど可愛かわいらしい。

　彼女にとって、よほど大切なものなのだろう。両手でそれを受け取ると、何度かつまみを回してから、そっと懐ふところに仕舞った。

　王室から下か賜しされる銀時計は、高潔な騎士の誇りそのものだ。

（そういえば、どうしてブランシェは……）

　――ふと、リンツは訊きいてみたくなった。

「あのさ、訊いてもいいかな――」

「はい？」

「ブランシェは、どうして騎士になろうと思ったの？」

「……」

　するとブランシェは、顔を赤らめ、あ、う、と困ったように目を逸そらした。

「えっと、その……わ、笑わないですか？」

「もちろん」

　リンツはこっくりとうなずいた。

　ブランシェは意を決したように、たっぷりと息を吸い、

「――この街の女の子が騎士に憧あこがれる理由なんて、ただひとつですよ」

　しっぽ髪を揺らして歩きだしながら、彼女は、そうつぶやいた。

「騎士に憧あこがれる理由？」

　リンツは、ふと、頭をめぐらした。

　――そして、すぐに思いあたる。

「ジャンヌ＝ダルクか」

「はい。リンツ君は、広場の剣術大会を見ましたか？」

「うん」

　――そうだ。さっき、剣術大会に集まっていた少女たち。

　中には、ふだんは剣なんてほとんど握ったこともない子だっていたはずだ。

　あの女の子たちは、みんな、ジャンヌ＝ダルクに憧れていたんだ。

「私もあの子たちと同じです。これ、あんまり人には話したことないんですけど、孤児院に拾われる前、私はこういう路地にたむろする武装窃盗団のメンバーでした」

　埃ほこりっぽい路地の石畳を踏みしめながら、ブランシェはつぶやいた。

「へえ、そうなんだ……って、ええっ！」

　リンツは思わず素すっ頓とん狂きょうな声を上げていた。

　驚くリンツに、ブランシェはちょっと傷ついたような顔になる。

「うー、リンツ君、ひどい……」

「あ、ご、ごめん、武装窃盗団っていうのが、いまのブランシェのイメージとかけ離れすぎてて……その、意外だったから」

　リンツはあわてて謝った。

「みんなが生きるためには仕方なかったんですよ。集団で観光客の財布を擦すったり、パンを盗んだり、巡礼者が教会に落としていく寄付金をかすめとったり――私、昔から喧けん嘩かだけは強かったから、仲間を捕つかまえにくる自警騎士団と戦ったりもしてたんですよ」

　ぐっと拳こぶしを握り、さらっとすごいことを言い出す、ブランシェ＝エステワール。

「……」

　リンツは口をぽかんとあけていた。

　ある意味、レティが小国の王女様だと聞いたとき以上の衝撃だった。

（なるほど。だから格闘騎士……）

（っていうか、それっていったい何年前のことなんだ!?）

　……なんとなく、怖くて訊きく気になれなかったが。

　でも――と、ブランシェは足を止め、つぶやいた。

「そんなすさんだ生活の中でも、いつか、ジャンヌ＝ダルクみたいになれるんだって希望をいだいてました。だって、貴族でもなんでもない十七歳の少女が、祖国を救ったんですから。私だって彼女みたいな高潔な騎士になれるって」

　その決意だけを胸に、彼女はパリで厳しい銃士隊の訓練に明け暮れた。

　己の唯一の武器である、銃と格闘術だけを、ひたすら磨き続けたのだ。

　大通りから聞こえてきていた祭りの喧けん騒そうは、もうほとんど聞こえない。

　彼女はゆっくりと白い息を吐いた。

「でも、想おもっているだけじゃ、夢はかなわない。一歩ずつでも、自分の足で前に進まないと、って。それを教えてくれたのは、同じ孤児院の仲間たちでした」

　言葉を切って――その歩みがふいに止まる。

　彼女の表情が急に厳しいものになった。

「……どうしたんだ？」

「この路地です。昨日、靴屋の娘のルセーヌが姿を消したのは」



　　　　　　　◇



「――姿を消した？」

　リンツは訊きき返した。

　あたりを見回す。そこは住宅区画ではない。建材などを並べた倉庫街だった。

　ブランシェは、鋭い眼まな差ざしであたりを見回しながら、手帳を取りだした。

「はい。祭りの最中に友達とはぐれたみたいで、昨日の夜から姿が見えないと自警騎士団に通報があったそうです」

「……」

　リンツはゾッとして口をつぐんだ。

（ほんの数時間前に、この場所で誘拐事件があったのか）

「マルキア＝ギイの仕業か……」

「いえ、それが――事件の記録を調べていて、ひとつ気になったことがあるんです」

「気になったこと？」

　ブランシェはうなずいて、手帳をめくった。

　事件に関する情報が、几き帳ちよう面めんな字で、びっしりと書き込まれていた。

「過去の資料を調べていて、あることに気づいたんです。〈青あお髭ひげ公こう〉の噂うわさが出たのはここ二週間のこと。でも、子供の行方ゆくえ不明事件そのものは、二年くらい前から一定の間隔で起きていたんです。最近になっていきなり増えたわけじゃない」

「……？　だって、マルキア＝ギイに彫刻された少女が四人いたって――」

「日付が合わないんです」

　ブランシェが静かにつぶやいた。

「え？」

「発見された彫像のかけらを彫刻師ギルドに持ち込んで鑑定したところ、ここ二週間のあいだに、石の彫像にされた少女は一人でした。つまり、他の三人の少女は、マルキア＝ギイがバスティーユから脱獄する前に誘拐されていた」

「……っ!?」

　リンツの心臓が早鐘を打つ。

　なにか――とてつもなくいやな予感がした。

「それじゃあ――」

「はい。私もランスで資料を調べるまでは知りませんでした。この街で起きている誘拐事件は、殺人鬼マルキア＝ギイの犯行だと思っていました。でも……」

「……」

　リンツが息を呑のんだ――そのとき。



「――うふふ、ようやく会えたなあ。マイスター・ストランゼンの徒と弟てい」



　ゾクリ――

　背筋に戦せん慄りつが走った。

　ゆっくりと。振り返る――と。

　そこに――手足の異様に長い、蜘く蛛ものような〈怪物モンストル〉がいた。

　怪物は、石造りの建物と建物のあいだに、手足を突っぱっていた。

　白はく濁だくした左眼の眼球。剃そり上げた禿とく頭とうには生々しい拷ごう問もんの傷きず痕あと。

「……っ、マイスター・マルキア＝ギイ!?」

　ブランシェ＝エステワールが叫んだ。

　彼女は即座に反応し、拳けん銃じゅうを抜いて構えた。

　無警告で発砲。建物の石壁がパッと散った。

「うふふ、ふ、城主マイスターが〈城〉を留守にしてはいかんよなあ？」

　飛び退のいた怪物――マルキア＝ギイは大きく裂けた口を開け、ニタニタと嗤わらっている。

　――いや、嗤っているというよりは、筋肉が痙けい攣れんしているというほうが近い。

（シャトレアのことを知っているのか……!?）

　リンツは真上を見上げながら、息を呑のんだ。

「鉄仮面卿きようには、まだ手を出すなと言われておるが……うふふ、出会っちまったもんは、しょうがねえよなあ。いい素材を見つけたら、彫刻せずにはいられない。それが彫刻家の性さがってもんだ。うふふ、ふ、ふ……」

（……鉄仮面卿!?）

　怪物の口から洩もれた、因縁めいたその名前に、リンツはハッとする。

　ヴォーバンと共にエリッセを〈城姫〉にしようとした、リール要よう塞さいの総監。

　まさか、事件の背後には、あの男がいるというのか――!?

　頭上から、マルキア＝ギイの異様に長い腕が振り下ろされた。

　リンツが後ろに跳び下がったその瞬間、石畳の地面が砕け散る。

「……っ！」

　マルキア＝ギイの両手には鋭い彫刻刀が握られている。

　あんなものを振り下ろされれば、人間の頭ず蓋がいなど簡単に砕かれてしまうだろう。

「退さがってください！」

　ブランシェが叫んだ。

　騎士の武装――〈鋼の鉄槌アイゼン・ハンマー〉を構え、リンツをかばうように立った。

「脱獄犯マルキア＝ギイ、あの男は私が捕らえます」

「……」

　リンツはその場を動かない。

「……リンツ君？」

　ブランシェが眉まゆをひそめた。

「逃げないよ」

「なっ、なに言ってるんですか！」

「大切な人を置いて逃げるのは、もうたくさんなんだ。僕はもう逃げないって決めた！」

　リール要塞で〈城姫〉になったエリッセを残して逃げてきた。

　あんな思いは、もう二度としたくない！

「〈建奏士マイスタージンガー〉リンツ＝レンハイトが銘を刻む――」

　走りながら、頭の中で構造式を展開。

　マイスター・ストランゼンから継承した〈刻印〉に雷火をまとわせる。

〈建奏術〉第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクション〉。

　手を触れた構造物を別の構造物に造り替える技術アート。

　だが――

「遅いな――」

　刹せつ那な。マルキア＝ギイの腕が伸びてきた。

「……っ!?」

　リンツは、雷火をまとわせた掌てのひらを、とっさに地面に叩たたきつけた。

　ガッ――彫刻刀を持った手が、リンツの前に出現した石壁をごっそりえぐる。

「うふふ、みごとみごと。いまので腕の一本はもらってくつもりだったが！」

　リンツのこめかみをひと筋の汗がつたう。〈練兵場〉の機能を持つシャトレアと、毎日、鍛錬していなければ見切ることさえできなかった。

（あの鞭むちみたいなしなりは……!?）

　パンッ――マルキア＝ギイが着地した瞬間を狙ねらい、ブランシェが発砲した。

「ふぎゃっ！」

　マルキア＝ギイがつぶれた奇妙なうめきを上げてのけぞった。

　左腕に命中したようだ。練達のマイスターによって鋳ちゆう造ぞうされた最新式とはいえ、拳けん銃じゅうの精度などそう高いものではない。すさまじい射撃の腕だった。

「――マルキア＝ギイ、攫さらった少女たちの居場所を吐いてもらう！」

「はて、なんのことだ？　ここで彫刻の素材なら拾ったがね」

　マルキア＝ギイがニッと嗤わらう。

「……っ、このおおおっ！」

　あからさまな挑発に、ブランシェが激げつ昂こうした。

　紺こん碧ぺきの瞳ひとみを凛りんと燃え上がらせ、走り込む。

　引き絞られた弓のごとき鋼はがねの拳こぶし。決して折れることのない、格闘騎士の剣。

　負傷したはずの左腕の側へ回り込み、顎あごを砕く一撃を放はなつ――

「ブランシェ、だめだ、そいつの左腕は――」

「うふふ、すぐに頭に血が上るのが、騎士のよくないところだ」

　マルキア＝ギイの左腕が旋回する。

　次の瞬間。伸びた腕が、ブランシェの胴を鞭のように薙ないだ。

「かはっ――」

　弧を描いて吹き飛ばされる、ブランシェ＝エステワールの小柄な体たい躯く。

　石畳に叩きつけられた彼女の上に、再び腕が伸びる――

「銃が……効かない……そんな――」

　愕がく然ぜんとしてうめく彼女。

「うふふ、驚いたかい、派遣騎士のお嬢ちゃん？」

「……のっ、化物っ……」

　ブランシェは、首をつかむその手を両手でへし折ろうとするが、まるで手ごたえが感じられない。ぶよぶよと悪夢のような感触が喉のど元もとを絞め上げる。

「ブランシェ、そいつの手は義手だ！」

「その通り」

　マルキア＝ギイがニッと嗤わらった。

　内部に伸縮自在の鋼線ワイヤーを仕込んだ義手。

　マイスター・ストランゼンに切り落とされた左腕。

　構造式を展開しつつ、走り込むリンツに向かって――

「はやるなよ、貴様はあと回しだ、マイスター・ストランゼンの徒と弟てい！」

　義手ではない、もう片方の腕が振り下ろされる。

　一瞬の銀ぎん閃せんがひらめいた――刹せつ那な。

「……ふ……ぐっ！」

　リンツの腹部から赤い血がほとばしった。

　放はなたれた彫刻刀がリンツの腹をえぐったのだ。

「……ぐ、あああああああっ……！」

　リンツは膝ひざを折って血ち溜だまりの海にうずくまった。

　腹の肉がごっそりとえぐれていた。即座に命にかかわるほどの致命傷ではないが――激痛に立ち上がることができない。

「うふふ、貴様はこの娘をくびり殺したあとで、じっくり削ってやるからな。一枚一枚、丁寧に皮をそぎ落として、な。うふふ……マイスター・ストランゼンに味わわされた屈辱を、貴様で晴らしてやる」



    

  
    
      



    

  
    
      「……っ、あぐ……」

　首を絞められたブランシェ＝エステワールの顔が、みるみるうちに青ざめていく。

　マルキア＝ギイの義手をつかむ彼女の指には、もう力が入っていない。

　孤児院の仲間たちの光に――希望になりたいと。

　ジャンヌ＝ダルクのような高潔な騎士になりたいと願っていた少女。

　彼女の四肢がだらりと垂れ下がり、その紺こん碧ぺきの瞳ひとみから、意志の光が失われていく。

（ブラン……シェ……）

「さて、リンツ＝レンハイト、この娘が窒息死するまでに、彫刻師の親方マイスターである俺おれが、彫刻の極意を特別に講義してやろう」

　マルキア＝ギイがニタニタと嗤わらう。

「最高の彫刻家は、素材となる石を削けずって削って、存在の本質を露あらわにする」

（……くそ、意識が……）

　霞かすむ視界の中で、リンツはあたりを見回し――

「……っ！」

　目の前に、ブランシェ＝エステワールの落とした拳けん銃じゅうがあった。

　震える指先で、リンツはその銃じゆう把はをつかんだ。

　硬く――冷たい鋼はがねの感触。血ち糊のりにまみれた手で握り込む。

（〈建奏術〉――〈再構築リ・ストラクション〉）

　激痛に呻うめきながら、構造式を展開――〈刻印〉からほとばしる雷火が銃身に宿る。

「ルネサンス期の偉大なマイスター・ミケランジェロは、巨大な大理石の塊かたまりの中に、ダヴィデの像を視みた。彼はあのみごとなダヴィデ像を創ったのではない。あるべきものの本質を削けずりだしたにすぎないのだ。さあ、ここで私は問おう。彫刻によって浮き彫りにされる人間の本質とは何か――答えてみたまえ、マイスター・ストランゼンの徒と弟てい」

（……っ！）

　リンツは血ち溜だまりの中にうつぶせに倒れていた。

　マルキア＝ギイの位置から、拳銃は見えていないはずだ。

　相手の注意を逸そらすために、リンツは意識を振り絞って答えた。

「師匠は言っていた。あらゆる事物、事象の絶対本質、そんなものを知るのは神だけだ。だからこそ、人間は何かを創り続けることができるのだ――って」

「残念、不正解だ」

　マルキア＝ギイはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「人間の本質は、血と骨だ。だから俺は、人間を血と骨になるまで削る」

　マルキア＝ギイが、ブランシェ＝エステワールの首をへし折ろうと力を込める――

　刹せつ那な。

「マルキア＝ギイ、この三流彫刻師！」

「ぬ!?」

　リンツの叫びに、マルキア＝ギイの顔が憤ふん怒ぬにゆがんだ。

　その一瞬の空くう隙げきに――

（あの銀時計が修復できたなら――できるはずだ）

　拳けん銃じゅうの構造を〈再構築リ・ストラクション〉。

　外観はそのままに――中身だけを組み替える。

「はっ、お嬢ちゃんほどの腕があるならともかく、その距離では銃など――」

（だまれ――）

　その拳銃を――マルキア＝ギイめがけて、ぶん投げた。

「はっ、それがどうした！」

　放物線を描いて飛来したそれを、マルキア＝ギイは右手ではねのける。

　パンッ――

　瞬間。乾いた破裂音が路地に響きわたった。

「おっ、あああああああああああっ！」

　マルキア＝ギイが、ブランシェの首から義手を離した。

　叫びながら、べっとりと血にまみれた禿とく頭とうを押さえてのたうちまわる。

「き、貴様、貴様あああっ、なにをしたあああっ！」

「……わざと、暴発するように……中身を組み替えた」

　リンツは、肩で息をしながら、ゆっくりと、血ち溜だまりの中から立ち上がった。

〈建奏術〉の構造式を編むには高い集中力を必要とする。朦もう朧ろうとした意識の中で、構造物を造り出せる可能性はかなり低かった。だが、そんな状態でも――拳銃の中身をめちゃくちゃにすることはできる。

　超精密な機構を持つ拳銃だからこそ、中身をわずかに変化させるだけで、暴発を引き起こすことができたのだ。

　片手でわき腹を押さえながら、引きずるような足取りで、リンツはブランシェのそばへ歩みよる。ブランシェ＝エステワールは激しく嘔え吐ずきながら、ぐったりと倒れこんだ。

「ブラン……シェ、大丈夫か？」

「……う……ん」

　弱々しくかぶりを振り、うなずく彼女。

「よくも、よくもよくもよくもおおおっ、糞くそ餓が鬼きがああああっ！」

　顔を押さえた指の隙すき間まから、憎々しげな視線がこちらへ向けられる。

　マルキア＝ギイの顔の右半分が焼けただれていた。

　ブランシェが、咳せき込みながら、ゆっくりと立ち上がった。

　呼吸を整え、鉄鋼仕込みの拳こぶしを構える。

「マルキア＝ギイ……あなたを逮捕する！」

「……っ、不覚をとった！」

　刹せつ那な。マルキア＝ギイが跳んだ。

　異様に長い足を地面に叩たたきつけ、バネのように跳ねた。

　建物の屋根を跳び越えたかと思うと、耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを上げながら消えていった。

「……っ、逃がしたか……」

　ブランシェは灰色にけぶる空を見上げて唇を噛かんだ。

　それから、ハッとして振り返る――

「……リンツ君？」

　リンツは、地面にうつぶせになって倒れていた。

　真っ赤な血ち溜だまりが石畳の地面に広がった。

「……リンツ君っ！」
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「む……」

　シャトレアは目を閉じ、精神を研とぎ澄すませていた。

　握り締しめた鋼の刃やいばが小刻みに震えている。

　ふっと息を吸い込み――

「――はあっ！」

　ダンッ！

　渾こん身しんの力を込めてそれを振り下ろした。

「……っ、ど、どうだ？」

「うん、いいんじゃないかな。タマネギのつぎは、ジャガイモだよ」

「わかった……」

　シャトレアは額ひたいの汗を拭ふきながら、コゼットから、タマネギの入った皿を受けとった。

　――あのとき、シャトレアが一人でおとなしく帰った理由が、これだった。

　リンツに手料理をふるまって、おどろかせようと思ったのだ。

（私が、剣以外のこともそれなりにできるのだと見せてやるのだ）

　不器用な手つきで包丁を握り締め、ぐっと唇を噛かみしめる。

（しかし、これは、剣の扱いよりはるかに緊張するな……）

　包丁を振り上げ、ズダンッ――ジャガイモに振り下ろす。

　ズダンッ、ズダンッ――

　シャトレアが包丁を振り下ろすたび、食材があらぬ方向へ飛んでいく。

「お姉ちゃん、なんだかこわい……」

　子供たちがうしろでひそひそ話していた。

　料理を作るとはいってみたものの、シャトレアは包丁を握るのは初めてだった。

〈城〉には〈王の饗きよう宴えん〉の機能アビリティもあるのだが、これは、庶民が聞いたこともないような異国の香辛料や、貴族の食卓に並ぶような高級食材を前にしたときにしか発動しないという、なんとも限定的で使えない機能なのだ。

　ズダンッ、ズダンッ、ズダンッ、ズダンッ――

（くっ、千の兵を薙なぎ倒す〈城姫〉たる私が、こんなこともできないとは情けない。エリッセ＝イストバラドは、城主マイスターに手作りの料理をふるまっていたというのに……）

　タマネギで涙のにじむ目頭を押さえながら――

　ふと、たったひとりで、大陸を放浪していたときのことを思い出す。

　ほんの数週間前まで〈放浪の城姫〉として、あてもなく大陸をさまよっていた。

　その頃ころは、食物など腹に入ればなんでもよかったはずだ。あるいは――〈城姫〉になる前の自分は、剣の代わりに包丁を握っていたことがあったのだろうか。

　ズダンッ――切り飛ばされたジャガイモが床に転がった。

　拾おうとして身をかがめた、そのときだった。

　廊下の向こうで扉が開く音がした。

「リンツ……？」

　シャトレアは、ジャガイモを手に持ったまま廊下に出ていき、

「なっ――!?」

　リンツが、ブランシェに背負われて、孤児院の中に入ってくるところだった。

「き、君たちは二人でいったい何を――」

　と、言いかけて、気づく。

　派遣騎士、ブランシェ＝エステワールの蒼そう白はくな顔。

　廊下に落ちる――赤い、

（血……!?）

「――リンツ！」
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　目が覚めると、ベッドの上にいた。

（あれ、なんか、前にもこんなことがあったような……）

　朦もう朧ろうとする頭を振りながら、リンツはゆっくりと起きあがる。

「……っ！」

　わき腹の痛みに顔をしかめ、顔を上げると、

「……？」

　ベッドの周囲に、壮そう麗れいな〈城壁〉が浮遊していた。

「な、なんだ、これ……？」

「驚くことはない。〈城〉の機能アビリティ――〈医療施設〉を展開しているだけだ」

　どこからか、シャトレアの声が聞こえてきた。

　振り返ると、〈城砦化フォートレーション〉状態のシャトレアがそこにいた。

　悄しよう然ぜんとした顔でベッドの端にすわっている。

「シャトレア……」

「ブランシェ＝エステワールから話は聞いた。例の殺人鬼に襲撃されたそうだな」

「うん……」

　うなずきながら、リンツはシーツをぎゅっと握り締しめた。

（僕はなんて間抜けだ……）

　彫刻師マルキア＝ギイ――ランスで少女を攫さらっている殺人鬼。そして、マイスター・ストランゼンに繋つながるかもしれない男を、捕らえることができなかった。

（それに……）

　――と、ベッドに腰掛けたシャトレアのほうをちらっと見る。

　蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみがかすかに揺れていた。

（……また、シャトレアに心配をかけちゃったな）

　今日だけは。彼女に楽しいまま一日を終えてほしかった。

　そう思っていたのに。

「……ブランシェは？」

「彼女なら大丈夫だ。気分が悪いから、部屋で休んでいると言っていた」

　シャトレアは静かに首を横に振る。

「すまない、リンツ……やはり私がついているべきだった」

　声に、悔恨の色がにじんでいた。

「守るべき城主マイスターを守れぬ〈城〉になど、なんの価値もない」

「そんなこと――」

　言いさしたリンツの言葉を、シャトレアはさえぎった。

「私にできるのは、剣を握って君を守ることくらいなのに、それさえもできなかった」

「なに言ってるんだよ、シャトレアはなにも悪くない」

「城主マイスターが命の危機に陥おちいっていたというのに、私は――」

　シャトレアは消沈した声でつぶやいた。責任感の強いこの〈城〉は、リンツが眠っているあいだも、ずっと自分を責めていたにちがいない。

　生き真面目まじめなのもいいかげんにしなよ、と半身を起こしかけて。

「動いてはだめだ」

　リンツの胸を、シャトレアはそっと押しもどした。

「まだ治療がおわっていない。安静にしていろ」

「う、うん……」

　リンツは素直にしたがった。

「すこし、熱があるか？」

　シャトレアが心配そうに顔を覗のぞき込み、額ひたいに手をかざした。

　やわらかく、ひんやりとしたその感触に、思わずドキッとしてしまう。

「大丈夫だよ。ありがとう」

「お腹なかは、空すいていないか？」

「え？　ああ、うん……ちょっと」

　言われてみれば、たしかにお腹が空いていた。

　えぐられた腹のあたりをさすると、傷口がじくじくとうずいた。

「あまり消化の悪いものは、傷にさわるだろうが、シチューくらいなら食べられるだろう。ある程度は滋養のあるものをとっておいたほうがいい」

「……わかった。食べるよ」

　リンツがうなずくと、シャトレアはドアを閉めて出ていった。

　リンツはベッドに寝直すと、ぼんやりと天井の木目をながめた。

（……そういえば）

　――と、思い出す。

　マルキア＝ギイに襲撃される直前に、ブランシェとしていた会話のことだ。

　ブランシェ＝エステワールは、少女の彫像の作られた日付が合わないと言っていた。

　つまり、それは――

　ランスの街で誘拐事件を起こしている〈青あお髭ひげ公こう〉。

　攫さらった少女に〈王冠クローネ〉の〈刻印〉を刻み、彫像にした人物は。

　バスティーユから脱獄した殺人鬼、マルキア＝ギイではないということになる。

　だとすると。

（……カモフラージュか）

　本来の誘拐の目的を隠すために、何者かが、殺人鬼マルキア＝ギイと結けつ託たく、あるいは利用しているのだとしたら。

　――だが、なんのために。

　リンツが眉まゆをひそめた、そのとき。

　部屋のドアが開き、大きな寸胴鍋を抱えたシャトレアが入ってきた。

（ええっ！）

　リンツは思わず跳ね起きそうになった。

　……なにかの焦こげたような、ものすごい異臭が漂ただよっている。

　ぐつぐつと煮え立つ寸胴鍋。

　城に籠ろう城じようした兵士が、城壁をよじのぼってくる敵兵に対し、城門に設けられた〈殺人孔マーダー・ホール〉から煮えたぎった油を浴びせかけるというが――

　リンツはなぜかそれを思い出した。

「こ、これは……？」

「シチューだ。私が作った」

「シャトレアが？」

「ああ。コゼットたちに、作り方を教えてもらったのだ」

　シャトレアは、こほん、と咳せき払ばらいしてから、大きめの木き匙さじを手にとった。

「え？」

「その姿勢では食べられないだろう。だから」

　顔をわずかに赤らめながら、

「わ、私が、食べさせてやる」

「……っ、いや、いいよ、自分で食べるから！」

　リンツはあわてて首を横に振った。

「遠慮することはない。せめてこれくらいの世話はさせてくれ」

「いや、いいって――」

　はむっ。

　リンツが口をあけた瞬間。シャトレアは、まるで剣を突き込むようないきおいで、リンツの口に木匙を突っ込んだ。

「む、むぐぐぐ……」

　舌先に感じる濃厚な苦にが味みに、リンツは顔をしかめるが、

（……あれ？）

　意外とおいしい。グラタンみたいだ。

　表面は真っ黒く焦げついていたが、中身はちゃんとしたシチューだった。

「ど、どうだ？　気を遣うことはない。素直な感想を聞かせてくれ」

「うん、うまい。師匠の作ったやつよりはぜんぜんおいしいよ」

「……それは、褒ほめられているのかどうか、いまひとつわからないが」

　シャトレアはむっと不満そうに眉をひそめた。

「ああ、ごめん。すごくおいしいよ」

「そ、そうか……」

　シャトレアの頬ほおがわずかにほころんだ。

（まあ、エリッセにはまだまだかなわないな……あたりまえだけど）

　――とは、無論、口には出さずにひとりごちる。

　リンツはグラタンのようなシチューを呑のみくだしながら、ふと、と思い出した。

「……えっと、ごめん。昨日は、シャンパンあけようって言ってたのに」

「君の傷が癒いえたら杯さかずきを交わそう。そのときを楽しみにしている」

「うん」

　リンツは、なんとはなしに、宿の部屋の窓から外を見やった。

　たしか、今日はジャンヌ＝ダルク祭の最終日だ。

　大通りは人であふれ、大きな山だ車しがゆっくりと運ばれていくのが見える。

「そういえば、午後はパレードだな。シャトレア、衣装の準備とかはできてるのか？」

　シャトレアのほうを見て、訊たずねると、

「なっ……！」

　彼女は蒼あおい目を見開いて絶句した。

「リンツ、君はなにを考えているのだ！」

　耳元で声を荒あららげる。

「……？　だって、ジャンヌ＝ダルクになってパレードに出るって、昨日」

「ばかな」

　シャトレアは首を振った。

「君の〈城〉たる私が、こんな状態の君を放ほうっておけると思うのか？」

「……」

　こんどは、リンツが絶句する番だった。

「な、なに言ってるんだよ、シャトレアは出なきゃだめだ！」

　ベッドから跳ね上がるいきおいで、叫ぶ。

「……っ！」

　腹部に鋭い痛みが走った。傷口が開いたらしい。

「なにをしているっ、まだじっとしていなければだめだ！」

「ジャンヌ＝ダルクは、この街の子供たちみんなの希望なんだ」

　痛みに耐え、半身を起こしながら、リンツは喘あえぐように言った。

　孤児院の子供。剣術大会に出ていた少女たち。

　そして、ジャンヌに憧あこがれて騎士を目指した、ブランシェ＝エステワール。

　いや、それだけじゃない。ランスを解放した救国の聖女は、人ひと攫さらい事件におびえる街の市民全員の希望のはずだ。

「シャトレア、パレードに出てくれ。頼む」

　リンツはシャトレアの肩をつかんで頼み込んだ。

　シャトレアがひあっ、と変な声を上げる。

「し、しかし、君は――」

「こんな怪け我が、モン＝サン＝ミシェルにやられたときにくらべれば、なんともないよ」

　えっと、それに……と、シャトレアの目をまっすぐに見つめ、

「む？」

「僕は、シャトレアの晴れ姿を見たい」

「――っ！」

　シャトレアの顔が耳まで真っ赤になった。

　しゃん、と背筋を伸ばして居住まいをととのえる。

「……そ、それは、城主マイスターとしての命令か？」

「……えーっと、うん」

　リンツはためらいがちに、こくり、とうなずいた。

　ちょっと卑ひ怯きようかな……と思いながら。

　城主マイスターと〈城姫ベルクフリート〉のあいだに、なにか契約関係のようなものがあるわけではないのだが――なんとなく、出会ったときから、シャトレアはこだわっているように見えた。

　シャトレアは、こほん、と咳せき払ばらいした。

「……そういうことなら、しかたあるまい。私が選んだ城主マイスターの命令にしたがうまでだ」

「ありがとう。シャトレアのジャンヌを見れば、子供たちもみんな喜ぶよ」



　　　　　　　◇



　その部屋のドアの前で――

　ブランシェ＝エステワールは、唇を白くなるほど噛かみ締しめた。

（私は、騎士失格だ……）

　懐ふところの銀時計――彼の修理してくれた騎士の証あかしを握り込む。

（……なにもできなかった。守れなかった）

　街のごろつきや小悪党なんかとは違う、本物の殺人鬼相手に、手も足も出なかった。

　怖かった。生まれて初めて、死を覚悟した。

（騎士の私が守らなきゃならないはずなのに）

（彼に助けられて、あげくに怪我までさせて……）

（なにがジャンヌ＝ダルクになる、よ！）

　拳こぶしを壁に叩たたきつけようとした、そのとき。

「あ……」

「む」

　ギイ――と、ドアが開き、中から出てきた甲かつ冑ちゆう姿の少女と鉢はち合あわせした。

「あの、リンツ君は……！」

「簡単な治療はほどこしておいた。命にかかわる傷ではないようだ」

　白銀の髪の少女は短くうなずいた。

　そのまま、廊下を歩いていこうとするのを、ブランシェは呼び止めた。

「あ、あの――」

「……」

「ごめんなさい」

　彼女は立ち止まり、振り返った。

「私は……騎士なのに、なにもできなかった」

「そうか」

　シャトレアは、厳しい眼まな差ざしを向けてきた。

「それで――君の剣は、もう折れてしまったのか？」

「え？」

（私は……私の剣は……）

　静かに立ち去っていく、シャトレアの後ろ姿を見やりながら――

　ブランシェは、銀時計を握った拳をぎゅっと胸に押しあてた。



    

  
    
      


第五章　闘技場



　ジャンヌ＝ダルク祭の衣装の着付けを手伝ってくれたのは、コゼットだった。

　ジャンヌの衣装は毎年、デザインの違うものがランス市から支給される。

　宿の二階にとってある部屋で、シャトレアは衣装に着替えていた。

「わあ、お姉ちゃん、すごい似合うわ！」

　ドレスのコルセットを締しめ上げながら、コゼットがはしゃいだ声を上げた。

「そ、そうか？」

　と、シャトレアは戸惑ったように自分の姿を見下ろした。

「なんだか、胸元がきついのだが……」

「そ、それは、お姉ちゃんの胸がおっきすぎるから……」

　コゼットは唇をとがらせ、ごにょごにょとつぶやいた。

　背中と胸元の大きく開いた、鋼はがねの甲かつ冑ちゆう。

　あちこちに宝石をちりばめ、金糸の刺し繍しゆうをあしらった純白のドレス。

　華美な装飾のほどこされたティアラ。

　それは、肖像画などに描かれているジャンヌ＝ダルク像とは、だいぶイメージの異なる、無意味に派手で露出度の高い衣装だった。

「ほ、ほんとうに、この衣装で街を練り歩くのか？」

「そうよ。今年の衣装は、織しよつ工こうギルドのマイスター・フランソワーズが、従来のジャンヌのイメージを大胆にアレンジした意欲作なんだから」

「私は普通のものがよかった……」

　シャトレアがぐったりと肩を落とした。豊満な胸がぎゅっと締しめつけられる。

「えー、とっても似合ってるのに」

「ばかな……わ、私は〈城〉だ。このような華美な衣装など、似合うわけがない！」

「そんなことないよ。あ、だったらリンツお兄ちゃんに聞いて――」

「ま、まて！」

　走り出そうとしたコゼットの襟首を、シャトレアがつかまえる。

　――と、そのとき。

「シャトレア!?」

　ちょうど宿の階段を下りてきたリンツと鉢はち合あわせした。

「……っ、リ、リンツ、怪け我がは!?」

「うん、シャトレアのおかげで、なんとか歩けるようには――って、その恰かつ好こう」

　リンツの顔が瞬時にカアッと赤くなった。

　その視線は、大きく開いたシャトレアの胸元へ。

　シャトレアは声にならない悲鳴を上げた。

「……う、あ……こ、これは……ジャンヌが……しかたなくだな……」

　もじもじと指をからめるシャトレアを見て、コゼットがにんまりと笑った。

「お兄ちゃんは、この衣装、どう思う？」

「ど、どうって……えっと、すごい、綺き麗れいだ。似合ってると思う」

　リンツが、どぎまぎしながら素直な感想を告げると、

　カアアアアアッ！

　シャトレアの顔はいよいよ耳まで真っ赤に染まった。

「だ、だまれっ！　私は〈城〉だっ、このような衣装など似合うわけがない！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　宿の中で〈城砦化フォートレーション〉しようとする彼女。

「わ、シャトレア、やめろ！」

「な、なんだ？　……地震か!?」

　木造の建物がガタガタと激しく揺れ、宿の宿泊客がいっせいに部屋のドアを開けた。



　　　　　　　◇



　三日目の午後。ジャンヌ＝ダルク祭の目玉であるパレードがはじまった。

　この日は、ランスをおとずれる旅人が一年で最も多くなる日だ。勇壮な楽隊の奏かなでる軍楽の大合奏。紙吹雪の舞う大通りを、ジャンヌ＝ダルクの一行が行進する。

　ジャンヌに随行するのは、それぞれ個性的な衣装を身にまとった将軍たちだ。

　ラ・イール、アランソン公、リッシュモン大元帥、〈オルレアンの私生児〉デュノワ伯。

　だが、〈青あお髭ひげ公こう〉ジル・ド・レイ元帥の姿はそこにはない。

　白いポニーの背にまたがるのは、ジャンヌに導かれ、ランスで戴たい冠かん式しきをおこなったフランキスカ国王シャルル七世だ。国王をはじめ、将軍たちの背がなべて低いのは、扮ふん装そうしているのがみな十代前半の少年たちだからである。

　パレードの主役であるジャンヌ＝ダルク――シャトレアは、王家の紋章を描いた戦旗を振りながら先頭を歩いている。

　シャトレアも体格は小柄なほうなのだが、織しよつ工こうギルドのマイスターがデザインした派手な衣装と、人並み外れた容姿のせいで、群衆の中にあってもひときわ目立っていた。

　あとに続く兵士たちは、六歳以下のもっと幼い少年たちだ。木剣と鍋なべのふたで作った盾をガチャガチャ鳴らしながら歩いている。周囲にはランスの自警騎士団が抜け目なく配置され、パレードを見ようと押し寄せる群衆を必死に押さえていた。

　パレードの終着点は、ランス大聖堂前の大広場だ。ジャンヌ役のシャトレアが国王を広場へ導き、そこで戴たい冠かん式しきのデモンストレーションをおこなうことになっている。

　戴冠式を執りおこなうのはユイス助祭だ。

「ほお、今年のジャンヌ役はえらい美人だな」

「広場にいた連中の話じゃ、剣も凄すご腕うでだって話だぜ」

「去年はプダラがジャンヌになったせいで、祭りの評判が散々だったからなぁ」

　戦旗を手に堂々と歩くシャトレアの雄姿に、ランス市民が色めきたつ。

〈城〉には〈権力の象徴〉としての機能アビリティもある。シャトレアがその気になれば〈城砦化フォートレーション〉状態にないときでさえ――そこに〈城〉が存在しているのと、ほぼ同等のカリスマ性を発揮することができるのだ。

「まるで本物のジャンヌ＝ダルクみたいだ！」

「聖女ジャンヌよ、どうか悪あしき者どもからこの街をお守りください！」

　想像以上の歓喜の声で迎えられ、シャトレアは戸惑っていた。

（……本当に、ジャンヌ＝ダルクという少女はこの街の希望なのだな）

　押し寄せる観衆に律儀に手を振りかえしながら、シャトレアはひとりごちる。

　このとき、彼女が〈城砦化フォートレーション〉していれば、あるいは〈監視塔〉の機能が自動オートで捕ほ捉そくしていたかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　――建物の屋根から、パレードを見下ろす〈城しろ姫ひめ〉の姿を。



　　　　　　　◇



　焔ほのおのような赤い髪が、微風にあおられて波打った。

　その視線が――真下を行進する〈城姫ベルクフリート〉にじっとそそがれる。

「ビアンカ＝フラウィウス。あれを狩れますか？」

　同じく屋根の上に立つ鉄仮面卿きようが訊たずねた。

「我の稼働時間は七分二十五秒。必要十分だ」

〈城姫〉――ビアンカ＝フラウィウスは淡々と返事を返す。

　ピシ――その指先が、乾いた音をたててひび割れた。

「おや、すでに肉体の崩壊がはじまりかけているようですね」

「理解している。我には時間がない」

　ビアンカ＝フラウィウスの顔に、初めて感情らしきものが浮かんだ。

　焦燥ではない。闘いを前にしたときに感じる昂たかぶりだった。

「――シャトレア＝ノイシュヴァンシュタイン」

　静かに敵の名をつぶやいて、

　次の瞬間――ビアンカ＝フラウィウスは屋根の上から姿を消していた。



　　　　　　　◇



「よかった……シャトレア、うまくやってるみたいだ」

　宿の二階の部屋のベッドから、リンツはパレードをながめていた。

　ジャンヌの役をこなしているシャトレアの姿を見て、ほっと胸をなで下ろす。

（しっかりしてるように見えて、意外と抜けてるところがあるからな……）

　そんなところも本物の〈城〉と似てるなあ――と、ついそんなことを思ってしまう。

　自警騎士団が警備しているとはいえ、この喧けん騒そうだ。なにが起きるかわからない。マルキア＝ギイは重症を負っていたはずだが、あるいは、祭りの混乱に乗じて人ひと攫さらいをするかもしれない。

　――と、そのとき。

「……ん？」

　つぶやいて、リンツは眉まゆをひそめた。

　パレードの進路上、大通りの真ん中に、フードをおろした小柄な人影が立っていた。

　あまりに一瞬のことで、人影がいつそこにあらわれたのか、だれも気づかなかった。

　パレードが止まった。集まっていた観衆が騒然となった。

　異変に気づいた自警騎士団の団員が、突然の闖ちん入にゆう者しやを追い払うために駆けよると、

　そいつは、フードを脱ぎ捨てた。

（あれは……？）

　あらわれたのは、燃え立つ焔ほのおのような、赤い髪の少女。

　――少女の唇が、かすかに震えた。



　　　　　　　◇



「……な、に!?」

「――城砦化フォートレーション」

　少女がつぶやくと同時。

　シャトレアの眼前に――〈城壁〉を装着した赤い髪の少女があらわれた。

　露出度の高い真しん紅くのボンデージベルト。金属の鋲びようの穿うがたれた革かわ鎧よろい。

　その手には柄えの長い三叉槍フユスキーナ――古代の剣闘士グラディエーターが好んで使った武器が握られている。

「〈城姫ベルクフリート〉だと……!?」

　シャトレアが叫んだ。

〈城姫〉は、燃え盛る赤い髪をかき上げ、静かに告げた。

「いかにも。我は――〈放浪の城姫〉を狩りにきた」

「……っ!?」

　無表情に告げる〈城姫〉に、シャトレアはさっと身構える。背後に目を走らせると、パレードに参列している少年たちが、戸惑ったように顔を見合わせていた。

（モン＝サン＝ミシェルと同じ、私を捕らえにきた〈城姫〉の刺客か……）

（……っ、こんな人の多い場所で戦うわけには――）

　シャトレアの顔に焦燥の色が浮かぶ。

「なるほど。人の多い場所では戦えぬか」

　――と、赤い髪の〈城姫〉が、つまらなそうに首をふった。

「貴様が本気を出せぬというのでは我も不本意。人払いをしてやろう」

　すっと片手を振り上げ、叫ぶ。

「固有兵装、解放レリーズ――〈獣群の咆哮ローア・オブ・ビースト〉！」

　瞬間。虚こ空くうに光り輝くゲートが出現した。

　低い咆ほう哮こうがあたりにこだまし、ゲートの中から、獣の脚あしが這はい出てきた。

「……っ!?」

　あらわれたのは、大陸各地に生息する猛獣の群れだった。ライオン、トラ、サイ、クマ、ヒョウ、ありとあらゆる猛獣がつぎつぎとゲートから飛び出してくる。

「な、なんだありゃあ！」「も、猛獣だ！」「ひいいい！」

　大通りに集まっていた一万人もの観衆は、たちまち恐きよう惶こうに陥おちいった。

　放はなたれた猛獣から逃れようと、たがいに押し合いながら、いっせいに走り出す。

「――〈城砦化フォートレーション〉！」

　叫んだ瞬間、シャトレアの周囲に旋風が巻き起こり、身に着けていたジャンヌ＝ダルクの衣装が光の粒子となって消失した。

　白銀に輝く甲かつ冑ちゆう。青地に白をあしらった戦闘用のスカートがひるがえる。

　その双肩に背負うのは、壮そう麗れいな〈城壁〉だ。

　城砦化フォートレーションと同時に〈武器庫〉を解放レリーズ。

　精せい緻ちな彫刻のほどこされた両手持ち剣トゥ・ハンド・ソードを両手に構える。

「貴様っ――何者だ！」

　シャトレアは剣の切っ先を石畳の地面に突き立てた。

「我が銘はビアンカ＝フラウィウス。〈放浪の城姫〉を狩るために遣わされた」

　三叉槍フユスキーナを構え、名乗るビアンカ＝フラウィウス。

　赤い髪が、風をはらんで焔ほのおのように燃え上がる。

「我が城主マイスターより賜たまわりし銘は、ノイシュヴァンシュタイン」

　対するシャトレアも声高に名乗りを上げた。

「建築士リンツ＝レンハイトの〈城〉に宿る〈城姫ベルクフリート〉だ！」

「シャトレア＝ノイシュヴァンシュタイン――相手にとって不足はなし！」

　それが、戦いの合図となった。

　刹せつ那な。地を蹴けって――ビアンカ＝フラウィウスが三叉槍を突き込んだ。



　　　　　　　◇



「――リンツ君!?」

　宿から飛び出そうとしたリンツの腕を、ブランシェがつかんだ。

　リンツは負傷したわき腹を押さえながら、扉に手をかけている。

　その表情は苦痛にゆがみ、額ひたいからは脂あぶら汗あせが流れていた。

「そんな状態で、どこへ行くつもりですか!?」

「シャトレアが危険なんだっ、あいつは〈城姫ベルクフリート〉だ！」

「〈城姫ベルクフリート〉？」

　聞き慣れない言葉に、ブランシェが眉まゆをひそめた、その時。

　建物の外から群衆の悲鳴が聞こえてきた。

　すさまじい怒号と雄叫おたけび、それに混じって獣の咆ほう哮こうのような声が響きわたる。

「……いったい、なにが!?」

「行かなくちゃ――」

「あっ」

　一瞬、ブランシェの注意が逸それたその隙すきに、リンツは彼女の腕を振り払った。

　体当たりして扉を開き、転がるように通りへ飛び出した。

「待ってください。なら私も――」

「だめだ。ブランシェは、ここにいて」

　リンツは振り返らずに告げると、いまにも倒れそうな、ふらついた足取りで走り出した。

「リンツ君！」

　追いかけようと、飛び出そうとしたブランシェの服の裾すそを、小さな手がつかんだ。

「ブランシェ姉様……」

「コゼット」

　コゼットの黒い瞳ひとみが、不安そうにブランシェを見上げていた。



　　　　　　　◇



　ギィンッ――！

　鳴り響く、刃やいばの打ち合う音。すさまじい膂りよ力りよくで放はなたれる三叉槍フユスキーナの刺し突とつを、シャトレアは剣の刃で受け止めた。

（……っ、重い。技量ではなく力でねじ伏せるタイプの〈城〉か）

　ギリギリと刃を擦こすりながら、シャトレアは直感した。

「――我が槍やりを受けて折れぬ。よい剣だ」

「我が剣は我が魂――決して折れることはないっ！」

　叫び、シャトレアは渾こん身しんの力で石畳を蹴けった。

　三叉槍を押し返し、勢いのまま、さらに踏み込んで斬きり上げる。

　ガッ――鋭い火花が散った。

　ビアンカ＝フラウィウスの〈城壁〉の一部が砕け散る。

　さらにもう一撃を加えるべく重心を前に乗せるが、ビアンカ＝フラウィウスは、すでに三叉槍を手元に引き戻していた。

「……っ！」

　シャトレアは剣を引かざるをえない。かさにかかって突っ込んではいい餌え食じきだ。

（――速い。それに不意をつかれても体勢を崩さない安定感もある）

　ふたたび距離をとりながら、シャトレアは冷静に分析する。

　初めて戦う――同じ近接戦闘型の〈城姫ベルクフリート〉。剣の技量はシャトレアのほうがやや上。だが、純粋な力押しの勝負になれば、おそらく勝ち目はない。

　しかし――

（猛獣を召喚する固有兵装は――私にとってはまったく脅威ではない）

　モン＝サン＝ミシェルの〈水竜王の咆哮リヴァイアサン〉のような、強力な固有兵装でなかったのが救いだった。

（――ならば。勝てない相手ではないっ！）

　剣を両手に構え、眼前の敵に相対したまま――視線だけをめぐらすと、

　周囲の観衆は、解き放はなたれた猛獣の群れに追われ、付近から姿を消していた。

　――否。息を切らして、こちらへ走り込んでくる少年が一人いた。

「シャトレア！」

「リンツ!?」

　シャトレアが、信じられないというように、蒼あおい瞳ひとみを見開いた。

「ばかなっ……なぜ！」

　振り返って叫んだ――瞬間。

「……っ!?」

　殺気を感じて反応する。

　突き出された三叉槍フユスキーナが、シャトレアの頬ほおを浅く切り裂いた。

「よそ見をするな。〈放浪の城姫〉」

「くっ！」

　シャトレアは、鉄靴で石畳をえぐるように蹴けりつけ、後方へ跳んだ。

　双肩に背負った〈城壁〉を広範囲に展開。

　リンツ＝レンハイトを〈籠ろう城じよう〉モードで護衛する。

「シャトレア、血が――」

「浅く切っただけだ。どうということはない。それよりも――」

　シャトレアは指先で頬ほおの血を拭ぬぐうと、冷たい瞳でリンツを睨にらんだ。

「前にも言ったような気がするが……君は、ばかか！」

「うわ。ひどい」

　耳元で怒鳴られ、リンツはちょっと傷ついた。

「宿で休養していろと言ったはずだぞ」

「……うん。でも」

　リンツはシャトレアの目を見つめて、きっぱりと言った。

「僕はシャトレアの城主マイスターだから。放ほうってはおけないよ」

「……む」

　シャトレアが唇を噛かんだ。

　頬ほおをかすかに赤く染め、こほん、と咳せき払ばらいする。

「……君は、あいかわらず甘いな」

「うん。ごめん」

　リンツはうなずいた。

「だが、そんな城主マイスターだから、私は――」

　ふっと微笑ほほえみかけて――シャトレアはあわてて口をつぐんだ。

　顔を上げ、眼前の〈城姫〉を凄せい絶ぜつに睨にらみつける。

　ビアンカ＝フラウィウスは、ゆっくりと間合いをつめてきた。

「リンツ、ビアンカ＝フラウィウス――という銘に心あたりはあるか？」

「フラウィウス……？」

　リンツは思案するように首を傾かしげ――

「まさか、フラウィウス闘技場!?」

「闘技場だと？」

「ああ。たぶん間違いない――」

　――フラウィウス闘技場。

　それは正式名称よりも、通称のほうが有名な巨大建築物。

　古代ロムルス帝国の建築技術の粋を集めた記念碑モニュメント。

　偉大なる太陽神の巨像の名を冠された――帝国の象徴。



「――〈コロッセオ〉」



　リンツは額ひたいに汗を浮かべながら、つぶやいた。

「――ほう、我を知っているか」

　ビアンカ＝フラウィウスが感嘆の声を洩もらした。

「リンツ、〈コロッセオ〉というのは、名高い建造物なのか？」

「ああ。建造物としての格なら、あの〈モン＝サン＝ミシェル〉より上かもしれない」

　リンツは静かにうなずいた。シャトレアの顔に緊張が走る。

（そうか。さっきの猛獣たちは……）

　リンツはふと気づいて、ひとりごちた。

　ローマの闘技場では、剣闘士グラディエーター同士の戦いだけでなく、大陸各地から集められた猛獣との戦いも頻繁に催もよおされていた。突然、街中にあらわれたあの猛獣たちは、この〈城姫〉の能力で召喚されたのだ。

　シャトレアは剣を構え直した。

　間合いを詰めていたビアンカ＝フラウィウスが歩みを止める。

「そのような名のある〈城姫〉が、なぜ私との戦いを望むのだ！」

「愚問。剣闘士グラディエーターの〈城姫〉たる我の存在意義は闘争。いずれ滅ほろびる我の最後の敵として、我は貴様を選んだのだ！」

　叫び、ビアンカ＝フラウィウスは三叉槍フユスキーナを投とう擲てきした。

　浮遊するシャトレアの〈城壁〉がそれを弾はじいた――刹せつ那な。

　ビアンカ＝フラウィウスが突撃してきた。手にした得物は〈グラディウス〉――古代ロムルス帝国の歩兵が用い、後に刀剣類の祖となった短剣だ。

　その切っ先を、シャトレアは鋼はがねの籠手ガントレットで弾き、

「滅びる――だと？」

「そうだ。〈城姫ベルクフリート〉は崇高な建築物にしか宿ることはかなわぬ」

「どういう……ことだ！」

　剣の刃やいばを打ち合わせ、激しく火花を散らしながら、シャトレアは叫んだ。

「――貴様は知るまい。我の宿る建築物のことを！」

　凄せい絶ぜつな表情で語る〈城姫〉の言葉に、リンツはハッとした。

（たしか、師匠が言っていた……）

　ローマの〈フラウィウス闘技場〉は、各地の大聖堂建築のために石材を略奪され、いまや見るも無惨な廃はい墟きよになっていると。



    

  
    
      



    

  
    
      「我の宿る〈闘技場コロッセオ〉は、いまや良質の石材を切り出す採石場だ。〈城姫〉は崇高さを失った建築物には宿れない。〈城骸ルイン〉に堕おちた我の存在は、せいぜい、もってあと数日といったところだろうな！」

　自じ嘲ちよう気味に唇をゆがめ、ビアンカ＝フラウィウスは短剣を振るった。その剣けん閃せんがシャトレアの首筋をかすめ切る。

（……城骸ルイン）

　リール要よう塞さいの〈城姫〉になったエリッセを、ヴォーバンはそう呼んでいた。

　それは――わずか数日で消滅してしまう、不完全な状態で目覚めた〈城姫〉。

「――我が〈城姫〉としての存在理由は闘争。〈放浪の城姫〉よ、存分に斬きり合い、壊し合おうではないか！」

「君はそんなことのために戦うのかっ――」

　シャトレアが吼ほえた。

　素早く剣を引き、上段から斬り下げる。

「我の存在理由を否定するか〈放浪の城姫〉。ならば――貴様の存在理由を問おう！」

「……っ、私――は！」

　攻めるシャトレアの剣に一瞬の躊ちゆう躇ちよが生まれた。ビアンカ＝フラウィウスは、地面を蹴けって後方へ一気に跳び退すさると、宙に手をかざした。

「迂う闊かつ――ここは我の〈陣地〉だ」

「……なに？」

　本能の警告に従い、シャトレアが足を止めた――瞬間。

「固有兵装、解放レリーズ――〈地勢変化フィールドジェネレーター〉」

　ビアンカ＝フラウィウスが叫んだ。

「……固有兵装だと!?」

　シャトレアは即座に〈城壁〉を前方に展開。リンツを守るように防御の構えをとる。

　だが、攻撃が放はなたれる様子はない。

「……？」

　シャトレアがいぶかしんだ――その時。

「シャトレア、足下だ！」

「……っ!?」

　リンツの声に反応し、シャトレアは真下に視線を向けた。

　そして――絶句する。

　石畳に覆おおわれていたはずの地面が、白い砂に変わっていた。

「これは!?」

「……師匠から聞いたことがある！」

　シャトレアの後方で、リンツが叫んだ。

「〈コロッセオ〉には、古代ロムルス帝国の最高の建築技術が使われていた――皇帝は五万人のローマ市民を愉たのしませるために、闘技場にある仕掛けをほどこしたんだ」

「仕掛けだと？」

「記録によれば、〈コロッセオ〉の設備は、世界中のありとあらゆる戦場を再現することができたと言われてる」

「――ほう、よく知っているな」

　ビアンカ＝フラウィウスはグラディウスを砂の地面に放ほうり棄すてると、こんどは〈武器庫〉から鎖付きの鉄球ハンマーを取り出した。

　ズン――と、音をたててそれが地面にめりこんだ。

「ここはすでに我が〈陣地〉。コロッセオに撒まかれた砂は血の赤を引き立てる」

　ビアンカ＝フラウィウスが片手で軽々と鉄球を振り回す。

　風圧で白い砂アリーナが舞い上がる。シャトレアが目に入った砂を払った、その刹せつ那な。

「喰くらえ――」

　砂煙の中から出現した鉄球が、シャトレアの甲かつ冑ちゆうを粉砕――小柄なシャトレアの身体からだは吹っ飛ばされ、建物の壁にめりこんだ。

「……あぐっ！」

「シャトレア！」

　リンツがあわててシャトレアのそばに駆けよった。

「シャトレア、大丈夫か！」

「……っ、……か、はっ」

　シャトレアが喀かつ血けつした。鮮やかな赤が、身体を抱き上げたリンツの服を染めあげる。

「油断したな〈放浪の城姫〉。闘技場の砂を目くらましに使うのは、剣闘士グラディエーターの戦法だ」

　鉄球を振り回しながら、ビアンカ＝フラウィウスが歩いてくる。

「……リン……ツ、君は逃げろ……」

「シャトレア！」

　シャトレアは震える手で半身を起こし、凛りんと顔を上げた。

　砂に剣を突き立て、立ち上がろうとする――が、

「……っ！」

　砂は重く具足に絡みつき、ぬかるみにはまったように動けない。

「……やはり、ただの砂ではないか」

「当然。〈地勢変化フィールドジェネレーター〉は我に有利な〈陣地〉を構築する」

　ビアンカ＝フラウィウスが鉄球ハンマーを振り上げる――

「――リンツ、できるか」

　シャトレアが眼前の〈城姫〉を睨にらみ据すえたままつぶやいた。

「ああ」

　リンツは、こくりとうなずいた。

（そうだ。この砂をなんとかすれば――）

　ガッ――放はなたれた鉄球がシャトレアの〈城壁〉を粉砕した。直撃こそしなかったものの、衝撃を受けたシャトレアの身体からだはふたたび砂の地面に叩たたきつけられる。

「……ぁぐっ！」

「どうした〈放浪の城姫〉。このような剣闘では我は満足できぬぞ。貴様、本当にあのモン＝サン＝ミシェルを倒したのか？」

「……だけでは――せなかった――」

「なに？」

　ビアンカ＝フラウィウスは眉まゆをひそめた。

　シャトレアが、不敵に微笑んでいたからだ。

「私だけでは倒せなかったと言っている！」

「……っ!?」

「建奏士マイスタージンガー――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

　ビアンカ＝フラウィウスの背後で――

〈刻印〉に蒼あお白じろい雷火をまとわせたリンツが叫んだ。

〈建奏術〉第八の韻律コード――〈修復レストレーション〉。

　白い砂アリーナに変化していた地面が瞬時に書き換えリライトされ、もとの石畳に戻る。

　闘技場の〈城姫〉は、建築士の少年のことなど眼中になかった。

　狙ねらいに気づいたときは、すでに遅かった。砂の呪じゆ縛ばくから解き放はなたれたシャトレアは、石畳を蹴けりつけ、一気にビアンカの懐ふところに飛び込んだ。

「――はあっ！」
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「……のっ！」

　ガッ――

　ブランシェ＝エステワールの鉄てつ拳けんが、牙きばを剥むくライオンの顎あごを打ち砕いた。

　すぐさま身体を反転させ、次の襲撃に備そなえる。

　ブランシェは、たったひとりでコゼットたちを守っていた。

（せめて拳けん銃じゅうがあれば……）

　恨めしく毒づきながら、荒い息をつく。

　肩口の裂け目から、赤い血が床に滴したたった。

「ブランシェ姉様、血が出てる……」

　黒髪の少女が震える声でつぶやいた。

「大丈夫よ、コゼット。あたしが喧けん嘩か強いのは知ってるでしょ？」

　痛みをがまんして笑顔をつくり、コゼットの頭を優しくなでる。

（……私が、この子を守らなきゃ）

「ジャンヌ＝ダルクの加護を――」

　口の中でそっとつぶやき、鉄板仕込みの拳こぶしを固く握り締しめる。

　宿の建物には大通りに面した入り口がひとつしかない。籠ろう城じょう戦せんには適していた。

（こんどは、絶対に――）

　――と、その時。

「――やあ、お嬢ちゃん」

「……っ!?」

　声は、背後から聞こえた。

　聞き覚えのあるその声に――ブランシェの肩がかすかに痙けい攣れんした。

　全身の毛穴からいやな汗が噴き出した。

　呼吸が荒くなる。足がすくんで動けない。

「……あ」

　ゆっくりと。首だけをまわして背後を振り返る。

　そこに――怪物モンストルがいた。

　全身黒ずくめの服装。異様に長い蜘く蛛ものような手足。

　そして――

「あ……ああ……あ……」

　ブランシェ＝エステワールの膝ひざが、かくん、と落ちた。

　歯の根が噛かみ合わない。

　殺人鬼――マルキア＝ギイの顔は、石の彫刻になっていた。

「マイスター・ストランゼンの徒と弟ていに、ひどい火傷やけどを負わされたからな。顔を石に変えて彫刻したのさ。どうだ、なかなか男前になったと思わんかね、ん？」

　天井からぶら下がったまま、右半分が石化した顔で、ケタケタと嗤わらい声を上げる。

　――完全に、狂っていた。

　ひとしきり哄こう笑しようを上げた後、怪物は、白はく濁だくした左眼をぎょろりと動かした。

　睨にらまれたコゼットがひっと引ひき攣つった声を上げる。

「この娘か――」

　ニタッと笑みを浮かべると、蜘く蛛ものような義手を伸ばし、少女の頭を片手でつかむ。

「……ゃ……あ……」

　コゼットが、か細い悲鳴を上げる。

「……っ！」

　ブランシェは立ち上がろうとした。

　だが、恐怖に縛られた足は思うように動かない。

（……っ、立て！　立ちなさい、ブランシェ＝エステワール！）

　吐き捨てるように叫び、ブランシェは懐ふところに手を差し入れた。

　そこに拳けん銃じゅうはない。ただ銀時計の冷たい感触をたしかめる。

　騎士であることの誇り――それだけが、彼女の理性を支えていた。

（また守れないのか？）

（私の剣は――）

　――剣は、折れてしまったのか？

　ジャンヌ＝ダルクに憧あこがれて――騎士を目指した、その心は。

（私の剣は……まだ――！）

「うふふ、娘はもらっていくぞ。なかなかいい素材だ」

　マルキア＝ギイが、コゼットの小さな身体からだを片腕で持ち上げた。

　だらりと伸びた舌が少女の頬ほおを這はいまわる。

「――っ、コゼット！」

　ブランシェが床を蹴けり上げた。

　だが、伸ばした手はコゼットをつかむことなく空くうを切る。

「……っ！」

「うふふふ、殺しはしないよ、お嬢ちゃん。君とマイスター・ストランゼンの徒と弟ていには、この娘の彫像を品評してもらわなくちゃならんのでな」

　マルキア＝ギイは、コゼットをわきにかかえ、窓から建物の外に這はい出した。

「――コゼット！」
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「はあっ――！」

　裂れつ帛ぱくの気合を込め――シャトレアは鋼こう剣けんを突き込んだ。

　その一撃は、ビアンカ＝フラウィウスの〈城壁〉を打ち砕き、肩口を貫つらぬいた。

（……仕し損そんじた）

　シャトレアは歯は噛がみした。胸を貫つらぬくはずの剣けん閃せんは、〈城壁〉を砕いたことで、軌道がわずかに逸それてしまった。すぐに踏み込み斬ざん撃げきを放はなつ。相手に反撃の隙すきを与えない。

　赤い髪がひるがえった。ビアンカ＝フラウィウスは鉄球ハンマーを捨て、〈武器庫〉から短剣を取り出した。シャトレアの剣を絡めとるように逸らし、もう片方の手に二本目の短剣を握り込む。

　シャトレアに焦あせりが生まれた。とっさに剣を引こうとするが、間に合わない。

「油断――！」

　ビアンカ＝フラウィウスが鋭い刺し突とつを放つ――

「リンツ＝レンハイトが銘を刻む――」

「……っ!?」

　刹せつ那な。リンツの掌てのひらから生まれた蒼あお白じろい雷火が地面を穿うがち、ビアンカ＝フラウィウスの足下が盛り上がった。

　体勢を崩した彼女の斬ざん撃げきは逸れ、シャトレアの胸当てに弾はじかれる。

「僕を忘れるな！」

「おのれ――」

　ビアンカ＝フラウィウスの目がリンツの姿をとらえた――瞬間。籠手ガントレットに覆おおわれたシャトレアの拳こぶしが〈城姫〉の顎あごを打ち抜く。堅けん牢ろうな〈城壁〉ごと、石畳をえぐりながら吹っ飛ばされ、〈城姫〉は瓦が礫れきの山へ派手に突っ込んだ。

「――リンツ、かたじけない」

「僕はシャトレアの城主マイスターだからな」

　焼けつくような〈刻印〉の痛みに顔をしかめながら、リンツはうなずいた。

　軍隊の戦争にも匹敵する〈城〉同士の戦いに、リンツの力などほとんど役にたたない。

　せいぜいが、わずかな隙をつくり出す程度だ。だが、力の拮きつ抗こうした戦闘では、そのわずかな隙こそが致命的となる。

「固有兵装――〈地勢変化フィールドジェネレーター〉」

　瓦礫の山が、わずかに動いた。

　直後。勢いよく噴き出した水流が、シャトレアに向かって押しよせた。

「……っ、こんどは水だと!?」

　シャトレアが素早く〈城壁〉を展開する。

「ああああああああっ！」

　雄叫おたけびを上げながら、瓦礫をはねのけ、闘技場の〈城姫〉が立ち上がった。

〈武器庫〉から三叉槍フユスキーナを取り出して構える。

「リンツ、〈コロッセオ〉は水の属性まで持っているのか？」

「〈コロッセオ〉には地下水を汲くみ上げる施設があったんだ。闘技場に軍船を浮かべて、海戦の模擬戦をやったっていう記録が残ってる」

　押しよせる水流に足をとられながら、リンツはうめいた。

「――そうだ。〈モン＝サン＝ミシェル〉には遠くおよばぬが、こういうこともできる」

　ビアンカ＝フラウィウスが三叉槍フユスキーナを振り上げた。

　水が轟ごう々ごうと渦うずを巻き、すさまじい津波となって押しよせる。

「……っ！」

　焔ほのおのような赤い髪が踊る。瓦が礫れきと水みず飛沫しぶきを舞い上げ、突撃してきた〈城姫〉の刺し突とつを、シャトレアは剣で払った。だが、ビアンカ＝フラウィウスは止まらない。素早く槍やりを引き、さらに一いつ閃せん、もう一閃と、鋭い刺突を放はなってくる。

「我をもっと愉たのしませろ、〈放浪の城姫〉！」

　その裂れつ帛ぱくの闘志に、シャトレアは押されていた。

　額ひたいを冷たい汗が流れる。

（なんという執念だ……）

〈城骸ルイン〉となって尚なお、〈城姫〉としての存在理由に固執する。

（……私には、これほどの執念があるだろうか？）

　自分の存在する目的すらわからない私に――

　眼前の〈城姫〉を滅ぼすに足る信念が。

　ギィンッ――金属のたわむような音が響きわたる。

　水みず飛沫しぶきの中から繰り出される刺突を、シャトレアは、かろうじて受け止めた。

　白銀の髪に挿していた白しら百ゆ合りの髪飾りが、ぱっと宙に散る。

（……っ、ある！）

「シャトレア！」

　リンツの叫びを背後に聞きながら、シャトレアは踏みとどまった。

（……そうだ。負けるわけにはいかない）

　蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみがはげしく燃え上がる。

（私は、リンツ＝レンハイトの誇る無窮の〈城〉だ！）

　――いまはただ、それを証明するために。

〈城〉として城主マイスターを守るために。

（――私は剣を振るおう！）

「固有兵装、解放レリーズ――〈戦姫の光剣ヴァルキリー・シユヴェーアト〉！」

　叫んだ、瞬間――

　両手に構えた鋼剣が、目も眩くらむような閃せん光こうを放はなった。

　それは、〈城姫〉の呪のろいすら解呪キャンセルする浄火の剣。

　いまだこの世界に存在しない、幻想の城ノイシュヴァンシュタイン城の固有兵装。

　ピシ――ビアンカ＝フラウィウスの〈城壁〉がひび割れた。

〈城骸ルイン〉としての存在が、限界を超えていた。

　滅ほろびの刻ときを悟った闘技場の〈城姫〉もまた、

「固有兵装、解放レリーズ――〈偉大なる王の戦車チヤリオツト・オブ・ベン・ハー〉！」

　所有する最強の固有兵装を解放する。

　全すべてを蹂じゆう躙りんする圧倒的な暴力の塊かたまりが――

　水を瞬時に蒸発させ、瓦が礫れきを巻き上げながら突撃する。

「――シャト……レア！」

　風圧でリンツの身体からだが吹き飛ばされた。

　光り輝く剣を構え、シャトレアが地を蹴けった。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪がひるがえり、逆巻く疾風となって駆け抜ける。

「誇り高き闘技場の〈城姫ベルクフリート〉、ビアンカ＝フラウィウス！」

〈城壁〉を砕きながら突撃してくる〈城姫〉に向かって、シャトレアは叫んだ。

　暴れ狂う力の奔ほん流りゆうを斬きり裂いて、ビアンカ＝フラウィウスに肉薄する。

　叩たたきつけるような衝撃に、白銀の甲かつ冑ちゆうが破砕した。

　めくれあがる石畳。シャトレアは鉄靴の踵かかとを穿うがち、その場に踏みとどまる。

「私はっ、君に負けるわけにはいかない！」

　光剣の放はなつ閃せん光こうが、いっそう輝きを増し――

〈戦姫の光剣ヴァルキリー・シユヴェーアト〉が闘技場の〈城姫〉の革かわ鎧よろいを貫つらぬいた。

「……っ、ああああああああああ！」

　ほとばしる絶叫。限界を迎えた〈城骸ルイン〉の肉体に無数の亀き裂れつが入った。

　折れた腕が石塊となって落下し、粉々に砕け散る。

　ふっと微笑した彼女の唇が、小さく言葉を紡つむいだ。

「放浪の城姫よ……我が最後の剣闘、なかなかに楽しかったぞ……」

「……っ！」

　そして、まばゆい閃光に満たされたまま――

　闘技場の〈城姫〉――ビアンカ＝フラウィウスは崩壊した。
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「……っ、はあっ、はあっ……」

　シャトレアはその場に剣を突き立て、くずおれるようにして膝ひざをついた。

〈城砦化フォートレーション〉が自動的に解除され、甲冑が光の粒子となって消滅する。

　石畳の剥はがれた地面に倒れこみ、もはや起きあがる力もないようだ。

　あたりには、吹き散らされた煉れん瓦がや瓦が礫れきが散乱していた。

　ビアンカ＝フラウィウスの切り札となった固有兵装は、凄すさまじい威力だった。彼女が完全な状態であれば、あるいは、消滅していたのはシャトレアのほうだったかもしれない。

「シャトレア、大丈夫か！」

　リンツは走りよって、シャトレアの小柄な身体からだを抱きかかえた。

「くっ……」

　苦痛をこらえるように歯を噛かみ締しめ、彼女はうめいた。美しい白磁のような肌には、無数の裂傷ができていた。肩を抱くリンツの手に、ぬるりと赤い血がこびりつく。

「シャトレアを捕らえにきた〈城姫〉――か」

　石塊となったビアンカ＝フラウィウスの残ざん骸がいを見つめながら、リンツはつぶやいた。

　それは、〈城〉に宿ることのできなくなった〈城骸ルイン〉の成れの果てだった。

「……」

　――と、そのとき。ふいに、

（……石塊？）

　リンツの脳裏に、ある考えが去来した。

　なにかが繋つながりそうだった。

　ランスで起きている〈青あお髭ひげ公こう〉の人ひと攫さらい事件。

〈王冠クローネ〉の〈刻印〉を刻まれ、石の彫像にされた少女たち。

　リール要よう塞さいの〈城姫〉にされたエリッセにも、同種類の〈刻印〉があった。

〈王冠クローネ〉が象徴するのは、ランス大聖堂。

（〈城〉に宿れない〈城姫〉は〈城骸ルイン〉になる……）

　つまり、この街でおこなわれていたのは――

（……まさか、ランス大聖堂に〈城姫〉を宿す実験!?）

「――リンツ！」

　刹せつ那な。シャトレアが突然、リンツの身体からだを突き飛ばした。

　リンツは地面を跳ねて転がり、背中を建物の壁にしたたかに打ちつけた。

「シャトレア、なにを……!?」

　言いかけて、リンツは言葉を呑のんだ。

　――シャトレアの肩に、鍔つばのない剣身が突き刺さっていた。

「……っ!?」

「……く……ぁ、あああ……」

　肩を押さえ、苦く悶もんの喘あえぎを上げるシャトレア。

「――ふむ、できそこないの〈城骸ルイン〉にしては上出来でしたね。〈放浪の城姫〉をここまで消耗させるとは」

　――背後から、足音が聞こえた。

（……誰だれ……だ？）

　リンツは胸中で疑問符を浮かべた。

　否。ほんとうはわかっていた。ただ、頭が理解するのを拒んでいたのだ。



　――それは、大聖堂で〈城姫〉を宿す儀式をしても、ほとんど怪しまれない人物。



　しん、と心臓が凍りつく。

　リンツは、ゆっくりと振り返った。

「どうして、あなたがここに？」

「まあ、いまさら隠す必要もないでしょうね」

　彼は、にこやかな笑みを浮かべたまま、

「――はじめまして。私が〈青あお髭ひげ公こう〉です」

　そう告げた。
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　そこにいたのは――

「……ユイス助祭？」

　にこやかな笑みを浮かべた、ユイス助祭だった。

　――青髭公。ランスの街で人ひと攫さらい事件を起こしていた真犯人。

　たったいま、傷つき倒れたシャトレアに、剣を放はなった人物。

　マルキア＝ギイの他に、もう一人の犯人がいることは見当がついていた。

　だが――

「なん……で……」

　リンツは喘あえぐようにつぶやいた。

　目の前の現実が信じられない。

　温厚で、孤児院の子供たちの面倒をみていたユイス助祭が、青髭公だったなんて――

　彼は、喜悦にゆがんだ笑みを浮かべながら、こちらへ近づいてくる。

「――聖女ジャンヌ＝ダルクをこの地に再臨させるためですよ」

「……ジャンヌ？」

　突然、出てきたその名前に、リンツは眉まゆをひそめる。

「すべては、二年前のあの日でした――」

　ユイスはくつくつと嗤わらい、語りはじめた。

「当時、錬金術師ギルドの親方マイスターであった私は、ジル・ド・レイ公こう爵しやくの最後の居城となったティフォージュ城の地下にて、ある書物を発見したのです。そこには、かの〈青あお髭ひげ公こう〉が恐ろしい児童虐ぎやく殺さつをおこなった真相が書かれていました」

「……？」

　青髭公の児童虐殺。二百人以上の犠牲者を出した、史上最悪の殺人事件。

　その事件に――どんな真相が？

「すべては、ジャンヌ＝ダルクを、再誕させるための実験だったのですよ」

「再誕……？」

　リンツは、痛む身体からだをゆっくりと起こしながら、つぶやいた。

　死者の蘇そ生せい――錬金術師ギルドで、そういった禁断の研究がおこなわれているとは、聞いたことがあった。

　だが――

「……そんなの、できるわけがない」

　リンツは吐き捨てるように言った。錬金術については完全に門外漢だが、そんなもの、成功するはずがないということくらいはわかる。

　ユイスは肩をすくめ、あっさりと肯定した。

「君の言う通り、人間を蘇よみがえらせることは不可能ですね。しかし――」

「……？」

　リンツは一瞬、眉まゆをひそめ――

　そして、彼の言おうとしていることに気づいた。

　――そう、人間ならば。

（まさか……まさか、そうなのか？）

　――ジャンヌ＝ダルクが、人間ではなかったとしたら？

「君の考えている通りですよ。マイスター・ストランゼンの徒と弟てい」

「……！」



　――聖女ジャンヌ＝ダルクは、ランス大聖堂の〈城姫〉だった。



　リンツの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

（……あの救国の英雄が、シャトレアと同じ〈城姫〉だって!?）

「なかなか聡そう明めいですね。さすがはかのマイスターの徒弟です」

　ユイスはにっこりと笑って手を叩たたいた。

「ジャンヌの熱心な崇すう拝はい者であったジル・ド・レイ公こう爵しやくは、〈城姫〉を宿す実験のために、領地の子供を攫さらい、おぞましい儀式をおこなっていた――ティフォージュ城の地下でその記述を発見したとき、私は確信しました。この私こそ、彼の崇高な実験を継承し、聖女ジャンヌをこの地に再臨させるために選ばれた者なのだと！」

　熱に浮かされたような、恍こう惚こつとした表情で叫ぶユイス。

　空想の歓喜に満たされたその目に、リンツの背筋がゾッと凍りつく。

（狂信的なジャンヌの信奉者――）

　喉のどの奥でうめきながら、リンツは、派遣騎士の少女のことを思い出していた。

　同じジャンヌ＝ダルクという英雄に憧あこがれながら。

　目の前の男は――

　ブランシェ＝エステワールとは、まったく異なる道を選んでしまった。

　おぞましいほどに、ひどくゆがんだ道を。

　ユイスは、ジル・ド・レイ公こう爵しやくの資料を持ち去り、ひそかに〈城姫〉に関する研究を引き継いだ。そして、助祭の地位を利用して街の少女をかどわかし、ランス大聖堂の〈城姫〉――ジャンヌ＝ダルクとして宿らせようとした。

　だが、彼のおぞましい実験は――青あお髭ひげ公こうと同じように、成功することはなかった。

　これ以上、人ひと攫さらいを続ければ、ランスの自警騎士団も本格的に動き始める――

「――だが、折しもその時、私に協力を申し出てきた者がいた」

「鉄仮面……か」

　リンツは低くうめいた。

「ほう、気づいていましたか」

　ユイスの眉まゆがわずかに跳ね上がる。

「シャトレアを襲った〈城姫〉。師匠と因縁のあった殺人鬼。こうまで因縁めいたお膳ぜん立だてをされて、疑わないほうがおかしいよ」

　エリッセ＝イストバラドをリール要よう塞さいの〈城姫〉にしようとした鉄仮面の男。

　あの男が、いったい、何を考えているのかはわからない。

　だが、ここにいたって――

　リンツにも、この街で起きている事件の筋書きが読めてきた。

（マルキア＝ギイは、ユイスの儀式をカモフラージュするために用意された駒こまだ……）

〈城姫〉の儀式の過程で生まれる〈城骸ルイン〉の残骸――それが、マルキア＝ギイによって彫像にされた状態とよく似ていたからだ。全すべての罪をマルキア＝ギイに着せ、彼はまた安全に〈城姫〉の儀式を続けることができる。

　そして――

「そこに転がっている残ざん骸がい――ビアンカ＝フラウィウスは、君の連れている〈城姫〉を捕らえるために用意された駒というわけだ」

「……っ!?」

　ユイスが手を振ると、虚こ空くうに銀色の剣が出現した。

　地面に倒れ、苦く悶もんの声を上げているシャトレアに投げ放はなつ。

「やめ――」

　リンツは走り込んだ――が、間に合わない。

「……ぁぐっ！」

　剣は動けないシャトレアの背中を串くし刺ざしにして、地面に突き立った。

　声にならない絶叫がほとばしり、横たわった彼女の身体からだがびくんと跳ね上がる。

「シャトレアアアアア！」

「邪魔だよ、君」

　走り込んできたリンツに、ユイスは虚こ空くうから呼び出した剣を二本、投げ放つ。

「――っ！」

　一本が首をかすめ、もう一本が太ふと股ももを貫つらぬいた。

　足がもつれ、その場に無ぶ様ざまに倒れこむ。

「がっ、ああああああああっ！」

　焼けるような痛みに、リンツは地面をのたうちまわった。

「……っ、リン……ツ！」

「錬金術師ギルドの秘ひ奥おう〈水銀の剣〉。所しよ詮せんは手て妻づまだが、なかなか役には立つ」

　ユイスはつまらなそうに肩をすくめると、

　ゆっくりと、動けなくなったシャトレアのそばへ歩みよった。

「貴様……なに……を……」

「皮肉なものですね。〈城〉に匹敵する力を持つ貴女あなたが、私ごときに弄もてあそばれるとは。あの闘技場との戦いで、〈城砦化フォートレーション〉するほどの力も残っていないのでしょう？」

「くっ……！」

　蒼そう焔えんを宿すシャトレアの瞳ひとみがユイスを睨にらみつける。

「マイスター・ストランゼンの創り上げた〈城姫〉。あなたの中に、〈城姫〉を完成に近づけるための手がかりが隠されているはずです」

　唇を喜悦にゆがめ、ユイスはシャトレアの周囲に水銀で複雑な方陣を描いた。

「――〈ティフォージュ城の檻おり〉」

「……っ！」

　途端。シャトレアの身体が闇やみ色の濃霧に包まれる。

「シャトレア！」

「青あお髭ひげ公こうの編み出した錬金術の秘ひ奥おう――いかに〈城姫〉とはいえ、満まん身しん創そう痍いの状態では抜け出すことは不可能です。こんなところで〈城〉になられては面倒ですからね」

「シャトレアっ、僕の声が聞こえるか、シャトレア！」

「やれやれ。いいかげん、君も目め障ざわりですね――」

　ユイスがこちらを振り向いた。その手に三本の〈水銀の剣〉があらわれる。

「死になさい――」

「……っ！」

　――その刹せつ那な。こちらへ駆けてくる足音があった。

「……っ、ブランシェ＝エステワールか」

　ユイスは舌打ちして、〈水銀の剣〉を消滅させた。

「――命拾いしましたね。マイスター・ストランゼンの徒と弟てい」

　嘲あざ笑わらうように言い捨てると、ユイスは黒い濃霧に覆おおわれたシャトレアを抱きかかえ、建物の陰にすっと消えていった。
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「――リンツ君！」

　ブランシェ＝エステワールが、駆けよってリンツを抱き起こした。

　短剣の刺さったリンツの足を見て、顔面を蒼そう白はくにする。

「なにがあったんですか！」

「……っ！」

　痛みにうめきながら、足から剣を引き抜くと、液体となって地面に流れ落ちた。

「シャトレアが、攫さらわれた……」

「シャトレアさんが!?」

「……」

　リンツは震える拳こぶしを握り締しめた。

　いっそ叫び出したい気分だった。

（あのときと同じだ……）

（僕はまた、大切な人を守れなかった……）

　思い出すのは――エリッセを一人残して逃げた、あのときのことだ。

　あのとき、森の中でシャトレアと出で逢あわなかったら。

　アーレンダムでレティと出逢わなかったら。

　きっと、エリッセを救い出すことなんてできなかった。

（くそっ、どうして僕は――いつも一人じゃなにも守れないんだ！）

（こんな力――なんの役にもたたないじゃないか！）

　マイスターの〈刻印〉の刻まれた右手に爪つめを立ててかきむしる。

「……っ、リンツ君！」

　ブランシェ＝エステワールがリンツの頬ほおを張った。

「……」

　リンツは、呆ほうけたような表情で目の前の彼女を見つめた。

　淡い紺こん碧ぺきの瞳ひとみがリンツの目をじっと覗のぞき込む。

「勝手に絶望しないで。話してください」

「でも――」

　言いかけて、リンツは口ごもった。ブランシェまで巻き込むわけにはいかない。

　ブランシェは唇を噛かみ締しめると、リンツの肩をつかんだ。

「……いいです。なら、私から頼みます」

「？」

　リンツは目を瞬しばたたいた。ブランシェは小さく息を吸い、

「コゼットが、マルキア＝ギイに攫さらわれました。私の目の前で」

「……っ!?」

　リンツは、はっとして身を起こした。

「あいつを追ってきたけど、途中で見失ったんです。どうすればいいか見当もつかない。正直、いまも心臓が破裂しそうなほど焦あせってます。頭の中ぐちゃぐちゃです。いますぐにでも走り出して、うろたえて、叫んで回りたいくらい――そんなことをしてもなにもならないから、そうしないだけで。リンツ君は言いましたよね、私の捜査に協力してくれるって。だったら、いま私に力を貸してください。お願いします」



    

  
    
      



    

  
    
      　蒼あおいしっぽ髪を垂らし、ブランシェは頭を下げた。

　その肩が、小刻みに震えているのがわかる。一刻も早くコゼットを救いたい。でも、どうすればいいのかわからない。だから彼女は、リンツに協力を求めるという、いまの彼女ができるただひとつのことをした。

「……」

　リンツは――その肩に、そっと手を置いた。

　なにもできないと、おのれの無力さを嘆なげいていた自分が恥ずかしくなった。

　目の前の少女は立派な騎士だ。そう思った。

　ゆっくりと立ち上がる。途端。烈はげしい想おもいがわき上がってきた。

「――ブランシェ。僕は、シャトレアをこの手に取り戻す」

「……リンツ君？」

「だから――僕に力を貸してくれ」

「……」

　差し出したリンツの右手を、ブランシェは強く握りかえした。

「ランス大聖堂だ。二人はそこにいる」

「ランス大聖堂？　どうして――」

　ブランシェは怪け訝げんそうに訊きき返す。

「――走りながら話すよ」

　リンツは言った。

　おそらく、彼女にとってはショックな話になるだろうな、と思いながら。



    

  
    
      


第六章　聖なる怪物モンストル・サクレ



　かつて、男の痩やせ細った指先には名誉があった。

　卓越した技巧のもたらす栄光があった。

〈石の兄弟団〉の若き親方マイスター――マルキア＝ギイは、貴族のあいだで熱狂的な愛好家を持つ彫刻家だった。人間の悪徳を浮き彫りにするかのような作風は、しばしば悪趣味だとか頽たい廃はい的てきだとかいった批判にさらされはしたものの、その卓越した彫刻の技術はだれもが認めるものだった。

　彫刻師マルキア＝ギイは、若くして栄光の絶頂にあった。

　ミケランジェロをも超える最高の彫刻家だという自負が、彼にはあった。

　――だが、その自負は、一人の男によって粉々に打ち砕かれた。

　マイスター・ストランゼン――彫刻師ですらない、建築士によって。

　それは、ベルサイユの宮殿で催もよおされた、ある品評会での出来事だった。

　大陸中から一流の芸術家が招かれる、もっとも権威のある品評会だ。

　その品評会で、マイスター・ストランゼンは、ベルサイユの庭園に設置するための彫像を国王に献上した。

　同じ〈石の兄弟団〉に所属する建築士風情に、最高の彫刻家マイスターであるマルキア＝ギイが負けるわけにはいかなかった。

　勝負に万全を期すため、マルキア＝ギイは、考えうる最高の素材を使った。

　――最愛の妻と娘を彫像にしたのだ。

　人間の絶望をそのまま形にしたようなその彫像は、芸術品としては至高のものだった。

　しかし、そのような頽廃芸術に興味のない国王が好んだのは――マイスター・ストランゼンの献上した、美しい白鳥の彫刻だった。

　無ぶ様ざまに敗北したマルキア＝ギイは、その場で親方に破門された。

　また、彼の作品が、生きた人間を素材にしたものだということがマイスター・ストランゼンによって暴露され、一流の芸術家から一転、犯罪者として追われる身になった。

　その日、マルキア＝ギイは親方を殺して逃走した。

　――男は、殺人鬼となった。



　　　　　　　◇



　ビアンカ＝フラウィウスの消滅によって、あの猛獣たちも街路から姿を消していた。

　ランス大聖堂の前の広場はしん、と静まりかえっていた。

　ユイスのことを聞いたブランシェは、意外にも取り乱すことなく落ち着いていた。

　孤児院にいた頃ころから世話になっていた人物が、殺人鬼だったというのは、相当なショックのはずだが――そこは彼女も銃士隊のエリートである派遣騎士だった。

「この地域にいた市民は全員、避難したみたいですね」

　ブランシェが無人の広場を見まわしながらつぶやいた。

「傷は大丈夫ですか？」

　じっとりと額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべるリンツを見て、気き遣づかわしげに訊たずねる。

「うん……」

　嘘うそだった。シャトレアの治療のおかげで傷口はふさがっていたが、さっきの戦いで中の傷が開いたらしい。わき腹が内出血でどす黒く変色していた。

　目の前に、荘そう厳ごんなランス大聖堂の正面門ファサードが口を大きくあけていた。

　その姿は巨大な顎あごを開いた、恐ろしい怪物のように見える。

「……っ！」

　ズキリ――と、右手の〈刻印〉から赤い血が滴したたった。

（――どうやら、当たりみたいだな）

　痛みにうめきながら、リンツは大聖堂の威容を睨にらみつけた。

〈城姫ベルクフリート〉と〈城主マイスター〉は〈刻印〉で絆きずなが繋つながっている。

〈刻印〉の疼うずきは、一歩、一歩、近づくにつれ、ますます強くなっていった。

　ユイスの目的が、大聖堂に〈城姫〉を宿すことならば――

（……マルキア＝ギイに連れ去られたコゼット＝マルシェンもここにいるはずだ）

「――行こう。この中だ」

「はい」

　二人はうなずきあい、正面門ファサードの中に足を踏み入れた。



　　　　　　　◇



　カツン、とブランシェの鉄鋼仕込みの靴音が鳴る。

「……」

　身しん廊ろうには、静寂が満ちていた。

（違う。静寂じゃない。これは――沈黙だ）

　周囲に目をくばりながら、リンツはひとりごちた。

　背筋の焦こげるような――濃密な殺気。

　獲物を狙ねらう怪物の――なまあたたかい吐息が聞こえてくるようだ。

　ステンドグラスを透過する光に照らされて、埃ほこりの粒子が宙を舞っている。

　身しん廊ろうの左右には大理石の柱が並んで奥まで続いている。

　身を隠して待ち伏せするにはうってつけの場所だった。

「ブランシェ」

「ええ」

　ブランシェが足を止めた。カツン――と、乾いた音。

（――来る!?）

　それを契機に、リンツは頭の中で構造式を組み上げる――

「建奏士マイスタージンガー――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

〈刻印〉から蒼あお白じろい雷火がほとばしった――瞬間。

「リンツ君、上！」

「……っ!?」

　頭上から、蜘く蛛ものような影が降り立った。

　横薙なぎに振るわれた彫刻刀が額ひたいをかすめ切る。ブランシェの叫びに反応していなければ、首を切断されていた。

「――マルキア＝ギイ！」

　叫びながら、リンツは雷火をまとう掌てのひらを身廊の床に叩たたきつける。

〈建奏術〉第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクション〉。

　瞬時に大理石の〈尖せん塔とう〉が生成され――無数の牙きばとなって殺人鬼に襲いかかる。

「――はっ、そんなものがこの俺おれに効くかよ！」

　マルキア＝ギイは床を蹴けって飛び上がった。

　蜘蛛の手のような義手が柱をつかみ、暴れ狂う〈尖塔〉の群れから退避する。

「……っ！」

「うふふ、マイスター・ストランゼンの徒と弟てい、俺は、貴様を生きたまま彫刻にするこのときを心待ちにしていたぞ！」

　ランス大聖堂の身廊に、マルキア＝ギイのけたたましい哄こう笑しようが響きわたる。

　石柱のあいだを飛び回りながら、彫刻刀を握った義手を鞭むちのようにしならせて放はなつ――

「リンツ＝レンハイトが銘を刻む――堅けん牢ろうなる〈城壁〉よ、ここに！」

　リンツは後方へ跳びながら叫び、掌を床に叩きつけた。

　瞬時に出現した〈城壁〉の表面を、マルキア＝ギイの彫刻刀がえぐりとる。

「ほう、やるじゃないか！」

　マルキア＝ギイが白はく濁だくした左眼を見開き、嬉しそうに嗤わらった。

「それでこそ彫刻のしがいがあるというものだ！」

　懐ふところから抜いた三本の彫刻刀を投げ放つ。

　カッ、カカッ――

　彫刻刀が大理石の床に突き刺さった。

　リンツが振り向くと、そこにはすでに、マルキア＝ギイの姿はない。

（……っ！　いったい、どこに――）

「リンツ君！」

「え？」

　――放はなたれた義手が、背後から襲いかかった。

　キィン――金属のかち合うかん高い音。

　振り向くと、ブランシェ＝エステワールが背後から投げられた彫刻刀を弾はじいていた。

「……ブランシェ、助かった」

「いえ……でも、このままじゃ――」

　肩で息をしながら、ブランシェは背中をあずけてくる。

　切り裂かれた制服の袖そでから血がにじんでいた。

（奴は石柱の陰を利用してる――なら！）

　ヒュッ――ふたたび、風鳴りの音がした。

「……っ！」

　刹せつ那な。ブランシェ＝エステワールがリンツの身体からだを突き飛ばした。

　しなる義手がブランシェの胴を薙なぎ払い、いきおいよく壁に叩たたきつける。

「かはっ……！」

「ブランシェ！」

　駆け出そうとしたリンツの眼前に――

　マルキア＝ギイが音もなく降り立った。

「はっ――、愚おろかな徒と弟ていだ！」

「……っ！」

　突き出した徒手はあっさりとかわされ、蜘く蛛ものように長い足が、リンツのわき腹にめりこんだ。

「あぐうっ……」

　床に吐血しながら、リンツはその場に膝ひざをつく。

　その髪をマルキア＝ギイがつかんだ。石化した顔でニィッと嗤わらう殺人鬼。

「おまえ、きれいな顔をしているな。その顔をズタズタに彫刻してやるよ」

（くっ……シャトレア……）

　熱い血を流し続ける〈刻印〉。

　だが、リール要よう塞さいで彼女があらわれた、あのときのように、

　身体の奥底からわき上がってくる力は感じなかった。

（……だめだ。シャトレアは頼れない）

　視線をめぐらすと、ブランシェ＝エステワールがぐったりと壁にもたれていた。

　意識はあるようだが、脳のう震しん盪とうでもおこしたのか――立ち上がれないようだ。

（こんどは、僕がシャトレアを助けなきゃいけないんだ！）

　リンツは拳こぶしをぐっと握り締しめた。

「うふふ、マイスター・ストランゼンの徒と弟ていよ。ありがたく思え、彫刻師の親方マイスターが彫刻の極意を特別に講義して――がっ！」

　刹せつ那な。膝ひざを立て、起きあがったリンツの頭突きが、殺人鬼の顎あごをとらえた。

　つぶれたような声を上げ、後ろにのけぞるマルキア＝ギイ。

「き、貴様ああああっ、俺おれの講義が聞きたくないのかああああっ！」

（どうせろくでもない講義だろっ――）

　胸中で毒づきながら、リンツはブランシェのそばへ走り込んだ。激げつ昂こうしたマルキア＝ギイが彫刻刀を放はなつ――

　寸前、リンツの造り出した〈城壁〉がそれを阻んだ。

「ブランシェ、大丈夫か？」

「ん……」

　リンツが揺さぶると、蒼あおいしっぽ髪を揺らし、ブランシェが身体からだを起こす。

　その肩が、小刻みに震えていたが――

「大丈夫……私は騎士……私の剣は、まだ、折れていない」

　その紺こん碧ぺきの瞳ひとみが、マルキア＝ギイを睨にらみつけた。

「私が、コゼットを助ける――」

　リンツは無言でうなずいた。造り上げた〈城壁〉から身を乗り出す。

　マルキア＝ギイは、ふたたび柱の陰へ身を隠していた。

（そうだ、コゼットは――？）

　あたりを見回すが、それらしき姿はない。

　ブランシェは、マルキア＝ギイがコゼットを攫さらったと言っていた。

　あるいは、人質にされることも覚悟していたのだが――

「マルキア＝ギイ」

「……ううん？」

　声は、数秒遅れて返ってきた。

　場所を察知されることをおそれたのか――それとも、あえて声を放はなつことで、撹かく乱らんの効果を狙ねらったか。あるいは、なにも考えていないのか。

　いずれにせよ、声は反響して、居場所を察知することなどできなかった。

「コゼットはどこだ！」

　リンツは大声で叫んだ。あるいは、声を聞いたシャトレアかコゼットが気づくかもしれないと願いながら。

「ここにはおらんよ――だが、それを聞いてどうする？」

「安心したよ」

　リンツは〈刻印〉の疼うずく右手を握り締しめた。

　ここにいないということは、彼女を巻き込む心配がないということだ。

　ならば――ためらいなく使うことができる。

（マルキア＝ギイは、石柱の陰を利用してしかけてくる……）

　そして――これは、さっき気づいたことだが。

（……地上に降りたあいつの動きは、たいしたことがない）

　おそらく、あの異様に長い義手が、身体からだのバランスをおかしくしているのだろう。

　あの殺人鬼は、奇襲戦法は得意だが、正面から相対したならば、格闘騎士であるブランシェ＝エステワールのほうが圧倒的に強いはずだ。

「――だよね？」

　と、あたりを警戒しながら、小声で告げると、ブランシェは小さくうなずいた。

「はい。奇襲でなければ、まちがいなく私のほうが強い」

　それは――うぬぼれではない。格闘騎士として訓練を積んできた、彼女なりの自負。

　ジャンヌ＝ダルクに憧あこがれ、努力を続けてきた、裏付けのある言葉だった。

（師匠には、絶対使うなって言われてたけど……）

　リンツは唇を舐なめた。

　右手が蒼あお白じろい輝きを放はなつ。

　意識を集中し、頭の中で構造式を展開――最大級の〈建奏術〉を歌い上げる。

〈――汝なんじ、偉大なる建築士の王、四界の全すべてを測量し、設計した者よ――〉

〈――神殿の最さい奥おうに隠された秘技を盗みし、我ら石工の長たる者よ――〉

〈――汝、大いなる墳ふん墓ぼの頂いただきより、全てを見そなわす〈眼〉也なり――〉

〈建奏術〉は神々の建築へいたるための技術アート。

　だが、これは――この韻律コードだけは違う。

　リール要よう塞さいの副総監マイスター・ヴォーバンの使っていた、

〈怪魔の石像ガーゴイル〉と同じ廃棄韻律ディス・コード。



「――リンツ＝レンハイトが銘を砕く、崩壊せよ、灰となれ！」



　第十の韻律コード――〈構造分解ディス・インテグレイト〉。

　それは――建材を粒子に還元する破壊の韻律コード。

　その性質上、建奏士マイスタージンガーとしての熟練度とは無関係に、制御することは不可能――構造物の設計理論まで遡って崩壊させる。

「ああああああああああっ！」

　頭ず蓋がいが焼けるような感覚。組み上がった構造式が、一気に破壊されていく――

〈刻印〉の血が沸騰し、じゅっと煙をあげて滴したたった。

「リンツ……君？」

　ブランシェ＝エステワールが紺こん碧ぺきの目を見開いた。

　大理石の石柱が粉々に砕け散る。

　左右の壁に嵌はめ込まれたステンドグラスが、いっせいに破砕した。

〈構造分解ディス・インテグレイト〉は――指向性がなく、広範囲に崩壊をもたらすため、実用性は皆かい無むに近い。

　だが、いまはそれでよかった。

　できるだけ多くの石柱を崩壊させることができれば。

　どのみち、リンツの技量では、この大聖堂を崩壊させるまでには至らない。

（……これ以上、続けたら、回路が焼き切れる）

　意識が飛ぶ寸前――

「はあっ、はあっ、はっ……」

　リンツは息をつきながら、膝ひざからくずおれた。

　目の前には――崩壊した石柱が灰のように積み上がっていた。

　崩落したのではない――文字通り砂粒にまで還元されたのだ。

「……」

　耳の痛くなるような静寂がおとずれる――と、

「――っ、なんという、なんという無む茶ちや苦く茶ちやをする奴だ！」

　隠れる場所を失ったマルキア＝ギイが毒づいた。

　明らかに動揺している。

「――ブランシェ！」

「――はい！」

　ブランシェが飛び出した。立ちすくむマルキア＝ギイに肉薄し、鋼鉄の拳こぶしを叩たたき込む！

「……っ!?」

　ガッ――

　顎あごを打たれてのけぞる、マルキア＝ギイ。ブランシェはさらに踏み込み――

「ちいっ、小娘が！」

「ブランシェ！」

　マルキア＝ギイの右手の〈刻印〉が禍まが々まがしく輝いた。

（……あれは、〈石の兄弟団〉の秘蹟アルカナ!?）

　あれは、まずい――リンツの手が震えた。

「〈石の兄弟団〉の彫刻師マイスター、マルキア＝ギイが銘を刻む――」



　――〈神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ〉！



　それは、触れたものを石の彫像に変化させる秘蹟アルカナ。

「……!?」

　リンツの声に反応したブランシェが、伸ばされた右腕を素早くかわした。

　だが――

「――愚か」

「なっ……！」

　ブランシェがうめく。マルキア＝ギイの狙ねらいはブランシェではなかった。

　――その背後にいた、リンツだった。

　とっさに身をかばおうとした、リンツの左手を、

　三本目の手がつかんでいた。

　マルキア＝ギイの〈影〉から伸びる手が。

（……っ、これが、〈神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ〉!?）

　そう――マルキア＝ギイの影こそが、石化の秘蹟アルカナの正体。

（そうか、影を使うためにあんなに長い義手を――）

　――気づいた、刹せつ那な。

「ぐ……あああああああああああっ！」

　喉のどの奥から悲鳴がほとばしった。

　影の手の触れた左手が、徐々に石化していく。

「マルキア＝ギイ！」

　刹那。

　ブランシェ＝エステワールが叫び、何かを投げつけた。

「ちいっ――」

　短剣かなにかだと勘違いしたのだろう――マルキア＝ギイは舌打ちして跳びすさる。

　が、壁にあたって砕けたそれは、短剣ではなかった。

　それは――騎士の誇りである銀時計。

　影の手から解放されたリンツは、よろめきながら、前に跳んだ。

「おのれ、小娘――がっ！」

　鞭むちのようにしなる腕をかわし、走り込んだブランシェの拳こぶしが、殺人鬼の腹にめりこんだ。

「格闘騎士を甘く見ないで。義手だってわかっていれば、かわすのはたやすい！」

「……っ、のおおおおおおっ！」

　振り上げられた、マルキア＝ギイの右腕が、ブランシェの頬ほおをかすめた。

　しかし、それはフェイント。腕の影がブランシェの胴をつかみあげる！

　――〈神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ〉。

「貴様から先に彫刻してやる――」

「いいえ。私の勝ちです、マルキア＝ギイ」

　だが、ブランシェは額ひたいに汗をにじませながら、唇を舐なめた。

「な……に……？」

「リンツ君！」

「ああ――」

　リンツは、走り込んで、手にしたそれを掲かかげた。

　ブランシェが投げ放はなった、純銀製の時計を。

　床から伸びる〈神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ〉が消滅した。

　割れた窓から射さし込む光を反射させ、影の手を切り裂いたのだ。

「お、俺おれの〈神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ〉が、そんなもので！」

「そんなものなんかじゃない。あれは、決して折れることのない私の剣！」

　叫び、ブランシェ＝エステワールの鋼拳が、殺人鬼の顎あごをとらえた。

「がっ、は……」

　顎を粉砕された殺人鬼の身体からだは、放物線を描いて壁に叩たたきつけられる。よろよろと立ち上がりかけたマルキア＝ギイの手足を、ブランシェは容赦なく踏み折った。

　骨の砕ける乾いた音が響きわたる。

「お、おおおおおおおおおっ！」

　マルキア＝ギイは、すさまじい絶叫を上げながら地面を這はいずり、のたうちまわるが、蜘く蛛ものような手足が邪魔になり、満足に起きあがることもできないようだ。あの状態では、歩くことさえままならないだろう。

「ユイスは――」

「礼拝堂だ……！」

　リンツが言った、その時。

「……っ!?」

　――ランス大聖堂が鳴動した。



　　　　　　　◇



「……コゼット!?」

　ブランシェは、礼拝堂の扉を開け放はなった。

　礼拝席の並ぶ通路の最さい奥おう――祭壇の上に、コゼット＝マルシェンが寝かされていた。

　長い黒髪が、まるで生きているかのように蠢うごめいている。

　その額ひたいには、禍まが々まがしく輝く〈王冠クローネ〉の〈刻印〉が血で刻まれていた。

　そして――

「やあ、ちょうどいいところに来ました。これから、ジャンヌ＝ダルク降臨の儀式を始めようとしていたところです」

　司祭の服に身を包んだユイスが、ゾッとするような笑みを浮かべた。

　礼拝堂の壁には、黒い霧の鎖で四肢を縛られたシャトレアが磔はりつけにされている。完全に意識を失っているようだ。

「――シャトレア！」

　叫び、駆けよろうとしたリンツの足下に、

　ユイスの手元から放はなたれた〈水銀の剣〉が突き立った。

「……っ!?」

「無ぶ粋すいな真ま似ねはおよしなさい、マイスター・ストランゼンの徒と弟てい。君たちにも、聖女再臨の偉大な瞬間を見せてあげようというのですから」

　ユイスは、祭壇に横たわるコゼットに手をかざした。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ぁ……あああっ……ぅ、ああああああっ！」

　コゼットの喉のどから、絶叫がほとばしる。

「コゼット！」

「ブランシェっ！」

　リンツが叫んだ――

　刹せつ那な。

「……っ!?」

　ブランシェの脚あしに抜き身の剣が突き立った。赤い血華が散った。ブランシェはがくんと膝ひざを折り、つんのめるようにして、その場にくずおれる。

「……ぅあ、あっ、ぐ……」

「ブランシェ＝エステワール、なぜ私の邪魔をしようとするのです？」

　ユイスが不思議そうに首を傾かしげた。

　優しく穏やかなその微笑ほほえみは、マルキア＝ギイの哄こう笑しようよりも、おぞましい。

「貴女あなたも私と同じように、ジャンヌ＝ダルクを崇すう拝はいしていたのではないのですか？」

「貴様と……一緒に、するなっ！」

　ブランシェが、血を吐きながら叫ぶ。

　彼女は、礼拝堂の床を這はいずるように、コゼットに近づこうとしていた。

　その手を――

　ユイスの投げ放はなった〈水銀の剣〉が貫つらぬいた。

「……ひぐっ！」

　這う手が大理石の床に縫い止められる。

　悲鳴を上げなかったのは、ブランシェ＝エステワールの騎士としての矜きよう持じだった。

「はは、たしかに一緒にされては困る。ただ憧あこがれるだけの君と、彼女の意思を継いだ私と」

「……」

　それを見ても、リンツは――動かない。走り出したくなる衝動を抑え、眼前のユイスを睨にらみ据すえながら、冷静に距離を測っていた。

（……十歩、いや、十一歩か）

　乾いた唇を舐なめる。

　建築士の徒と弟ていであるリンツにとって、目測で距離を測ることは難しいことではない。

　手を伸ばせば、ぎりぎり十一歩でたどり着くことができる。

　ユイスとの距離ではない。それは――彼の〈城〉にたどり着くまでの道のりだ。

　右手の〈刻印〉がずきりと疼うずいた。

　壁に磔はりつけにされたシャトレアの姿は、見るも痛いた々いたしい。

　剣を振るえば千の軍勢にも匹敵する〈城〉が、無惨に敵の手に落ちている。

　リンツは、拳こぶしを強く――握り締しめた。

（シャトレア……僕は、君をかならず取り戻す！）

　――頭ず蓋がいの奥で構造式を展開。〈刻印〉に蒼あお白じろい雷火をまとわせる。

「……ほう？」

　ユイスが不快そうに眉まゆ根を吊つり上げた。

「――君は、聖女再臨の瞬間に立ち会いたくない、と？」

「悪いけど、興味ない」

　つぶやいて――

　リンツは大理石の床を蹴けりつけた。

「……っ!?」

（まずは、一歩――）

　体重を前に乗せ、加速する。左足を踏み出しかけたところで、ユイスが反応した。

　手をさっと振り上げると虚こ空くうから三本の抜き身の剣が出現する。否。虚空から出現したように見えるだけだ――手には水銀の入った小さなビン。水銀を剣の形に凝固させて撃ち出しているのだ。

　二歩目。三歩目の途中で――剣が頬ほおをかすめていった。

　背後に倒れているブランシェを気き遣づかう余裕はない。ただ前へ――進む。

（四歩、五歩――）

　満まん身しん創そう痍いの身体からだで、目の前の男と、まともに戦うつもりはなかった。

　――そう、戦う必要はない。

〈城〉へ入城してしまえば、リンツの勝ちだ。

　だからこれは、ユイスとの直接的な戦いではなく――

　いかに障害物を乗り越え、〈城〉にたどり着くか。その勝負。

「……ぬ！」

　ようやく、リンツが何を考えているか悟ったらしい。

　ユイスは祭壇から離れ、シャトレアのほうへ移動する――

　放はなたれた二本目の剣がリンツの肩を穿うがった。反動で勢いが削そがれるが、リンツは止まらない。痛みも感じない。血ち飛沫しぶきを上げながら、まっすぐに〈城〉を目指す。

（六歩――）

　穏やかなユイスの顔が引ひきつった。

「止まれええええっ！」

　ジャッ――

　ビンの水銀を床にぶちまけ、瞬時に、十二本の〈水銀の剣〉を生成する。

　躱かわすことは不可能。一本でも刺されば致命傷となる。

　ユイスが、ゾッとするような笑みを浮かべた。

「死ね――」

（――ここだ！）

　リンツは身体からだを沈め、蒼あお白じろい雷火をまとう掌てのひらを床に叩たたきつける！

「〈建奏士マイスタージンガー〉――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

〈建奏術〉第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクション〉。

　床の大理石が瞬時に再構築され、ユイスの眼前に堅けん牢ろうな〈城壁〉となってそそり立つ。

　ギィンッ――

　弾丸のように放はなたれた〈水銀の剣〉はすべて弾はじかれ、液体となって飛散した。

　だが――

「ははっ、そんな石壁ごときで、私の〈水銀の剣〉は防げないよ！」

　ユイスが手を振ると、飛沫しぶきとなった水銀は、小さな無数の短剣へと変化する。

　苛か烈れつな剣の嵐あらしが、リンツの作り出した〈城壁〉を一瞬で切り刻む。

　しかし――

「はっ、骨までみじん切りに――な、に？」

　崩壊した〈城壁〉の向こう側に――リンツの姿はなかった。

　短剣の嵐が降りそそぐ状態で、〈城壁〉の外へ飛び出せるはずもない。

　時間にすればほんの一秒。ユイスは、リンツの姿を完全に見失っていた。

　その一秒が、致命的だった。

「……まさか!?」

　気づいた、その瞬間、

　ガゴッ――

　ユイスの眼前に、突然、大穴が空いた。

　右手に蒼白い雷火をまとわせたまま、リンツがその穴から飛び出した。

「……っ!?」

（――レティに感謝しなきゃな）

　――〈再構築リ・ストラクション〉のアレンジによる、モグラ掘り。

　それは、最強の技師傭よう兵へい団だん〈土竜技師団マオルヴォルフ〉の最も得意とする戦法だった。

　リンツは、リール攻略戦のとき、仲間の団員から塹壕の掘り方を学んでいた。

　それは、師であるマイスター・ストランゼンの模も倣ほうではない――リンツが初めて他人から学んだ建築の技術だった。

「おのれっ――」

　ユイスは飛散した〈水銀の剣〉を手中に戻す――が、遅い。

　リンツはさらに走り込んでいた。

（ヴォーバンに殺されそうになったとき、シャトレアは来てくれた！）

（こんどは、僕が君を助ける！）

「――ちいっ！」

　ユイスは、なりふりかまわず、目の前のリンツを〈水銀の剣〉で斬きりつけた。

　薙なぐような一いつ閃せん。大理石の〈城壁〉を切り裂いた剣だ。人間の身体からだなどいとも簡単にまっぷたつになる。

　だが――

「〈建奏術〉第三の韻律コード――〈強化リィンフォース〉！」

　リンツは〈建奏術〉の韻律コードを高らかに歌い上げた。

　それは――建材の強度を大幅に強化する韻律コード。

　無論、建材ではない人体を強化することはできない。

　だが――

　人体でない、純粋な建材ならば。

　蒼あお白じろい雷火をまとう右手で、リンツは、自身の左手をつかんだ。

　――マルキア＝ギイの〈神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ〉で石化した左手を。

（九歩、十歩――）

〈建奏術〉によって硬度を〈強化〉された石材の拳こぶしは、大理石すら切り裂く〈水銀の剣〉をいともたやすく弾はじいた。

「……なんだとっ！」

　ユイスの悲鳴じみた絶叫を聞きながら――

　リンツは、その脇を通り抜けた。

　その手が彼の〈城〉にたどり着く。

「――シャトレアアアアア！」

　叫びながら、雷火のほとばしる右手を、強く――彼女の心臓に押しつけた。

　弱々しい鼓動。可か憐れんな唇から洩もれるかすかな吐息。

（――シャトレア、僕だ。城門を開いてくれ！）

　やわらかな肌に掌てのひらを押し込みながら、脳裏に想像イメージする。

　――ノイシュヴァンシュタイン城。

　いつか創ると約束した――彼女の〈城〉を。

〈城姫ベルクフリート〉と〈城主マイスター〉は〈刻印〉の絆きずなで繋つながっている。

（……リール要よう塞さいでヴォーバンと戦ったときは、シャトレアの力が流れ込んできた）

　それなら――

（逆に力を注そそぎ込むことだって、できるはずだ！）

「あああああああああああああっ！」

　展開した〈城〉の構造式を、直接叩たたき込む――

　閃せん光こうが散った。身を焼くような激痛に意識が何度も飛びかける。

　シャトレアの肌着が光の粒子となって分解され、〈城壁〉が再構築リ・ストラクションされていく――

「……、あ……ぐ……ああああああああああっ！」

　構造式として展開した、ありったけのイメージをシャトレアに叩き込み、

　リンツは、ふらっ――と、力尽きたように、シャトレアの胸に倒れこんだ。

「……リン……ツ……？」

　シャトレアの唇から、かすかな声が洩もれた。

　静かに目を開ける、と。

「……っ！　リンツ、君は、ど、どこを触っている!?」

　シャトレアはカアッと頬ほおを赤く染める。

　リンツは、彼女の心臓のあたりに手を押しつけていた。

「……シャトレア……よかった……」

「……っ！」

　膝ひざからくずおれ、もう立ち上がる力もないリンツを、シャトレアがあわてて抱きとめた。

　リンツは、やわらかい胸の感触に顔をうずめながら、なかば放心した状態で、

（シャトレアって、〈城〉なのにやわらかいよな……）

　とか、そんなことを考えていた。

「リ、リンツ、そんなに顔を押しつけられると、その……こ、困るっ」

　だが、シャトレアは顔を真っ赤にしながらも、リンツを突き放はなすことはしなかった。

　ふっと頬を緩ませると、リンツの頭を優しく撫なで、そして――

　愕がく然ぜんと立ち尽くすユイスを、燃え盛る苛か烈れつな瞳ひとみで睨ねめつけた。

「貴様、私の〈城主マイスター〉を傷つけたこと、その身であがなってもらうぞ」

「……っ！」

〈城壁〉を背負ったシャトレアが剣を抜き放はなつ。その場に〈城〉がそびえ建っているかのような、圧倒的な威圧感に、ユイスはあとずさった。

「ぐ……、う……」

〈城〉が相手では、錬金術師ごときに勝ち目など、あるはずがない。

　彼もそれは理解していた。

「……、ふ、ふふ、ふ、ははは、はは」

　ユイスは、壊れた哄こう笑しようを上げながら、ふらふらと歩き出すと、祭壇の上で眠るコゼット＝マルシェンを抱きかかえた。その首筋に〈水銀の剣〉を突きつける。

　だが、シャトレアは、不動の〈城〉のように動じない。

　剣の切っ先を突きつけたまま、告げる。

「人質など無駄なことだ。君がその少女の首に剣を突き立てるより、私が君の首を飛ばすほうがはるかに速い」

　それは、はったりでもなんでもない。

　彼女はただ、厳然たる事実を突きつけただけだった。

「……人質など、では、ない」

　ユイスの唇が、ニッとゆがんだ。

　そして、なにごとか、口の中で小さくつぶやいた――



「――ジャンヌ＝ダルクよ、いまここに再臨せよ」



「なっ……！」

　その言葉に、シャトレアが反応した――刹せつ那な。

　天井の窓から西日が射さし込み――

　礼拝堂の床に、巨大な〈王冠クローネ〉の紋様が浮かび上がった。

「……そうか。師匠が〈刻印〉を刻んだのは――」

　リンツは目を開けながら、うめいた。

　――ステンドグラスの薔薇窓。

　コゼット＝マルシェンに刻まれた〈王冠クローネ〉の〈刻印〉から赤い血があふれ出す。彼女の黒髪がうねり、触手となって、そばにいたユイスの身体からだを呑のみ込んだ。

「――は、ははは、は、は、ジャンヌよ、私を抱擁してくださるのですね、ああ……ご、ぶ、ぶきゃ、あ、ジャン……ヌ……あ、が」

　バキ、ゴキ、ベキゴキ――

　骨の砕ける音が、ユイスの狂ったような哄こう笑しようを呑み込んだ。

　それは――コゼット＝マルシェンでも、ランス大聖堂の〈城しろ姫ひめ〉でもなかった。

　礼拝堂に――聖なる怪物モンストル・サクレの咆ほう哮こうが響きわたった。



　　　　　　　◇



「まったく、救いようもない愚おろか者ですね、あの男は。〈棺モノリス〉もなしに〈城姫〉を宿らせることなど、できるはずがないでしょうに。ましてあの娘は〈適性者〉ですらない」

　鉄仮面卿きようは、斬り殺したマルキア＝ギイの死体を踏みつけながら、肩をすくめた。

　それから、もう興味がない――とでもいうように、蹴けり転がす。

「まあ、それなりに役には立ってくれましたがね。この三流彫刻師も、凋ちよう落らくした〈城骸ルイン〉も、愚かな〈青あお髭ひげ公こう〉も」

　マイスター・ストランゼンの創り出した〈放浪の城姫〉の回収。

　それは叶かなわなかったが――

「マイスター・ストランゼンの徒と弟てい。私は君をもう一人の〈後継者サクセサー〉に決めましたよ」

　嗤わらうようにひとりごちる。

　開け放はなたれた礼拝堂のほうから、ひたひたと迫る黒い触手に目をやって――

「終幕ですね」

　鉄仮面卿きようは、静かにその場を立ち去った。
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　それは――漆しつ黒こくの化物だった。

　光の乙女と謳うたわれた、ジャンヌ＝ダルクとは似ても似つかない〈怪物〉。

〈城姫〉ではない。〈城骸ルイン〉ですらない、明らかな失敗作。

　その〈怪物〉には――あのビアンカ＝フラウィウスのような気高さは一切なかった。

　禍まが々まがしい甲かつ冑ちゆうの隙すき間まから生えた、触手のような腕は、まるでランス大聖堂を取り込むかのように壁という壁に絡みつき、のたうっていた。

「コゼット！」

　ブランシェ＝エステワールが悲鳴を上げた。

〈怪物〉が彼女のほうを振り向き、ゆるゆると触手を伸ばす。

　コゼット＝マルシェンの意識は完全に失われていた。

「シャトレア――」

「ああ！」

　シャトレアは、手にした剣を掲かかげた。

「固有兵装――〈戦姫の光剣ヴァルキリー・シユヴェーアト〉！」

　その剣が、清せい冽れつな輝きを放はなつ！

　シャトレアが疾はしった。

〈怪物〉の放った触手がシャトレアの〈城壁〉に絡みつく。

　だが、シャトレアは止まらない。

　清浄な光をまとい、閃せん光こうそのものとなって突き進む。

　リンツはそこに――雄お々おしくそびえ建つ〈城〉の姿を。

　ブランシェ＝エステワールは、幼い頃ころから憧あこがれ続けた理想の騎士の姿を見た。

（ジャンヌ＝ダルク――）

　ブランシェの眼前に触手が迫る。

　清冽なる光が、触手をすべて焼き尽くす。

「――聖なる怪物モンストル・サクレよ、光に還るがいい！」

　そして――

　シャトレアの〈戦姫の光剣ヴァルキリー・シユヴェーアト〉が、ランスの〈怪物〉を切り裂いた。



    

  
    
      


終章　目覚めた眠り姫



　夕暮れ。通報を受けた自警騎士団は、礼拝堂の地下に設けられた工房に、誘拐された少女たちが監禁されているのを発見した。地下の工房の存在は、大聖堂の管理を任されている司祭も知らなかったそうだ。

　誘拐された少女たちは、身体からだの一部に〈王冠クローネ〉の〈刻印〉を刻まれていたが、まだ石の彫像にはされていなかった。ユイスは、ステンドグラスを透過した光が〈王冠〉を描く日時に儀式をおこなうつもりだったのだろう。

　ランス大聖堂に、〈城姫ベルクフリート〉――ジャンヌ＝ダルクを宿らせるために。

「――今回の事件のことは中央に報告しますが、あなたたちのことは伏せておくので、安心してください」

　ランスの城門前。

　リンツは、馬の手綱を引くブランシェ＝エステワールを見送っていた。

　彼女のランスでの任務は果たされた。

　マルキア＝ギイの死体はあの怪物に呑のみ込まれてしまったが、彼の義手は残っていた。

　あれほど精密な義手は特注品だ。十分、あの殺人鬼が死んだ証拠になるだろう。

「パリでマイスター・ストランゼンと〈廃園の使徒〉についての情報が入ったら、〈土竜技師団マオルヴォルフ〉宛あてに連絡をしますから」

「ありがとう」

　馬の背にまたがったブランシェは、こんどはシャトレアのほうを向いた。

　革手袋に覆おおわれた手を、そっと差し出す。

　シャトレアはうなずき、鋼はがねの籠手ガントレットに覆われた手で、その手を握りかえした。

「私の城主マイスターを助けてくれて感謝する。君の剣は、折れていなかったな」

「はい。剣はここに」

　ブランシェ＝エステワールは誇りに満ちた笑顔で、胸に手をあてた。

　誇り高き〈城〉と〈騎士〉の握手には、互いへの尊敬の念がこもっていた。

「さて、僕たちも、もうすぐこの街を出なきゃな――」

「ああ」

　リンツのつぶやきに、シャトレアは静かにうなずいた。

　街中で繰り広げられた、シャトレアとビアンカ＝フラウィウスの戦いは、大勢の市民に目撃されている。このままランスの街にとどまるわけにはいかなかった。

「お姉ちゃーん！」

　鉄てつ柵さくの下ろされた城門の前に、孤児院の子供たちが集まって、手を振っていた。

　大声を出しているのは黒髪の少女、コゼット＝マルシェンだ。

　シャトレアの固有兵装――〈戦姫の光剣ヴァルキリー・シユヴェーアト〉は、あらゆる呪のろいを解呪キャンセルする浄火の剣。ランス大聖堂に宿った怪物が消えたあとに、気絶したコゼットが倒れていたのだ。

　子供たちだけは知っている。〈青あお髭ひげ公こう〉から街を救ったのが誰だれなのか。

　リンツ、シャトレア、そして、ブランシェ＝エステワール。

　三人は、あの子供たちにとっての救世主ジャンヌ＝ダルクだった。

「シャトレア、行くよ」

「ああ」

　リンツがうながすと、シャトレアはなごり惜しそうにうなずいた。

　子供たちに手を振りかえしながら、リンツたちは戴たい冠かん都市ランスをあとにした。
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「リンツ、手はもう大丈夫なのか？」

「うん。だんだん動くようになってきた。まだちょっと違和感はあるけど」

　リンツは左手首をくるくる回しながらうなずいた。

　マルキア＝ギイの〈神に愛されし御手ハンド・オブ・ミケランジェロ〉の呪いによって石化したリンツの左手だったが、下位の呪のろいを解呪キャンセルする〈城〉の機能アビリティ――〈礼拝堂〉によって徐々に治ち癒ゆしていた。

　もっとも、モン＝サン＝ミシェルのような修道院の〈城しろ姫ひめ〉であれば、この程度の呪いは簡単に解呪キャンセルできるそうなのだが――シャトレアの〈礼拝堂〉には、それほどの性能スペックは期待できないようだ。

「そうだ――」

　広大な葡ぶ萄どう畑ばたけの広がる平原を歩きながら、リンツはシャトレアに声をかける。

「シャトレア、ごめん。シャンパンあけるっていう約束――」

　すると、シャトレアはこちらを向き、

「これのことか？」

「……え？」

　シャトレアが〈城〉の〈貯蔵庫〉から取り出したのは、シャンパンの瓶びんだった。

　剣術大会の優勝者に贈られる、ドン・ペリニョンだ。

「いつのまに!?」

「あのあと、宿にもどってとってきた。星空の下で飲む酒もよいものだろう？」

　と、めずらしく悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむシャトレア。

（か、可愛かわいい……な）

　リンツは思わず、ドキッとした。

　追放者のギルドに所属しているという、マイスター・ストランゼン。

　事件の背後で暗躍する鉄仮面の男。

　考えなくてはならないことが、たくさんある。

　でも、いまくらいは――

　そういうことをぜんぶ忘れてもいいかな、とリンツは思った。
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　――デルラント王国。商都エレンブルク。

　技師傭よう兵へい団だん〈土竜技師団マオルヴォルフ〉の本隊が逗とう留りゆうしている城じょう砦さい都市だ。

　都市で最も上等な宿の廊下を――

「……ふーん。近々パリ周辺で動乱がありそう、か」

　十七歳の傭兵団長、レティーツィア＝エーデルガルトが、斥せつ候こうからもたらされた報告書を読みながら歩いていた。

　大陸の情勢に頭を巡らせつつ、鼻歌など歌いながら、とある部屋の前で立ち止まる。

　数週間前から、昏こん睡すい状態に陥おちいっている少女の様子を見にきたのだ。

　シャトレアの説明によると、命に別状があるわけではないが、いつ目覚めるかわからないとのことだった。

「おはよー……って時間じゃないわね、うん」

　そんなことをつぶやきながら、静かにドアを開ける――と。

「……っ！」

　ベッドで眠っているはずの少女――

　リンツの幼なじみ、エリッセ＝イストバラドが、起きて立ち上がっていた。

「……目が覚めたの!?」

　いつもは冷静な傭よう兵へい団だん長が、思わず驚きの声を上げた。

「……」

　エリッセ＝イストバラドは無言で窓のほうを向いていた。

　窓枠に一羽の白い鳩はとがとまっている。

「……定期連絡用の伝でん書しよ鳩ばと？」

　エリッセの肩が、わなわなと小刻みに震えていた。

　その手には、封を解かれた報告書が握られている。

　その手紙を、いまにも引き裂かんばかりのいきおいで、エリッセは叫んだ。

「リ、リンツが……リンツが、小さい女の子に抱きつかれてデレデレしたり、年とし頃ごろの娘の下着を覗のぞいたりしてる！」

「……はあ？」

　と、眉まゆをひそめるレティーツィア。

　エリッセ＝イストバラドが、蜂はち蜜みつ色いろの髪をひるがえして振りかえった。

「わたし、リンツを追いかける！」

　腰に手をあて叫んだ少女に、レティーツィアはただ唖あ然ぜんとして――

（あー、なんか、ひと波乱ありそうね……）

　胸中で小さくため息をつくのだった。





――ＥＮＤ



    

  
    
      
あとがき



　どうも志し瑞みずです。『白銀の城姫ベルクフリート』二巻をお届けします。

　今回はフランスの都市を舞台モチーフに、ランス大聖堂、青あお髭ひげジル・ド・レイ、聖女ジャンヌ＝ダルクの伝説を絡からめたシティ・アドベンチャー風の話になっています。ジャンヌ＝ダルクといえば、リュック・ベッソン監督の大作映画を筆頭に、ゲームやコミックなど彼女を題材にした数多くの作品がありますが、志瑞が好きなのはＭＦ文庫Ｊの某人気シリーズに出てくるジャンヌと某神風怪盗なジャンヌです。作中と時期は違いますが、ランスやオルレアンの街では、いまでも毎年、ジャンヌ＝ダルク祭が開催されているらしいので、フランスへ旅行された際には見物してみるのも一興かもしれません。

　さて、今回は作中に出てくる中世の〈建築士ギルド〉について解説したいと思います。

　当時の建築士というのは、たんに建築物を設計する専門の職人ではなく、数学、幾き何か学がく、科学を理解し、幅広い教養を兼かね備そなえた超エリートでした。石材から壮そう麗れいな建築物を造り出す建築士の技は〈帝王の術〉と呼ばれ、ほとんど魔術のようにみなされていました。

　彼らはその知識と技術を守るために同業者組合を組織し、その技を継承していきました。

　こうしたギルドの一部は秘密主義に走り、やがて歴史上の知識人が数多く所属していた、ある有名な秘密結社へと発達していったといいます。職業ギルドというと中世のものというイメージが強いですが、こうしたギルドのいくつかは現代でも残っています。

　謝辞です。まずはご多忙なスケジュールの中、最高に魅力的な挿絵を描いてくださった上うえ田だ夢ゆめ人ひと先生、本当にありがとうございました。今回、原稿が遅れに遅れてしまい、大変申し訳ありませんでした。見開きのブランシェ、燃え盛さかる焔ほのおの中に立つ表紙のシャトレアが、とにかくカッコいいです！

　担当の笹ささ尾お様、三み坂さか編集長、いつもご迷惑をおかけしてすみません。もういくら感謝してもしきれないです。いろいろとギリギリなときに支えてくださり、ありがとうございました。いつかこのご恩返しがきっとできればと思います。

　そして最後に、本書を読んでくださった読者の皆様、本当にありがとうございました！

　次回、はるか銀河系の回かい廊ろうを守護する最強の〈城姫ベルクフリート〉――イゼ子。絶大な威力を誇る固有兵装〈雷神の鎚トール・ハンマー〉の前に、果たして勝機はあるのか。そして大西洋に沈没した岐ぎ阜ふ城の〈城姫〉の安否やいかに!?

　では、また次巻で！



二〇一〇年　二月　志瑞祐ゆう
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